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「おはようございます」

　フロントに立つホテルの従業員はいつものように丁てい寧ねいな挨あい拶さつをする。

「ふぉうあおうふぉあいふぁす～～」

　そして返ってくるのもいつものように気の抜けた挨拶。最初は外国語、そして次に外国語なまりの日本語で挨拶しているのかと思ったのも当然だ。その挨拶を返して寄よ越こした少女は、目にも鮮やかな赤毛の持ち主。エキゾチックな容よう姿しからも日本人ではないとすぐに分かる。もっともこの気の抜けた挨拶が『おはようございます』と言っているつもりだと分かるのには、すぐというわけにもいかなかった。

「今日は気温が高いので熱中症にはお気を付けてください。それでは行ってらっしゃいませ」

　そう言って深々と頭を下げる従業員の方へ、半分寝ているような顔を向けると、彼女は欠伸あくび混じりに答えた。

「ふあぁあい。行ってきまふ～～」

　そしてふらふらとホテルの入り口から出ていった。

「大丈夫なんですか、あのお客さん。３０５室の……、ええとモーントシュタインさんでしたよね」

　新人従業員が閉じた自動ドアの向こう側でふらふらしている彼女を心配そうに見やりながらそう言った。

「ああ、何でもまだ時差ボケがあるそうだ。あれでもちゃんと学校に行ってるようだから、あまり心配する事はないだろう」

　フロントの先輩従業員はそう答えた。

「あれ、でも先輩。あの娘、長期宿泊してるって言ってませんでしたか？　俺がこっちに来る前からいるはずだし」

　この新人従業員は研修を終えて先週こちらに異動してきたばかり。観光地というわけではないが、駅前にテーマパークがある為ため、夏休みに入ると殻から間ま市は結構賑わいを見せる。殻間駅前にある殻間国際ホテルも、夏休みシーズンに合わせて従業員を増強しているのだ。

「そうだなぁ。もう二ヶ月以上宿泊しているか……。いい加減、時差ボケも治りそうなもんだがな。まぁ来週から殻間高校も夏休みらしいから、大丈夫だろう」

「時差ボケが治る前に、夏休みボケになりそうですねえ」

　そう言うとホテルの従業員二人は笑い合った。




「……また寝てるし」

　教室に入った梅もい花かは呆あきれたようにそうつぶやく。その視線の先には、いつものように机に突っ伏したまま、気持ち良さそうに寝息を立てているパティの姿。

「朝が苦手というんじゃなくて、時差ボケなのよねえ。そんなに続くものかしら」

　自分の席に着きながら梅花は首を傾かしげた。

「前に親父がヨーロッパに一ヶ月くらい買い付けに行った時は、かなり長く時差ボケ残っていたなあ。それでもこんなには長くなかったはずだけど」

　健けん児じもパティの様子に呆れ顔で肯うなずいた。

「慣れない外国生活で、ストレスがあるんじゃないでしょうか？」

　白さ弓ゆみはそう言うが、パティの寝顔からは、ストレスのスの字も見て取れない。

　殻間駅前から殻間高校までは徒歩で約二〇分。もっとも平地にある整備された道路網を歩くのとはわけが違う。殻間駅前を少し出ると、徐じよ々じよに山がちの地形になっていき、充分に舗ほ装そうされていない道路も少なくない。

　徒歩二〇分というのはあくまで歩き慣れた地元住民の感覚、もしくは地図上の理論値に過ぎない。

　去年までは駅前から路線バスが通っていたのだが、利用客の減少などでそれも廃止されてしまっている。徒歩以外の交通手段となるとタクシーか、あるいは別の路線バスで近くまで行き、ほぼ坂道が占しめる残り三分の一を歩いていくしかない。

「パティさんって、徒歩通学だったわよね。毎朝、こんな調子でよく登校できるわよねえ」

　冴さえが妙なところに感心する。

「いや、それが何でもふらふら歩いている割には、ちゃんと信号や交差点では停まるし、自動車や他の通行人も自分から避けて通るそうだ」

　超ちよう科か学がく的てき先輩こと岸きし田だ粒たま子こから聞いた話を健児が教える。粒子は駅前近くに住んでおり、またその素す性じようを知ってからパティに何かと関心を持っているようなのである。

「器用なもんねえ」

「だってパティさんだもん」

　感心する冴に優ゆう香かがそう言うと、思わず教室が笑い声に包まれる。もっともパティの素性を知っている健児や梅花にしてみれば、優香のボケも今ひとつ笑えない心境だ。

　パティは『教きよう団だん』と呼ばれる組織から送り込まれた人間。その目的は実み山やまの地下にある研究施設の監視と『祝福されざる命』の抹まつ消しよう。最初は魄はく型がた化した梅花も抹消しようとしていたのだが、楸ひさぎ真ま実さねとそのバックにいる京きよう都との四し方ほう家け一門の説得もあり、今では監視役に徹てつしている状態なのだ。

　他のクラスメートは、海外から入学した風変わりなクラスメートくらいにしか思っていないのだろうが、そもそもパティは彼らとは住む世界そのものが違う。

　硬質ガラス製のナイフを使いこなし、驚異的な身体能力を誇るパティだ。毎朝、寝ぼけ眼まなこで通学するくらい造ぞう作さもないだろう。

　健児はそう思う。

　そして余計な事と知りつつも、こうも思う。……あれだけの事ができるんなら、早起きだってできそうなもんだけどなぁ。

　まぁそれができないのがパティだと言ってしまえば、そこまでなのだろう。

「まったく、いい若い者が嘆なげかわしい。時差ボケくらい気合いで何とかなるはずだろう！」

　生き真ま面じ目めを通り越して、融ゆう通ずうの利かない堅かた物ぶつと言った方が似合っている柏かしわ木ぎ一いち郎ろうが、パティの方へ目をやりながら忌いま々いましげにつぶやいたその時だ。授業開始を告つげる本ほん鈴れいが鳴った。

　パティはぴくんと髪を揺らせたものの相変わらず起きる気け配はいはない。教室の戸を開けて担任が入ってきても同様。一年Ｂ組の担任教師は、例によって自分の席で眠っているパティを確認すると、一つ嘆たん息そくしてから改めて出欠を取り始めた。




　毎日午前中の授業はほぼ寝て過ごすパティだが、その間も周囲の生徒や教師の声は耳に入っているらしい。出欠を取ればちゃんと反応するし、授業中に質問されてもきちんと受け答えをする。しかもまともに授業を受けている生徒より成績も良いのだ。これでは教師たちとしても、授業中に堂々と居眠りしているパティを叱しかりにくい。もっとも叱ったところでパティが目を覚ましてくれるわけでもない。

　どうせ午後になれば起きるのだ。今では教師たちの間でもそんな諦あきらめムードが漂ただよっている有様である。

　もっともそれでもどうにもならない授業がある。体育である。

「パティさん、次は体育よ。今日は水泳だから、着替えないと遅くなるわよ」

　梅花や冴が声を掛けてもパティは眠ったまま。肩を揺するとようやく、寝ぼけ眼で周りを見上げる。

「今は休み時間では……？」

　どうやら授業中と休み時間では、睡眠の深さが違うらしい。眠りながらチャイムを聞き分け、切り替えているのだとしたら、大層器用なものである。

「だからぁ！　次は体育の時間で、水泳の授業なの！」

　梅花が少し焦じれたようにそう言うと、パティはようやく納得したようで、欠伸をすると一つ大きく伸びをする。

「それじゃあ行きましょうか」

　水着が入ったバッグを手に取ると、パティは待たせていた梅花や冴、そして白弓の方へ向かう。

　今日の体育は女子はプールだが、男子は体育館でバレーボールだ。蒸むし風ぶ呂ろ状態の体育館での体育に、男子生徒はうんざりした顔つきで教室から出て行く。その中で健児だけが、少し逡しゆん巡じゆんするように教室の入り口辺あたりでうろうろしていた。

「おい、どうしたよ。健児。さっさと行くぞ」

　浩こう助すけがそう声を掛けても健児は生返事だ。

「うん、まぁ……。あ、ちょっと忘れ物が……」

　パティと一緒にいた梅花の側から、白弓と冴、優香が離れたタイミングを見計らい、わざとらしくそう言うと健児は教室の中へ戻った。

「どうしたの？」

「いや、ちょっと。『クリンゲル』の事で、小お父じさんから梅花に言付けされたのを忘れてて……」

　尋たずねた冴にそう答えると、健児は梅花とパティの側に駆け寄り、小声で囁ささやいた。

「梅花、大丈夫か？」

「大丈夫って何が？」

　鸚おう鵡む返しに梅花は尋ねた。

「だってほら、今日は水泳だし。俺が一緒にいるわけにもいかないし……」

「この前だって、大丈夫だったじゃないの。なに言ってるのよ、今さら」

「いや、でも女子だけで水泳の授業は初めてだし」

　健児の言う通りだ。これまでの水泳の授業は、男女一緒にやっていたのである。今回はこの学校に初めて、男女別々の水泳授業なのである。

「大丈夫だって、今までの体育でも普通にやってこれたじゃないの」

「う～～ん、でも水泳というと水に入るしなぁ」

「それに関しては心配には及びません」

　横から突然、パティがくちばしを突っ込んできた。

「これまでも体育の授業中は、私が目を光らせてきました。水泳の授業も任まかせてください」

　話している事は立派だが、寝ぼけ眼で目を光らせてきたと言われても今ひとつ説得力がない。しかし健児としても他に選択の余地がないのも事実だ。

「うん、まぁそれじゃ頼むよ」

「任せておいてくだふぁい～～」

　生欠伸を嚙かみ殺しながら答えるパティに健児は不安げな表情を隠せない。その横で梅花は露ろ骨こつに不機嫌そうに頰ほおを膨ふくらませていた。自分を信用してくれない健児に不満があるようだが、どうやら当の本人はそれに気付いていないようだ。

「気を回し過ぎよ。プールくらいで。大体、夏休みに入ったら臨海学校だってあるんでしょ。それくらいでがたがた言ってたら始まらないわよ。行きましょ、パティさん。着替える時間がなくなっちゃうわ」

「それでは、また後ほど」

　健児に手を振りながら、パティは梅花に引きずられるようにして教室を出ていった。

「あ、あぁ。頼むよ……」

　パティにそう答えながらも健児は、今しがた梅花が口にしたその言葉に気を揉もんでいた。

　そうなんだよなあ、臨海学校があるんだよなあ。夏休みに入ってすぐに……。

　殻間高校は毎年夏休みに臨海学校が催もよおされるのだ。二、三年生は希望者のみ参加だが、一年生は全員参加。言うまでもなく健児、梅花も参加する事になる。

　臨海学校ともなると当然、男女の宿舎は別。昼間も海で水泳の授業がある等、健児が梅花と一緒にいられる時間は、普通に学校や自宅にいる時よりも短くなる。

　それに何と言っても普段の生活とは同じというわけにもいかなくなる。梅花はどうって事はないと言い張っているが、健児にしてみれば悩ましいところだ。

「まぁ、後で楸先生とも相談してみるか。それに超科学的先輩も参加するとは言ってるし……」

　自由参加の二、三年生だが、超科学的先輩こと岸田粒子も臨海学校には参加すると言っている。現在、梅花が置かれている状況は説明してあるのだが、頼りになるのかならないのか。なにしろその時になってみないと分からないキャラクターである。健児としても、やはり頭を悩ませる相手には間違いない。

「お～～い、健児！　なに一人で黄昏たそがれてるんだよ、行くぜ」

　浩助がまた声を掛けてきた。気が付いてみると、すでに教室には健児だけ。健児は一つ嘆息すると浩助を追いかけた。




「……ん？」

　すでに水着に着替えていた冴が、小首を傾げる。その視線の先には、後から慌てて更衣室に入ってきた梅花とパティ。

「どうしたのよ？」

　ロッカーに水着が入ったバッグを入れ、ブラウスのボタンに手を掛けた梅花は、冴の視線に気付いてそう聞き返す。

「いやぁ、ちょっと……」

　珍しく煮え切らない冴の様子に梅花は手を止め、身体全体を向けると重ねて尋ねた。

「何か変？」

　ちりん。梅花の腰に付けたハンドベルクリンゲルが小さく音を立てた。その瞬間だ。冴は何か確信したように肯いた。

「そうよ、それ！　ちょっと前から何か変だと思っていたのよ!!」

「はい？」

　学校指定のスクール水着で仁王立ちになり、自分の方を指さす冴の姿に、梅花はきょとんとするだけだ。

「梅花、あんたのそのハンドベル。音、変わってない？」

「え……!?」

　冴からの思わぬ指摘に梅花はたじろぐ。

「そうかなあ？」

　冴と一緒に更衣室に来ていたにも拘かかわらず、まだ着替え終えていない優香が小首を傾げてそう言った。

「あ、あのぉ……。実は私もちょっと気になってました。最初、入学式で聞いた時は、とても澄すんだ音だったのが印象に残っていたもので」

　興味を持ったのか、着替え途中の白弓も振り返り声を掛けてきた。ボタンを外はずしかけたブラウスの間から、クラスでも屈くつ指しの豊かなバストラインが見え隠れしている。

「き、気のせいじゃないの？　ほら、このハンドベル。同じようなのが見つかったからって、健児のお父さんに貸してしばらく付けてなかったじゃないの。それで音を忘れちゃったとか」

　そのうち誰か気付くかも知れないと、予あらかじめ健児と話して決めておいた言い訳を披ひ露ろうする梅花だが、冴はそれでも納得してくれないようだ。

「い～～や、それはないわね」

　妙なくらい、冴は自信満々だ。

「私だって子供の頃から、そのハンドベルの音を聞いていたんだもん。今さら、聞き間違えるわけないわよ」

「それなら梅花ちゃんが先に気付くんじゃないの？」

　ぽやっとしているように見える優香だが、思い出したように鋭い指摘をしてきた。

「それは……」

　答えかけた梅花の背後から誰かが囁いた。

「……話を合わせてください、モニカ」

　女の子の声。そして更衣室にいる女子生徒の中で梅花をモニカと呼ぶ事があるのはただ一人。パティだけだ。肩ごしに視線を送ると、パティは眠そうな顔で着替えの最中。何か話しかけてきた様子はないが、そこは常人ならざる能力の持ち主だ。それと気付かれぬよう、声を掛けてくるくらいの芸当はできるだろう。

　梅花はパティのその助言に従う事にした。

「う、うん。実はちょっと前から、何か音が変わったかなとは思っていた」

　ハンドベルの音が変わっていても当然だ。いま梅花が付けているハンドベルは健児が作ったダミー。ハンドベルの音は魄型化した梅花を、強制的に命令受付状態にしてしまう。そんな代しろ物ものを常日頃から身に付けていたら、今の梅花が普通の身体ではない事が速攻でばれてしまう。それは避けなければならない。だからと言って梅花が肌身離さず持っていたハンドベルを急に付けなくなるのも不自然。

　そんなわけで梅花がダミーを身に付け、本物は不用意に音が鳴らないように処置したうえで、健児が預あずかっているという状態なのだ。

「ひょっとして、健児に預けた時にその同じようなものと間違えて受け取ったんじゃないの？」

「それはさすがにないと思うけど……」

　そう答える梅花に、タイミングを見計らっていたパティが好機と見て助け船を出す。

「別のものと入れ替わっていたら、玖く鈴りんさんも気が付くでしょう」

　眠そうな顔をしていながらもパティの着替えは早い。すでに水着に着替え終えていた。

「確か事故で川に落ちたんですよね？　その時も身に付けていたのなら、水に濡ぬれて音が変わってしまったんじゃないですか？」

「あぁ、それもありそうね」

　冴も簡単に納得する。

「私も子供の頃、家に同じようなクリンゲルがあったんですけど、間違えて水に落としてしまってからは、音が変わってしまったような記憶があります」

「同じようなクリンゲル？　喫茶店の話？」

　怪け訝げんな顔の冴にパティは補足する。

「ドイツ語で小さなベルやハンドベルの事です。皐さつきさん。それじゃ私は先にプールに行ってますから」

　そう言うとパティは一つ大欠伸をしながら更衣室を出ていった。

「パティさんの言うとおりかもね。水で濡れて、どこか錆さびたか、泥でも入っちゃったのかも知れないわ」

　川に落ちた直後にハンドベルをダミーと取り替えたわけではない。しかし冴もいつからハンドベルの音が変わったのか確証はないだろう。

　梅花は有り難くパティの話に乗せて貰もらう事にした。そんな事を言いながら、ハンドベルを外してロッカーへ入れる。

「泥が入ったんなら、ちゃんと掃除しておいた方がいいわよ。お母さんの形かた見みなんでしょ？」

「形見というか……。まぁ曾ひいお祖じ父いさんがドイツから持ってきたものらしいから……」

　ブラウスのボタンを外しながら梅花は冴に答えた。

「そんなに古いものなんですか。それならなおさら大切にしないと」

　着替えを終えた白弓もそう言った。

「うん、確かにそうよね」

　もっとも本物は健児の手元にある。しかもそのハンドベルは曾そう祖そ父ふがドイツから持ってきたもの、母の形見という縁ゆかりの他に、その音を聞くと梅花が命令受付状態になってしまうという新たな属性まで付与されてしまったのだ。

　ほんと、大切にしないと困るんだからね。もっとも大切にしなきゃならないのは、あたしじゃなくて健児なんだけど……。

　そんな事を考えながら着替えを続けようとしたその時だ。プールの方から只ならぬ悲鳴が上がった。

「きゃ～～！　誰か、誰かプールに落ちてる!!」

　悲鳴の主ぬしは先にプールに向かっていた女子生徒の誰からしい。

「えっ!?」

　梅花と冴、そして優香たち、更衣室に残っていた女子生徒たちは思わず顔を見合わせた。そしてすぐにプールの方へと駆け出していった。

　まばゆいばかりの陽光に目を側そばめながら、梅花たちはプールサイドに向かった。

「どうしたのよ!?」

　悲鳴を上げたのは一緒に水泳の授業を行うＡ組の女子生徒だ。女子生徒は声を掛けてきた梅花に、プールの水面を指さしながら答えた。

「私がプールサイドに来たら、誰かプールに浮いていて……」

　指さす方へ目をやると、そこには確かに水着姿の女子生徒が一人、プールの水面に浮いていた。目を閉じ仰向けに浮いたその少女は、周囲でこれだけの騒ぎになっていながらもぴくりとも動かない。その長く赤い髪が水面に広がり漂う様は、青い空や白い雲と不思議なコントラストを描えがいている。













「……え？」

　そう、赤い髪だ。梅花や冴たちは、長く赤い髪を見て、即座にその正体に気付いた。

「パティさん！」

　プールの水面に大の字を描いて浮いていたパティは、ようやく目ま蓋ぶたを開いて梅花たちの方へと頭を巡めぐらせた。

「あ、もう授業ですか？」

　案あんの定じよう、プールの水面に浮いたままで寝ていたらしい。しかも更衣室からものの数分としないうちに熟睡しているのだからただ者ではない。

「器用ねえ」

　冴も呆れるばかりだ。

「まったく。パティさん、授業前はプールに入らないようにって言われてるでしょ？」

　ある程度はこの状況を予想していたようだ。梅花はプールサイドに歩み寄り、パティに注意する。

「すいません、でもこちらで寝ている方が涼しいので」

「だから！　プールは寝る場所じゃありません」

　梅花がそう怒鳴ると同時に授業の開始を告げるチャイムが鳴った。




「さて、睡眠も充分にとったので、これからはしゃきっと行動できますよ」

「……それはいいんだけど、今しがた帰りのホームルームが終わったばかりなのよね」

　梅花の言うとおりだ。帰りのホームルーム、そして挨拶も終わり、生徒たちは帰り支じ度たくを始めたり、クラブ、委員会活動の準備、そして掃除当番は掃除を始めていた。

　ちなみにパティの顔から眠そうな表情が消えたのが昼休み。午後の授業からはようやく居眠りをする事がなくなった。

「すいません、まだ時差ボケが治らないもので」

　その割にはパティはさして申し訳なさそうな顔はしていない。

「まぁいいけど。別にあたしが困るわけでもないから」

　そう言う梅花が、机の上で教科書と一緒に揃そろえているのは、夏休み臨海学校のパンフレットだ。

「さっきの話ですが、夏休みに入ってすぐに臨海学校なんですよね」

「ええ、折せつ角かく夏休みに入ったんだから、ちょっとはゆっくりしたいんだけど……」

　パンフレットを通学鞄かばんに入れながらそう答えた梅花に、パティは少し声を潜ひそめて尋ねる。

「それで、臨海学校には参加するんですか？　モニカ」

　パティが梅花をモニカと呼ぶ時は、級友として呼びかけているのではない。『教団』から派遣された『月げつ長ちよう石せきの紅あか』として話しかけているのである。梅花もそれは分かっているつもりだが、それにしてもなぜ臨海学校の事でと首を傾げ、答えかけた時、ようやくその理由に気付いた。

「そりゃ当然……。あ、あの件ね」

　臨海学校となると健児と一緒にいられる時間も短くなる。それに何と言っても高校に入って初めて体験するイベントだ。何が起きるか予想できない。

「確かに命令受付状態になっちゃうと困るし……」

「あのさ、梅花。それにパティさん」

　頭を抱える梅花に背後から健児が声を掛けてきた。

「もう、健児！　なにのんびりしてるのよ、夏休みに入ったら臨海学校なのよ！　対策考えておかないと!!」

　振り返りざま健児に向かってそうまくし立てる梅花に、クラス全体から呆あつ気けにとられたような視線が集中する。それもそのはずだ。なにしろついさっき終わった帰りのホームルームで、担任教師からも臨海学校の説明があったばかりなのである。

「あ……」

　少し顔を赤らめて梅花は椅い子すに座り直す。そして声を潜めて健児に言い直した。

「……それでどうするのよ！　臨海学校に参加しないってわけにもいかないでしょう!?」

「あ～～、それでさ。実は今晩、その事を相談しようと思って、楸先生や超科学的先輩にも話を付けておいたんだ」

「楸先生はともかく、岸田さんもですか」

　岸田粒子の通り名を耳にしてパティは少し渋い顔をする。お互いの性格を考えると分からないでもないが、どうやらパティは岸田粒子が苦手らしいのだ。もっとも粒子の能力はパティなりに評価はしているらしい。粒子を仲間に入れる事については特に反対する事はなかった。

「なんだ、ちゃんと考えていたんじゃないの」

「当たり前だろう。だって、ほら。ええっと、今の梅花には、俺がついてないと駄目だし……」

「な……!?」

　当たり前の事とはいえ、正面切ってそう言われると、気恥ずかしさや困惑で梅花の意識は沸ふつ騰とうしてしまう。

「べ、べ、別にそんな事はないわよ！　あんたなんていなくても問題ないんだから!!」

　反射的にそう言ってしまう梅花に、端はたで見ていたパティは思わず嘆息した。

「よぉ、何の話だよ？」

　今ひとつ健児と梅花の話が見えないのか、浩助がいきなり首を突っ込んできた。

「いや、ちょっとな。ええと、ほら……。臨海学校に行ったら、海でも泳ぐからどうしようかと……」

　さしたる深い考えもなしにそう釈しやく明めいする健児に、浩助はなるほどとばかりに首しゆ肯こうしてみせた。

「そうか、そうだよなあ。梅花ちゃんは川に落ちて死にかけたばっかりだもんな」

　浩助の方もさして深い考えなしにそう言ったのは間違いない。しかしそこから妙な具合に話が転がっていってしまったのだ。

「でも、プールじゃ何ともなかったじゃないの？」

　興味を持ったのか冴も首を突っ込んできた。こうなると梅花も話を合わせざるを得ない。

「うん、まぁ……。でもほら、プールと海は違うでしょ。それで何か対策を立てておいた方がいいかなって」

「先生にも相談してみたらいかがでしょうか？」

　心配げな顔で白弓もそう言ってきた。

「一応、楸先生には相談してあるんだけど。あとでまた話してみるわ」

「じゃあさ、みんなでマリンランド行って練習しようよ。あそこ、波のプールが改装したんでしょ？」

　そう言ったのは優香だ。マリンランドというのは二つ先の駅前にあるレジャープール。正式には『殻間マリンランドプール』と言う。関東近県ではそれなりに知られた観光施設で、殻間市民にとっても気軽に泳ぎに行ける場所だ。

「あんたさぁ、自分が練習がてら遊びに行きたいだけなんじゃないの？」

「えへへへ、分かる？　でもさ、この前、新聞屋さんから割引券貰ったんだよ。一二枚も！　一人一枚だからこれならみんな行けるでしょ？」

「一二枚か！　そりゃ大盤振る舞いだな」

「うん、弟が友達と行くからって三枚あげちゃったけど、まだ九枚も残ってるんだ」

「いやいや、それだけあれば充分でしょ。さぁて、そうなると……」

　そう言いながら浩助の視線が巡る。健児、梅花、白弓、パティ、冴、優香。そして最後に自分自身の胸をちょんと指で突いた。

「よし、まずは七人だな」

「付いてくるつもり？」

「もちろん！」

　間かん髪はつを入れずに突っ込む冴に、これまた間髪を入れずに浩助が答える。呆気にとられてそのやり取りを見ていた健児と梅花だが、ようやく我に返ったようだ。

「ちょ、ちょっと待てよ。なんでそういう話になるんだ？」

「だって対策を考えるんだろう？」

　浩助にそう言われて健児も返す言葉がない。

「波のプールで練習した方が、海に慣れると思うよ」

「そ、それはまぁそうかも知れないけど……」

　深く考えず適当な言い訳で誤ご魔ま化かそうとしたのは梅花も同じだ。優香にそう言われても肯くしかなかった。

「それじゃ、今度の日曜日ね。パティさんは場所、分からないだろうから、殻間駅の改札前に集合。十二時なら起きられるわよね。パティさん？」

　一方的に冴からそう言われたパティは、珍しく当とう惑わくした表情を浮かべた。

「え、私もですか？」

　自分も浩助の言う七人の中に入っているとは、今の今まで考えもしなかったようだ。

「当たり前じゃないの。それとも何か用事入ってるの？」

「ええと、実は……」

　パティが断ろうとしていると察さつしたようだ。梅花はパティがありもしない用事を口にする前に言った。

「それじゃあたしたちも今度の日曜日にね。いいわね、健児？」

　監視対象の梅花が行くのでは、パティとしても断るわけにもいかない。パティは悟さとられぬよう少し嘆息して冴に向かって答えた。

「いえ、特に今度の日曜ではないと駄目というわけではありませんから。宜よろしければご同行させていただきます」

「やった！　パティさんのプライベート水着!!」

　パティのその返答に早速、浩助が色めき立つ。

「そうだ、梅花ちゃんに蘇す芳おうさん。妹さんたち連れてきなよ～。まだチケット余っているんだから」

「愛まな花かも？」

　正確に言うと愛花は梅花の従い姉と妹こ。妹ではない。しかし愛花が梅花を『お姉ちゃん』と呼んでいる事もあり、親しい友人たちの間でも妹同然に思われているのだ。

「うん、蘇芳さんも白さ矢やちゃん連れてきてね。それでちょうど九枚だし」

「そんな、悪いです」

「いいのいいの、みんな一緒の方が楽しいから」

　にっこり笑いながらそう言う優香に、梅花と白弓は顔を見合わせる。

「まあ割引チケットくれるって本人がそう言っているんだから構わないんじゃないの？　愛花ちゃんや白矢ちゃんが忙しいって言うんならともかくさ」

　健児がそう言うと梅花と白弓はようやく納得したようだ。

「そうね、まあ一人にしておくのも可か哀わい想そうだし」

「そういう事でしたら、白矢と一緒にお言葉に甘えさせていただきます」

　梅花に続いて白弓も優香へ笑みを返しながらそう言った。
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「なるほど、確かにこれは貴重な品ですね」

　テーブルの上に並べられたそれらの品々を見けん分ぶんしながら『金こん剛ごう石せきの白しろ』はそう言った。

「はい。『月げつ長ちよう石せきの紅あか』からの報告を元に、改めて関係各機関の資料を精査してみたところ、今まで意味不明もしくは他の研究と関連付けられていたものが、クリューガー博士と関係あると判断されたのです」

『金剛石の白』に説明するのは『教きよう団だん』で各種資料の整理、管理を担当している初老の男性。

　ここはヨーロッパのとある小都市にある私立大学の図書館。その地下に隠された『教団』の資料室だ。もともとこの大学の創設者が『教団』に近しい人物であった為ため、この場所を占せん有ゆうする事ができている。ヨーロッパを中心に、『教団』は同様の施設をいくつか持っていた。

　オーク材の古い机に乗った一枚の金属円盤を、『金剛石の白』は細い指先で摘つまみ上げる。見た目は古いアナログレコード、ＳＰ盤程の大きさ。しかしそれは銅を思わせる金属でできていた。その表面にはアールデコ風に美女がレリーフされている。

「確かに言われてみなければ、これが電気ゾンビに生命力を与える『魄はく力りき盤ばん』とは思えないですね」

『金剛石の白』の言うとおりだ。この金属盤はクリューガー博士親子が、日本に逃亡する際、当時のドイツに置いていった魄力盤なのである。他にも魄はく力りき車しやの部品や設計図と思われる古い紙束が無む造ぞう作さに置かれている。

　これらは『月長石の紅』ことパティの報告を元に『教団』が探し出してきたものだ。

「その『魄力盤』はウィーンの骨董市で販売されていたのを二〇年ほど前に購入したものです。珍ちん奇きな工芸品として売られていたようです。クリューガー博士の資料の中に同じものがなければ、我々も見逃してしまったでしょうな」

　それでも『教団』はこの円盤の正体に気付く事はなかったのだ。

「そしてこちらがキ術じゆつに関する文献ですね」

「はい、しかし我々にはこの文字を解読する術がありません。また解読したところで古い日本語で記述されている可能性が高いので、今度はそちらの専門家の助力も必要になります」

　その説明を聞きながら『金剛石の白』は、古い紙の束を捲めくっていった。そこに書かれている文字は西洋のものではないし、また東洋のものでもない。南北アメリカやオセアニア、そしてアフリカの各種文字とも違う。

　インクを塗ぬった鳥の羽を紙の上になでつけたような筆跡は、彼らの知るどんな文字とも異なるものだ。

「日本語をはじめ、アジアの言語にも詳しいさる考古学者が五〇年掛けて解読を試みたそうですが、まったく糸口が摑つかめないそうです。一般的な単語が使用されてないのではないか、つまり何か専門的な内容ではないかと推測しておりました」

「すると『魄はく型がた』、電気ゾンビに関する内容とも解釈できますね」

　そう言う『金剛石の白』に資料の管理を担当している男は肯うなずいた。

「そうです。しかし歯がゆい事に、我々には何が書かれているかさっぱりです」

「分かりました」

『金剛石の白』はそう言うと、資料室の入り口近くに控えていた『教団』幹部『アメジストの紫むらさき』へと頭を巡めぐらせた。

「この資料、できる限りに忠実なコピーを作成したうえで、日本の茂も狩がり健けん児じの元へ送りましょう」

　その言葉に『アメジストの紫』は肝きもを潰つぶしたようだ。『教団』のユニフォームであるローブの下からすっ頓とん狂きような声を上げた。

「本気ですか、『金剛石の白』!?　せっかく見つけた電気ゾンビの資料をわざわざ日本に送るなど……」

「我々の手元に置いていても、これらは使いこなせませんし、また資料も解読できないでしょう。いまこれらの資料をもっとも有益に使えるのは、茂狩主税ちからのひ孫である茂狩健児です。ならば選択の余地はないでしょう」

「は、はぁ……」

　現在、『教団』の最高責任者である『金剛石の白』にそう言われては、『アメジストの紫』も引き下がらざるを得ない。それでも『アメジストの紫』はひと言、付け加えるのを忘れなかった。

「しかし先せん達だつてもお話ししたように、茂狩健児とモニカ・クリューガーは何者かに監視されている可能性があります。うかつにこれらの資料を送れば、その連中に奪だつ取しゆされる可能性も考えられます」

「それについては私も考こう慮りよしています」

『金剛石の白』はフードの下で静かに笑った。

「『教団』の者を向かわせましょう。人選については私自身が行います」




「なんだと！」

　その話を聞くや超ちよう科か学がく的てき先輩こと岸きし田だ粒たま子こは激昂した。

「今度の日曜日は親父殿のアシスタントで都心の大学に行く予定なのだ！　プールに行くなら土曜日か、夏休みに入ってすぐにしろ！」

　命令形である。健児から今度の日曜日にみんなと一緒にマリンランドに行くと聞いた途と端たんこれなのだ。

「だから別に超科学的先輩は誘ってないでしょう」

　うんざりしたように健児は言った。

「誘われたから行くのではない！　可か愛わいい後輩を温かく見守る為に行くのだ！　それに新調した波は動どう関かん数すう水着も披ひ露ろうしたいしな。いや、待てよ。去年の夏にやる機会がなかった海あ女まさんのコスプレの方がいいだろうか。ううむ、これは悩ましい」

「勝手に悩んでいてください」

　パティは呆あきれたようにそう言うと、改めて健児の方へ向き直った。

「それで茂狩健児。モニカに魄力をチャージしなければいけない基準が分かったそうですね」

「うん、今日相談した事はそれなんだ。臨海学校の事にも関係してくるし」

「臨海学校にも？」

　梅もい花かがその言葉に興味を示す。今日も実み山やまの地下にある実験施設では、健児を中心にパティ、粒子、楸ひさぎ真ま実さね、そして梅花で打ち合わせの最中。鈍にぶい健児でもこの打ち合わせの最中、いつも梅花の機嫌が悪い事には気付いていたが、さすがと言うべきか、未いまだにその理由には思い至らないようだ。

「魄力と臨海学校にどういう関係があるのよ？　あたしが命令受付状態にならないように注意するだけじゃ駄目なの？」

　普段は不機嫌そうな顔をして健児と真実、パティ、そして粒子のやり取りを聞いているだけの梅花だが、やはり臨海学校の事となると気になるらしい。

「うん、まぁ順を追って説明するよ」

「なによ、勿もつ体たいぶっちゃって」

　頰ほおを膨ふくらませる梅花に真実は笑う。

「気持ちは分かるが、荒あら城きくんの言うとおりだ。まずは順を追って説明して貰もらわないとな」

　梅花は相変わらず機嫌が悪そうだが、それ以上は何も言わなかった。その様子に健児はほっとして改めて説明を始めた。

「命令受付状態もそうだけど、より注意しなきゃならないのが魄力の事なんだ」

　魄型化した梅花には、定期的に魄力の充じゆう嗔てんを行う必要がある。それは最初から分かっていた。しかし今までその『定期的』がどの程度の頻ひん度どなのか、またどういう時に行うべきなのかが分かっていなかったのだ。

　実山地下の実験施設にある資料をひっくり返して健児が調べたところ、ようやくその基準が分かってきたのだ。

「こうやって十数メートルの範囲にいるのなら、俺から自然に梅花の方へ魄力が充嗔されるようです。つまり問題は俺と梅花の距離が離れた場合」

「ちょっと待った。その時、間に何か障害物があっても魄力とやらは伝わるのか？」

　いかにもな超科学的先輩の質問に健児は答えた。

「はい。鉄筋コンクリート、材木、土、水。曾ひい祖じ父いさんたちは魄力の伝達を阻そ害がいする物質は発見できなかったようです」

「ううむ、到達距離を考えると、それはおかしいな。急激にエネルギーを失うとしても中途半端な距離だ」

　首を傾かしげる粒子に構わず健児は説明を続けた。

「なにしろ実証実験ができなかったので曾祖父さんたちもはっきりした事は分かってなかったようですが、おおよそ六時間から八時間程度、魄力の供給源から魄型が離れて行動したら、その時点で魄力車からの供給を行わなければならないようです」

「六時間から八時間か。夜の自由時間ぎりぎりまで一緒にいるとして、翌朝の朝食時にまた近づけるなら大丈夫か……。しかしその後、すぐに午前中のカリキュラムに入ると、接近していられる時間は一時間あるかないかだな」

　そう言う真実にパティも肯く。

「宿舎の構造も気になりますね。男子と女子が泊まる棟は別なのでしょう？」

　臨海学校のパンフレットにはそうあった。

「きちんとした距離は分からんが、さすがに私の権限だけで理由もなく部屋替えはできないからなあ」

「……え？　つまりあたしと健児は、長時間離れて行動できないって事？」

　今さらながら梅花は事の重大さに気付く。

「なあに頭を悩ませる事はないだろう。健ちゃんか玖く鈴りんちゃんが、部屋を抜け出して一緒にいればいいんじゃないのか？」

　粒子のその言葉に健児と梅花は一緒に頰を染そめる。そして梅花は思わず声を荒げた。

「そんな事、できるわけないじゃないですか！」

「なんで？」

　心底不思議そうな顔でそう尋たずねる粒子に梅花は顔を真っ赤にしたままで答える。

「だって、ほら……。見つかったら恥ずかしいし……」

「ほぉ……」

　そんな梅花の態度に粒子はにやりと意味深な笑みを浮かべる。

「なにを想像したのかなあ、玖鈴ちゃんは。今回の臨海学校には私も参加するのだ！　なんだったら私の部屋に二人をかくまってやる事も可能だぞ！　それに楸先生だっているんだしな」

「そうですね。別に二人きりにするとは誰も言ってません」

　珍しくパティが粒子の話に乗ってくる。

「もう、パティさんまで！　別にそういう事を想像したんじゃないんだから。ねえ、健児!!」

「あ、あぁ……」

　やにわに水を向けられた健児は曖あい昧まいに肯く事しかできなかった。

「それはともかく荒城くん。他にも魄力充嗔の条件はあるのか？」

「あ、はい。あと一つ、分かった事があります」

　真実の助け船に安あん堵どしながら、健児は一つ咳せき払ばらいをしてから続けた。

「もう一つの条件。それは梅花が無理な行動をとったり、あるいは身体に重大なダメージを受けた場合です」

「無理な行動って？」

　自分の事だ。すぐに梅花は問い返す。

「ええと、要するに肉体に大きな負担がかかった場合だな。……そうだな、なんて言うか、例えば怪け我がをするとか」

　今ひとつ健児の説明は回りくどい。梅花もきょとんとした顔をするだけだ。健児の胸中を察さつしたパティが直接的な説明をする。

「普通の人間では耐えきれないような、重大な肉体の損そん傷しよう、もしくは肉体が損傷するような無理な運動をした場合というわけですか」

　それでも梅花には今ひとつピンと来ないようだ。パティの方へ頭を向けて小首を傾げている。そんな梅花にパティは一つため息をつくと言った。

「この前、私がモニカの頸けい動どう脈みやくを切断した時には、魄力の充嗔は必要なかったようですが、あれ以上の大きな損傷があった場合という事ですか」

　さすがにそこまで言われては梅花も平然としてはいられない。上がりかけた悲鳴を飲み込み、強こわ張ばった表情で口元を押さえるだけだ。

「ちょっと、そんな言い方は……」

　当とう惑わくする健児に、パティは冷徹に続けた。

「どんな言い方をするにせよ、シンプルで分かりやすいのが一番です。それ以上となると、簡単に試すわけにもいきませんけど。しかし損傷ばかりが肉体にかかる負担とは限りませんが、例えば栄養や酸素の不足、長時間の運動でも必要になるんですか？」

「あぁ、そういう事になると思う」

　パティに気押しされるように健児は答えた。しかしこんな時でも粒子はまったく物怖じしないようだ。

「いやぁ～～、あんたえげつない事いうねえ、パティちゃん」

　相変わらずののりである。

「仕事ですから」

「『教団』だっけ？　いずれそっちの話も聞いてみたいもんだけど」

「教えるつもりはありません」

　にべもなくパティは言い返した。

　二人の間に微妙な空気が流れるのを察したのだろう。真実が口を開く。

「まぁ二人ともその辺にしたらどうだ。私もこれ以上、ややこしい事にはしたくないんだ。さて、それで荒城くん。念の為、魄力車と魄力盤は持っていった方がいいな」

「え～～!?　せっかくの臨海学校なのにぃ」

　真実の言葉に不服そうな声を上げたのは梅花であった。

「こればっかりはどうにもならんからなあ。まあ一刻も早く、君を元の身体に戻せるよう、私たちも協力するよ」

「それは、まぁ……。そうしてくれるとうれしいんだけど……」

　そう言う真実に梅花は戸と惑まどいがちに視線を巡らせる。その先にいるのは健児。

「……あ、それはもう俺も絶対に梅花を元に戻すから！」

　梅花の視線に気付いた健児は慌ててそう言った。

「それは当たり前よ！　まったく頼りにならないんだから……！」

　そんな二人のやりとりに、パティは少し嘆たん息そくすると腕時計に目を落とす。

「そろそろ時間なので、私はお暇いとましたいのですが」

「あぁ、そうか。もうそんな時間か」

　真実も自分の腕時計を確認する。時刻はすでに午後九時を回っていた。もっともホテル住まいのパティに門限があるわけでもない。

　パティには一日最後の日課があるのだ。

「臨海学校の件については、私の方でもやれるだけの事はやっておこう。岸田さんにも何か頼む事があるかも知れん。頭には入れておいてくれ」

「はははは！　この超科学的先輩に任まかせてくれたまえ！」

　軽く請け合う粒子にパティのみならず、健児や梅花も一いち抹まつの不安を隠しきれない。

「それとモーントシュタイン」

　真実がパティを苗みよう字じで呼び捨てにするのは、彼女を『教団』の人間として扱う時だ。

「この前の坊ぼう主ずたちが、まだこの周辺をうろうろしている。手を出すなよ。私たちはもちろん、お前たちだってあの連中とは事を構えたくはないだろう。それにまだ髪かみ長なが宗しゆうの目的も分からないんだ」

「それくらいは承知してます」

　そう答えるとパティは薄く笑った。

　学校の帰りに自宅としているホテルに寄ってきたパティは、くるぶしまである漆しつ黒こくのマントという出で立ち。それは転校してきた直後、魄型化した梅花を襲おそったのと同じ格好だが、その時とは一つ違う事がある。

「では失礼します。今晩の警戒任務がありますので」

　漆黒のマントをなびかせてパティは外への出口に繋つながるドアへと向かう。マントの下から覗のぞくのは、パティの髪のような深しん紅くのボディスーツ。身体にぴったりとフィットしたそれは、健全な男子高校生である健児にとってはいささか刺激の強すぎるデザインだ。そして梅花にとっても別の意味で刺激が強すぎた。

「そんなにじろじろ見ないの!!　鼻の下も伸ばすな！」

　そんな無茶を言う。もっとも健児は梅花が言うほど凝ぎよう視ししていたわけでもない。むしろ目のやり場に困っていたくらいだ。

「いやいや、青春だねえ」

　自分も高校生だというのに、粒子は妙に所しよ帯たいじみた口調でそう言った。




「ふむ、面めん妖ような……」

　かつて蘇す芳おう神社があった辺あたり。実山の中ちゆう腹ふくを見上げながら髪かみ長なが弾だん指しはつぶやいた。

「なにか気が付きましたか？」

「拙せつ僧そうにはさっぱり」

　算さん念ねん、与よ念ねんも弾指が視線を巡らせた辺りに目をやるが、特に何も見えないし、気け配はいも感じない。

「いや、大した事ではない。ちょっと面白いものを見つけただけだ」

　そう言うと弾指は笠かさを被かぶりなおした。

「しかし弾指殿。我々はいつまでこうして蘇芳家の監視を続けておればいいのですか？」

「そうです。これではまるでストーカーではありませんか」

　算念と与念が愚ぐ痴ちるのも無理はない。弾指と二人の僧は、未だに蘇芳白さ弓ゆみの監視を続けている。今晩も蘇芳家が見える駐車場の暗がりで待機しているのだ。かつては神しん職しよくだったとはいえ、今の蘇芳家は一般家庭。白弓の父も平凡な会社員で、住んでいる所もよくある一いつ戸こ建だて住宅に過ぎない。

　そこをいつまでも監視しているわけにもいかない。このままでは遅かれ早かれ見つかってしまうだろう。

「ううむ、確かにいつまでもこのままでは埒らちが明あかぬな。近いうちに父上に相談してみるとしよう。だが……」

　まといつく蚊を追い払いながら弾指は再び実山を見上げた。

「もっとも、近いうちに何か起きるかも知れぬがな……」




　実山を覆おおう雑ぞう木き林ばやしの梢こずえを赤と黒の影が跳とぶ。

『月長石の紅』ことパティ・モーントシュタインだ。

　パティの一日で最後の仕事。それが実山とその周辺、そして殻から間ま市の見回りなのである。

　梅花が魄型化する切っ掛けとなった橋の事故。あの事故が仕組まれたものであるのは間違いない。その犯人は未だに見つかっていない。手て懸がかりすらないのだ。

　犯人が魄型とキ術の存在、そして健児が独自にその研究を行っている事を知り、敢あえて仕掛けてきたとするならば、再び接触してくる危険がある。

『教団』の目的は『祝福されざる生命』をあるべき姿へ戻す事。犯人たちが魄型の技術を狙っているのならば、その企たくらみは阻そ止ししなければならない。

　パティは一ひと際きわ高い木の梢に立ち、周囲を見回す。木々の間を通して殻間市内の街明かりが見て取れる。

　ふと誰かに見られている感覚に襲われた。しかし敵意や殺気の類たぐいは感じない。

　あの仏教僧か……。

　さしたる根拠はないがパティはそう感じていた。こちらの手の内は見せていないが、髪長弾指と名乗ったあの若い僧侶に、パティは何か自分と同じものがあるように思えていたのだ。

　まぁいいでしょう。

　そう考えて再びパティは闇を跳ぶ。

　橋の事件の犯人は見つからない。あの僧侶も今の段階では自分たちに悪意を向けてくる事もなさそうだ。

　しかし問題は……。

　背の低い木々の枝に摑まり、パティは実山の周囲を巡る道路脇の藪やぶへと降り立つ。

　どうにもここ最近、妙な気配を感じるのだ。

　それも実山と殻間高校周辺。

　先程の僧侶とは別に、何者から監視されているような気がするのだ。

　もともと人通りの少ない道路だ。街路灯も少ない。この道路を進むと殻間高校の前に出る。

　その時だ。パティの視界の隅で何かが動いた。反射的に身構えるパティの目の前で、木々の間から射し込む月の光にそれが映はえる。

　黄金の輝き。

　闇の中には似つかわしくない、黄金の輝きにさしものパティも一瞬、目を奪われそして躊ちゆう躇ちよした。

　黄金に輝くそれは人の髪のように見えたからだ。それも自分よりも小柄な少女の髪のようにだ。

　一瞬の輝きを残してそれは消えてしまった。

　錯覚だろうか。いや、違う。パティはかすかにだが、草を踏みしめる人の足音を聞いていた。その足音もまた小柄な少女か少年のように思えた。

　しかしもう足音はしない。足音がしたのは数メートル先の藪。そこから逃げたとすれば、どちらへ向かっても足音を聞き逃すはずがない。しかし足音そのものが数歩進んだところで途切れてしまったのだ。

　そういえば……。

　パティは健児の話を思い出した。実山には健児が使っている研究施設以外にも、正体不明の洞どう窟くつや建物が散在しているらしいのだ。

　健児や自分も知らない抜け道があるのだろうか。それとも今の足音の主ぬしが、パティのように超人的な運動能力を持っており、一瞬で木々の間を縫ぬって安全圏へ脱出したのだろうか。あるいはその両方という事も充分に考えられる。

　敵意や殺気が感じられないのは弾指の時と同じ。今も仕掛けようとすれば、幾らでも仕掛ける事ができたはずだ。

「まぁ夏休みも退屈しないですみそうですね」

　パティは闇の中からまだ自分を見つめているかもしれない存在に向かってそう語りかけ、そして深夜の警戒任務に戻った。
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「坊ぼう主ず　ｉｎ　Ｓｕｍｍｅｒ!!」

　早い学校ではすでに夏休みに入っている。休日という事もあり、正午を回ったマリンランドはすでに涼りようを求めてやってきた客で一杯だ。

　水着姿の客の中で一ひと際きわ目立つその姿。

　お坊さんである。それも錫しやく杖じようを手にした雲うん水すい姿なのである。

　もしも『夏のレジャープールで目立つ格好コンテスト』なるものがあったら、重装備の冬山登山姿や、らくだのキャラバン隊と並んで、トップを争うのは間違いないと断言できる出で立ちである。

「いや、それにしても暑いな。算さん念ねん、与よ念ねん」

　青一色の天を指さして雄お叫たけびを上げた髪かみ長なが弾だん指しは、周囲からの好こう奇きの視線にも平然として、同行の雲水二人に声を掛けた。

「はぁ、まぁ……。しかし弾指殿」

「暑いからプールというのは分かりますが」

　お供の二人はさすがに弾指ほど悟さとりに近づいてはいないようだ。周囲の目が気になると見えて、落ち着かない様子である。

「なに、気に病やむ事はない。お坊さんとて夏は涼を求める。御み仏ほとけもそれくらいは許してくれるはずだ」

　もっともこの気構えを悟りと言うにはいささか問題があるのも事実であろう。

「さて、それでは我々も衆しゆ生じようと共に水と戯たわむれようではないか」

　そんな事を言いながら弾指は呆あつ気けにとられる客の間をプールへと向かう。

「お坊さん、お坊さん！」

　そんな弾指に慌ててプールの係員が駆け寄ってきた。

「あの、何の御用ですか？」

　係員がそう聞きたくなるのも分からないではない。弾指は笠かさを少し上げて平然として係員に向かって答えた。

「見て分からぬか？」

「ええと、まだお盆ぼんには早いと思いますが……。いえ、そういう問題じゃなくて。ここはプールですから、洋服のままでは……」

「何を言う、これは袈け裟さだ」

「袈裟でも洋服でも同じです。ここはプールなんですから、入場される場合は、水着に着替えていただきませんと」

「なに、別に泳ぐわけではない。ただ水と戯れるだけだ」

　レジャープールで水と戯れる雲水。想像しようにもなかなかハードルの高い光景である。

「いえ、規則ですから」

　困り顔の係員に算念、与念の方が先に申し訳ないと思ったようだ。

「弾指殿、係の方に迷惑をかけるのは、やはり御仏も許されないのではないでしょうか」

「拙せつ僧そうもそう思います。やはりここは郷に入らずんば郷に従えと言う事で」

「ううむ、言われてみれば確かにこの格好ではちと暑いか」

　弾指が気にしたのはそちらの方だ。

「ふむ、算念、与念の言う事ももっともだ。拙僧も久々のプールという事で、いささかはしゃぎすぎておったようだな。よろしい、それでは水着に着替えるとしよう。うむ、『坊主が水着に着替えたら』だな。それだと何だか分からなくなるがな。わはははは」

　何がおかしいのか、一人呵か々か大たい笑しようしながら、弾指は更衣室の方へ戻っていった。

「それでは拙僧共も着替えて参ります」

「はあ、それではよろしくお願いいたします」

　係員はそう言って弾指たちを送り出したが、途中ではたと気付いて慌てて付け加えた。

「あのお坊さん！　うちのプールは褌ふんどしは厳禁なので、その点はよろしくお願いいたします!!」

「ええい！　ナウなヤングのお坊さんがプールで褌など穿はくものか！　ちゃんと海パンを購入する!!」

　妙なところで拘こだわりを見せる弾指であった。




「見たか、あのような輩やからが徘はい徊かいしてるのだ。殻から間ま市内で受け渡しをするのは危険だ」

　生なま欠伸あくびを嚙かみ殺しながら言っている割には、その言葉尻は厳しい。

「今の仏教僧ですか。危険ならば実力で排除するという手もありますが……」

　そう言うのは派手なシャツを水着の上に羽は織おった若い男性。横には彼女らしい同年代の女性を連れている。二人は互いに笑い合い、何か話していたようだが、その相手がよもや背後にいる少女だとは誰も思わないだろう。互いに顔を向けていないと、傍はた目めには会話をしているようには見えないものだ。

「今の仏教僧は例に挙あげただけだ。あいつらの目的は分からん。それ以外にも妙な気け配はいがする。モニカ・クリンゲルの事故も犯人が見つかってない。市内で重要物の受け渡しは危険だ」

　そう言って大欠伸をするのはパティ・モーントシュタイン。目にも鮮やかな深しん紅くに染そめ抜かれたワンピースの水着を身につけている。

　肩にタオルを掛け、手すりに寄りかかり波の出るプールの方を眠そうな顔で眺ながめているところを見ると、ただ泳ぎ疲れて休んでいるだけにしか思えない。

「受け渡しの時、手荒な手段に出る輩もいるかもしれない。市内でそれをやられて被害が出たら最悪だ。本部にも連絡したように、来週は殻間市を離れる事になる。受け渡しはその前後にするか、あるいは……」

「あーそれだけどさぁ！」

　男と一緒にいた若い女がやにわに声を上げる。そして少し声量を落として言った。

「臨海学校という事ですが、行き先の海水浴場近くに『教きよう団だん』が確保している施設があります。そこで受け渡しはどうかというのが本部の意向ですが。いかがでしょう『月げつ長ちよう石せきの紅あか』？」

「臨海学校で……？」

　パティは大欠伸をしてから手にしたペットボトルのスポーツドリンクを一口呷あおる。

「あまり学校の人間は巻き込みたくないが……。悪くない。その線で調整してくれ」

「おぉいいじゃん。それ！　それでいこうぜ」

　若い男は彼女に話している風を装よそおいそう言うと、また声を潜ひそめて付け加える。

「承知いたしました。すでに輸送係は本部を立っていますので、今日中にも連絡があると思いますので」

「承知した」

　そう答えパティはペットボトルに残ったスポーツドリンクを飲み干す。

「じゃ行こうか」

「しゃあねえなぁ」

　アベックを装った『教団』の工作員二人は、そう言いながらパティの側を離れていった。

「あー、パティさん。こんな所にいた」

　突然、背後から声が響ひびく。振り返るとそこには優ゆう香かの姿がある。すぐ後ろから健けん児じや梅もい花かたちも歩み寄ってくるところだ。

「パティさん、そろそろ三時だから軽くお茶でもしようかって話になってんですけど、どうっすか？」

　優香の後ろから顔を出した浩こう助すけがそう声を掛けてきた。

「そうですね。それじゃご一緒させていただきます」




「それにしてもさぁ……」

　みんなで軽食を終えて、もう一泳ぎとプールに戻ったところだ。プールサイドに寄りかかった冴さえはまじまじとそちらを見ながら、しみじみとそして感かん慨がい深ぶかげに言った。

「前から随ずい分ぶんとご立派なものを持ってると思ったけど、こうして見るとかなりの迫力よねえ」

「……え？」

　言われた相手は白さ弓ゆみである。冴の視線の先は、白いビキニに隠された白弓の豊かなバストへ向けられていた。

「ちょ、ちょっといきなり何を言い出すんですか。皐さつきさん！」

　健児と浩助は飲み物を買いに行かせたところ。冴も一応、女性陣だけになったところを見み計はからってそう言い出したのである。

「姉貴は無駄に乳ちちばっかデカいからなあ」

「もう白さ矢やちゃんまで何を言うのよ」

　いきなりそう言われて余計に意識したのか、白弓は顔を真っ赤にすると、胸を押さえて水の中にしゃがみ込んでしまう。そんな白弓に冴はにんまりと笑いながら言う。

「それにその大だい胆たんなビキニ。やっぱり相当、自信がないとそんなのは着けられないわよねえ」

　冴の言うように、今日の白弓の水着はかなり大胆なビキニスタイル。トップもアンダーもかなり布地が薄く、白弓の大人しい性格からするといささか意外と言っても良いほどだ。

「だ、だって……。サイズが合う水着で可か愛わいいのがなかったんだもん。急な話だったから、ゆっくり探している時間もなかったし。去年の水着も……、そのちっちゃくなっちゃったし……」

　白弓は真っ赤な顔のままそう言い、視線を横にいる梅花とパティに向けた。

「玖く鈴りんさんやパティさんみたくスタイル良ければ、水着も可愛いのとかも色々あるから、選ぶ楽しみもあるんだろうけど」

　そう言われた梅花の水着はピンクのビキニ。左胸に小さなハンドベルのワンポイントがあしらわれた可愛いものだ。

「そ、そうかなぁ。このハンドベルのデザインが気に入ったんだけど、ちょっと子供ぽかったなって思うんだけど。急に愛まな花かから水着を買いに行こうと言われたもんだから……」

「もう、お姉ちゃんはすぐに私のせいにする」

　そう言って愛花が口を尖とがらせてみせる。その愛花の水着はひまわり色をしたストラップレスのワンピース。

「しかしまぁあれよね。妹ちゃんズは、お姉ちゃんたちと比べるとまだまだねえ。白矢ちゃんなんて、トップ無くても問題ないんじゃあないの？」

　冴はにんまりと笑いながら、マリンブルーをしたタンキニを着ている白矢に目をやる。ちなみにそう言う冴自身は、グリーンボーダーのバンドゥトップのセパレート。













　そんな冴に白矢はむっとして言い返す。

「あんただって人の事は言えないじゃん。それに私はこれから成長するんだよ。姉貴みたいに」

「蘇す芳おうさんて中学生の頃から、もっとでかかったんじゃないの」

「もう、その話は止やめてください」

　冴にそう言われた白弓は真っ赤な顔をしてプールに顔まで沈めてぶくぶくさせている。

「でもあれだよねえ。梅花ちゃんもパティさんも外国人なのに、蘇芳さんほどおっぱい大きくないんだね」

　派手な花柄プリントのワンピースを着た優香が、梅花、パティと水の中の白弓を交互に見ながら、そんな鋭い事を言い出す。

　白弓は口元までプールに浸つかり、水をぶくぶくさせて抗議するが、優香自身は話題を逸そらせたつもりなのだから、その意い図となど察さつするはずもない。

「外国人って、優香。あたしは日本人よ。お祖じ父いさんがドイツ人というだけで、自慢じゃないんだけど、あたし自身一度も外国に行った事ないんだから」

　呆あきれた梅花が妙な反論をする。

「私も両親とも日系人ですから。それに白人だからといってみんなプロポーションがいいとは限りませんよ」

「へえ、そうなんだ。良かったねえ、冴ちゃん、白矢ちゃん」

「……ちょっと待って、優香。何がどうして、良かったねえになるのよ」

「そ、そうだ！　ちっとも良くないぞ！」

　冴と白矢は思わず声を合わせて反論してしまう。

「でもあれだよね。お姉ちゃん、去年までは毎年水着のサイズ大きくなっていたのに。今年はそんなに変わらなかったよね」

「……え？」

　何気ない愛花の言葉に梅花は少々狼ろう狽ばいする。

「おやぁ～～、これは早くも打ち止めですかあ？　まあそこまで成長すれば、文もん句くも言えませんか」

「え～～と、まぁ……」

　冴としては冗談半分で言ったつもりだが、梅花はどうにも反応が鈍にぶい。強こわ張ばった笑みを顔に張り付かせて、所しよ在ざいなさげに視線を泳がせている。

「それはそうと、玖鈴さんの練習はいいのですか？」

　魄はく型がた化かしたので肉体の成長も止まっているかも知れない。その可能性は健児も推測していた。梅花がその事で困惑しているのを見て取ったパティが早速フォローを入れたのだ。

「あ～～、そうだね。そもそも今日の目的はそれだったもんね」

　天然の優香がさして深い考えもなしにパティのその意見に乗ってきた。

「でもプールはＯＫでも、川に落ちたから海は駄目かも知れないって話でしょ？　さっきの波のプールや流れるプールも問題なかったみたいだし、じゃあこれ以上どうやって練習しようっていうの？」

「う～～ん、遊ぶのに気を取られてたもんねえ」

　梅花は苦笑いをする。もっとも自然の水場に慣れる練習という話自体、咄とつ嗟さに口を突いて出た言い訳なのだ。

「ウォータースライダーにでも乗ってみたら？」

　白矢がプールの側にあるウォータースライダーを見上げながらそう言った。そんな白矢に向かって冴が即座に反論する。

「いや、どういう関係があるのさ。それ？　っていうか白矢ちゃん、あんた基本的に何も考えずにもの言ってるでしょ」

「だから、ほら！　危ない事に耐性を付けるって意味だよ！　それにあんたこそ、何も考えないでしゃべってるだろ！」

　そんな風にやり合う二人を見て梅花は、呆れたように笑う。

「なんか、冴と白矢ちゃんって気が合うわよねえ」

「そうですね。私も思っていたんですが。なんか気が合うっていうか、その……」

　梅花に肯うなずいた白弓がそう言いかけて言葉に詰まる。

「性格的には、似たもの同士という感じですね」

「「え～～!?　どこがっ!?」」

　パティのその指摘に冴と白矢は思わず声を合わせて反論してしまい、結局、罰ばつの悪い顔を見合わせる。それに構わずパティは梅花の方へ向き直って言った。

「まぁ、波や流れるプールで何ともなかったんだから、きっと海も大丈夫でしょう。少し気にしすぎたんじゃないですか」

「うん、そうね。きっと」

　そう言ってから梅花は声を潜めて気を回してくれたパティに礼を言う。

「御ご免めん、パティさん。この埋め合わせはするからね……」

「別に気にする事はありません。私は任務でやってるだけですから」

　やはり周囲の皆に悟られぬようパティはそう答えると、わざとらしく大きく伸びをする。

「さて、それでは私はビーチサイドで一眠りしてきます。帰る前には起こして下さい」

　そう言うとパティはプールから上がっていった。

「あの人、今日は一体何しにきたんだ？」

　パティの後ろ姿に白矢は首を傾かしげるだけだった。




「……それにしてもなあ」

　健児と一緒に飲み物の買い出しに行っていた浩助は、売店から戻る途中、青い空を見上げてしみじみと言った。

「いいなぁ、蘇芳さん」

「うん、まぁな」

　曖あい昧まいな健児のその同意に、浩助はいきなり食ってかかる。

「なんだ、その『クラスの女子とプールに来た健全な男子高校生』らしからぬ反応は！　もっと注目すべき点があるだろう、注目すべき点が!!」

　そんな事を言いながら浩助は、ペットボトルを持った腕で胸の前で抱かかえ上あげる仕し草ぐさをしてみせる。それが何を意味するか。さすがに鈍い健児でも分からないはずがない。

「いや……、確かに」

　ちょっと視線を逸らせて健児は言葉を濁にごす。

「すげーよな。蘇芳さん。ありゃ、楸ひさぎ先生よりデカいんじゃないのか？」

「そうかな？」

「そうだよ。お前、どこ見てたんだ？」

「いやぁ……」

　そう言って健児は黙り込む。

　見ていたも何も、そもそも見ていなかったのである。童顔、色白、学校のみならず市内でも知られた美少女。それが水着姿になり思わぬナイスバディを陽光に晒さらす。

　浩助と違ってシャイな健児はそれをじっくりと見るのははばかられたのである。

「いやぁじゃねえよ。このリア充!!」

　健児も浩助も両手はペットボトル飲料でふさがれている。浩助はビーチサンダルを履はいた足で、健児の向こう臑ずねを軽く蹴けり飛ばした。

「いいよな、お前は。金髪ツインテールツンデレの幼なじみとお兄ちゃんって呼んでくれる妹属性の女の子が隣に住んでるんだもんな。つうかお前も少しは庶しよ民みんの苦しさを知れ!!」

「何だよ、庶民って……」

　ぶつくさ言いながらも健児と浩助が歩いていくと、突然、人だかりに出くわした。断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきをイメージした壁から、水が滝のようにプールに流れ落ちるアトラクションがある辺あたりだ。そこに何やら人が集まっているのである。

「なんだろ。アイドルが水着撮影に来てるとかかな」

　早さつ速そく浩助が興味をしめし、ペットボトルを抱えたままで人だかりを掻かき分わけていった。

「おい、待てよ。そろそろ行かないと梅花たちが怒るぞ」

　そう言いながら健児も浩助を追う。人だかりを掻き分けていく途中、何やらお経きようのようなものを唱となえている男性の声が聞こえてきた。

　これはひょっとして……。まずい、逃げよう。

　健児がそう思った時だ。突然、目の前の人だかりが二つに割れて、その光景が露あらわになる。

　そこではビキニパンツ姿の若い男性が三人。並んで滝に打たれて一いつ心しん不ふ乱らんにお経を唱えているのである。真ん中の男はロングヘアだが、その左右の男性たちは坊主頭である。

　そう、お坊さんなのだ。

「ありゃ、この前の坊さんじゃないの」

　健児が戻ろうと言う前に思わず浩助がそう言ってしまった。その時だ。ロングヘアの、健児とさして年の変わらぬ男が閉じていた目ま蓋ぶたを開いた。

「おお、君はこの前の少年！　君もこのプールに来ていたのか。これもまた御仏の導きに違いない」

　言うまでもない。髪長弾指である。

「へえ、お坊さんもプールに来るんだ」

　浩助が妙なところに感心する。

「うむ、来るぞ！　お坊さんといえども夏は暑いからな!!」

「いや、プールに来て滝に打たれるんなら、普通に天然の滝に打たれた方がいいんじゃないですか？　ここでやっても修行にならないでしょう」

　健児がもっともな指摘をするが、それで動じる弾指ではない。

「はははは！　拙僧たちは修行の身。プールに来ても、遊びながら修行する事を考えたらこうなったというだけだ」

「あ、そうですか」

　遊ぶのか修行するのかどっちかにしろ。そう思う健児だが、これ以上は何を言っても無駄のようだ。その時である。健児に答えていた弾指に異変が生じる。頭の上の髪が徐じよ徐じよにずれてきたのだ。

「あの、お坊さん……」

　言いかけた浩助を健児は促うながす。

「行こうぜ。梅花たちが待ってる」

　そう言う健児の意図を察したのか、浩助も呆れたような顔で弾指を見ながら肯いた。

「そうすっか」

「おい、待たれ。少年。君たちもここで修行していかぬか？　プールで泳ぐよりは水と戯れる事ができるぞ」

　そう言う弾指を囲む人だかりの間から、徐々に失しつ笑しようが漏もれ始はじめてくる。弾指はその意味が分からずにいたが、横にいた算念、与念が先にその原因に気付いた。

「弾指殿、弾指殿。頭、頭!!」

「弾指殿、カツラが水でずれてきてます！」

「なに!?」

　弾指が気付いた時には遅かった。頭から滑すべり落おちたカツラは、黒い塊かたまりとなってプールの方へと流れていった。

「いかん、追うぞ。算念、与念！」

　返事を待たずに追いかけ始める弾指だが、その背中にプールの監視員が叫んだ。

「そこのお坊さん、プールサイドは走らないでください！　お坊さん、何やってるんですか!!　ここはプールですよ！」

「なんなんだ、あのお坊さん」

　浩助が呆れかえるのも無理はない。

「仏教にもいろいろあるんだろう」

「いや、仏教関係ないだろう。この場合」

「まぁ……、そうだろうな」

　健児と浩助は深く肯き合うのであった。




「もう、遅い～～！　どこまで買いに行ってたのよ」

　健児たちがペットボトルを持っていくと、案の定、梅花がそう言ってきた。

「パティさん、また寝ちゃったわよ。……あれ、パティさん。どこかしら？」

　梅花が視線を巡めぐらせてもパティの姿は見えない。

「あそこじゃないの」

　白矢が指さす先には、確かにパティの鮮やかな深紅の水着が見えた。どうやらちょっと離れた壁際で、誰かと携帯電話で話しているようだ。

「ご家族に電話してるのかしら」

　そう言う白弓は水から上がり、肩に大きなタオルを掛けて胸元を隠してしまっている。健児たちが飲み物を買いに行っている間、さんざんプロポーションの事でからかわれたせいかもしれない。それを見て浩助は露ろ骨こつにがっかりした顔になってしまった。

「ほれ、見ろ。お前がさっさと帰ってこないからだ」

「なんで俺のせいなんだよ」

　浩助と健児がそんなやりとりをしていても、周囲の女の子は梅花に怒鳴りつけられた為ためとしか思わない。

　もっとも健児にとっては、肩からタオルを掛けたとしても、やはり水着姿の白弓を直視するのは何か気恥ずかしい。目を向けるとどうしても、胸元に視線が行ってしまうのだが、それはやはり白弓に対して失礼なような気がするのだ。

　一方で浩助はタオルとその下にある水着のトップを透すかしてやらんとばかりに白弓の方を凝ぎよう視ししている状態だ。こちらはなまじタオルを掛けた分だけ、逆に遠えん慮りよがなくなっているようである。

　そんな浩助に白矢が目め敏ざとく反応する。

「なんだよ、あんた。さっきから姉貴の事をガン見して」

「いや、それはほら。男の本能といいますか……」

　次の瞬間、白矢は水着姿で大胆なキックを浩助に見舞った。

「だから、日が高いうちにそういうやらしい目をするなって！　キモイなまったく」

「まぁまぁ、妹ちゃんもいちいち気にしてたらやってられないよ。だったらあんたが、お姉ちゃんよりデカくなって、自分に男の視線を集中させなきゃ」

　そうからかう冴に白矢は食ってかかる。

「だから気安く見る男の方がいけないんだろ！　なんでそうなるんだよ」

「こういうところは似てないのよねえ」

　梅花はそう言って笑う。

「似てないって何の話？」

　ペットボトルを渡しながら健児がそう尋たずねる。

「うん、さっき冴と白矢ちゃんの性格が似てるって話になったんだけど……」

　紅茶飲料のペットボトルの蓋を開け、一口それを呷ってから梅花は何かに気付いたようで、怪け訝げんな顔で健児の方を見る。

「あのさ、健児。あんたプールに入ってから、ろくに蘇芳さんの事、見てないわよね」

「え……」

　梅花の鋭い指摘に健児は狼ろう狽ばいする。

「べ、別に見てないとか、そういう事は……」

　そんな健児の反応に梅花はにんまりとした笑みを浮かべた。

「へぇ～～、意識しちゃって。可愛い♡」

「可愛いって何だよ」

　むっとする健児だが、横で二人の会話を聞いていた愛花が口を挟はさんでくる。

「でもお兄ちゃんは、お姉ちゃんの事は平気で見てるよね」

「そりゃ、ずっと子供の頃から見てるから、今さらありがたみがない」

　反射的に健児はそう答えてしまうが、すぐさま梅花の怒ど声せいが飛んだ。

「ありがたみがなくて悪かったわね！　ありがたいかどうか、もっとちゃんと見なさいよね！」

　そう言うと梅花は、健児の方へ詰め寄る。

「幾ら見たって、そんなにありがたみは……」

　そんな事をぼやきながら、健児は改めて水着姿の梅花を頭からつま先まで見直してみた。

　この水着は購入前に見ているのだが、実際にプールサイドで身に着けているとなると話は違ってくる。

　夏の陽光にきらめく金色の髪。大人しいデザインだが、よく似合っているピンクのビキニ。そのトップにはまるで梅花の為にデザインされたかのように、ハンドベルのワンポイントがあしらってある。

　考えてみれば小学生の頃まではよく一緒にプールに遊びに行っていた。しかし中学生の頃からは、夏にプールに行くのはお互いの友達同士という事が多くなっていたのだ。

　一緒にプールで遊ぶのは二年ぶり、いや三年ぶりか？　学校の水泳の授業で、遠目にスクール水着姿を見る事はあっても、プライベートの水着姿をこんな近くで見るのは久しぶりだ。そもそも梅花がビキニを着けるのも初めてなのだ。

　いや、ある意味、確かに初めてなのかも知れない。女性として意識した梅花の水着姿を、夏のプールサイドで見るのは……。

　そこまで考えが至った瞬間だ。健児は思わず赤くなり梅花から視線を逸らせてしまった。

「な、なによ！　ちゃんと見なさいよ!!」

「いや、だから……」

「見ろって言うのよ！　お金取ろうってわけじゃないんだから」

「そうそう、見た方が得だぜ。健児。高校一年生の夏は今しかないんだから」

　分かった風な口を利く浩助に言われるまま、健児はもう一度、梅花の方へ視線を戻した。

　すらりとしたプロポーション。ちょっと恥じらいを含んだ怒り顔で健児を見ている梅花の表情にも、不思議なくらいに引きつけられるものがある。

　男の子が魅力的な女の子から敢あえて反射的に視線を逸らす理由は一つだけ。一度、見てしまったら、そこに強い磁力があるかのように、視線を引きはがす事が困難になるのが分かっているからだ。

「そ、それでどうよ。ガン見してるんだから、感想の一つも言いなさいよね」

「うん、まぁ……。その……」

　いつまでも黙って見つめているわけにもいかない。夏の陽射しよりも熱くなり、沸ふつ騰とうしかけている頭で、健児はろくに考えを巡らせる事もできぬままに反射的に言ってしまった。

「可愛いと思う」

　今度は梅花の顔が一瞬にして沸騰する番だった。

「バ、バ、バカ！　真ま顔がおでなに言ってるのよ！　それにいつまで見てるのよ!!　いい加減にしなさいよね!!」

　梅花は急に恥ずかしくなったのか、胸元を両手で隠すと身体を捻ひねって健児から少し離れる。

「なんだよ見ろって言ったのはそっちじゃないか」

「言ったけど、そういう意味じゃ言ってない！　だから見るなって言ってるでしょ。このスケベ!!」

「あ～～あ、やっぱりこうなっちゃうか……」

　横で見ていた愛花が呆れた顔で笑う。

「だから、あんたは！」

「そもそも梅花が……！」

　そんな二人のやりとりを見ていた白弓は、肩に掛けたタオルをなおしながら少し寂さびしげな笑みを浮かべるだけだった。

「だから見るな～～！」

「見られたくないんなら、そんなの着てこなきゃいいじゃないか」

　相変わらずそんな事を言い合っている健児と梅花の背中に突然、冷たい物が押しつけられた。

「ひゃ!?」

　同時に二人は悲鳴を上げて飛とび退のく。

「何をやってるんですか」

　そう言うのはパティである。手には二本のペットボトルが握られている。健児と浩助が買ってきた物だ。どうやらパティが二人の背中に冷えたペットボトルを押しつけたらしい。

「パティさん、電話終わったの？」

　冴がそう尋ねる。

「はい。少々、野や暮ぼ用ようでして。今はホテル住まいですが、夏休みから普通に自宅から通う事になるので、その手配で色々と連絡をしなければならない所があるんです」

　そして大欠伸をして付け加えた。

「なにぶん、まだ時差ボケが抜けないので、昼間に連絡しなければならないのは面倒です」

「あ～～、時差ボケね」

　さすがの冴も、この点については突っ込む気さえ起きないようだ。

「……茂も狩がり健児」

　健児にペットボトルを渡しながらパティは声を潜めてそう言った。パティがこの苗みよう字じで健児を呼ぶ時は、任務で行動している時。『教団』から派遣された『月長石の紅』として話しかけているのだ。

「来週の臨海学校の時、少々お時間を頂けませんか。渡したい物があります」

「渡したい物……？」

「静かに」

　そう注意してからパティは言った。

「ヨーロッパで発見された魄型や魄はく力りき車しやに関する資料や資材をお渡しします。市内では何かと危険があるので、受け渡しは臨海学校の時に行います。詳細は追って指示いたします」

　そしてパティは深紅の水着に包んだ肢し体たいを大きく伸ばして言った。

「さて、目も覚めたので本格的に泳ぎましょうか」

　そんなパティに梅花は困ったような顔で言った。

「あの、パティさん。そろそろ帰る時間なんだけど……」

「ええ!?」

　ぽかんとするパティの反応に、みんなは笑う。ただその中で健児だけが強張った不自然な笑みのままだった。
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「ふう、日本も久しぶりね」

　その女は辺あたりを見回してそうつぶやいた。

「『金こん剛ごう石せきの白しろ』が直じき々じきにこの私を指名した任務。是非とも成功させないと！」

「姐あねさぁ～～ん」

「私の日本語が怪しくなっていないか、一応、確認しておきましょうか。ねぇ、そこの渋いおじ様。私の日本語、分かりますか？」

　女はすぐ側にいた四十歳代半ばと思われる紳しん士しに話しかける。

「あ～～、ワタシ、ドイツ人です。日本語はよくわかりません」

　紳士は肩をすくめると、そそくさと駅の方へ向かっていってしまう。

「あら、どうりで日本人にしては彫ほりが深いと思ったわ。それじゃそちらの、いかにも日本人な親父さん！」

「姐さぁ～～ん、聞いているんですか？　ミメットの姐さん！」

「聞いてるわよ！　あんたは黙ってなさい、ダトー！」

　ミメットと呼ばれた女に一いつ喝かつされたのは、二十歳前後と思われる男性だ。日本人かどうかは分からないが東洋系なのは確かだろう。背中には何やら大きな荷物を背負い、したたる汗を吸い取る為ため額ひたいにバンダナを巻いていた。

　一方のミメットはエキゾチックな面おも立だちをしており、どうやらラテン系の血をひいていると見える。落ち着いた色合いのビジネススーツとタイトスカートに身を包んだその姿は、やり手のビジネスパーソンという雰ふん囲い気きである。













「お～～、お姉ちゃん。日本語うまいね、観光客かい」

　ミメットから話しかけられた中年男性は上機嫌で答えた。

「いえ、日本にはビジネスで来たんですわ。数年ぶりだったので、日本語がちゃんと話せるかどうか不安だったもので。おほほほ」

　そう言ってミメットは愛あい想そ笑わらいを浮かべてみせる。

「うんうん、ちゃんと分かるから安心しな。まぁ何もない町だけど、その分、治安もいいからな。あっちにはテーマパークもあるし、暇ひまだったら彼氏と一緒に覗のぞいていったらどうだい？」

「カレシ？　ステディ？」

　中年男性の視線を追ったミメットは、自分の背後にいるダトーと顔を合わせる結果になった。

「は……？」

　ダトーは充分に日本語が理解できるようだ。中年男性の言葉に、照れ隠しとも当とう惑わくともつかぬ中途半端な笑みを浮かべた。しかしミメットは怒ど髪はつ天てんを突いたような勢いで、中年男性の方へ向き直る。

「誰が、彼氏ですか！　この男は単なる荷物持ちです!!」

「あ～～、はいはい。いわゆるあれか、今はやりの……。ええと、ツンドラだかツンドレだか。いや、いいねえ。若い者は。ははははは」

　中年男性は一人納得して去っていってしまった。

「お待ちなさい！」

「姐さ～～ん」

　なおも食い下がろうとするミメットにダトーが呆あきれたように言った。

「いいじゃないですか、あんなおっさんのたわ言。それよりも任務……、いや仕事の方を片付けないと」

「ええい、誤解されたままとは口くち惜おしい……！　でもあなたの言う事ももっともだわ。ダトー。いまはまず仕事の方を片付けなければ」

「それで本当にこの場所でいいんですか？」

「もちろんよ！」

　いささか不安げなダトーとは対照的に、ミメットは自信満々だ。背後のビルを見上げながら続けた。

「いま日本の学校は夏季長期休暇つまり夏休み中！　学校が休みと知らずに直接、乗り込むような馬鹿とは違うのよ！」

「はぁ、さいですか……」

　言ったものかどうか。しばし思案したダトーだが、ハイヒールを鳴らしたミメットがつかつかとそのビルの入り口に向かうのを目にして、慌てて口を開いた。

「姐さん、姐さん！」

「さっきからなによ、ダトー！　言いたい事があるのなら、さっさと言ったらどうなの！」

「ええとですね」

　振り返り叱しつ責せきするミメットに近寄り、ダトーは声を潜ひそめて言った。

「『月げつ長ちよう石せきの紅あか』が市内での受け渡しはまずいと言ってきたという報告は聞いてますよね」

「もちろんよ」

　今さら何を言うのかとばかりにミメットは答えた。

「だから茂も狩がり博士のひ孫と、いつどこで会えるのか、それをこれから直接『月長石の紅』と話し合おうというんでしょ？」

　そう、ミメットが入ろうとしていたのは、『月長石の紅』ことパティ・モーントシュタインが自宅代わりに宿泊している殻から間ま国際ホテルなのだ。

「あ、あのぉ……。やっぱり姐さん、あの話は聞いてなかったんですか」

　ミメットのその言葉にダトーは強こわ張ばった笑みを浮かべる。

「はぁ……？　なによ、一体」

「『月長石の紅』は、いま臨海学校に行ってるはずです。そこで品物の受け渡しをするって話になっていたんですが……。報告書、読んでいませんか？」

「は……？」

　ぽかんとしてミメットはダトーを見返すだけ。

「だって本部を出る直前の報告書じゃ……」

「ああ、やっぱりそうか」

　ダトーはげんなりした顔で自分の額を叩く。

「飛行機が出る直前、俺がメール受け取ったじゃないですか。姐さん、後で読むから自分の携帯に転送しておいてくれって言うから……」

「うるさい！」

　ミメットはそう言うなり、ハイヒールでダトーを蹴けり飛ばす。

「ぐはっ!!」

「飛行機の中じゃ携帯使えないでしょ！　それくらいの事、口こう頭とうで報告しなさい!!」

　苛いら立だちに任まかせてそう言い放つミメットの後ろで自動ドアが開き、殻間国際ホテルの従業員が顔を出す。

「あの～～、お泊まりですか？」

「い、いえ。ちょっと勘違いでして。おほほほほ♡」

　ミメットは笑って誤ご魔ま化かすと、すぐにダトーへと向き直る。

「それで、その臨海学校とやらはどこでやってるの？　ちゃんと場所は報告されているんでしょうね」

「ええ、まぁ。『月長石の紅』は寝ぼけてさえいなければ優秀ですから」

「なによ、その言いぐさは！　まるで私が寝ぼけてる『月長石の紅』より無能みたいじゃないの！」

「別にそんな事は言っていませんてば。ええと、行き先は……」

　ダトーは背負っていたリュックからノートＰＣを取り出しながら、ミメットにそう弁べん明めいする。

　往来でノートＰＣを覗き込みながら、『月長石の紅』の行き先を確認するミメットとダトーを、少し離れた所から見つめる男がいる事には誰も気付いていなかった。

　その男は、先程ミメットが声をかけたあの紳士。ドイツ人だと言ったあの男だ。

　男は店先に置かれた自動販売機で缶コーヒーを買い、それを飲む振りをしながらミメットとダトーへ視線を向けていたのだ。




「臨海学校も二日目になりますが、本日より一日使ってのカリキュラムになります。参加者全員で規律正しい行動を心がけ、事故なく大自然の中で過ごしましょう」

　生徒会長である纐こう纈けつ絲し織おりの挨あい拶さつが終わる。

「いいなぁ、纐纈さん。まったく、このラッキースケベが！」

　絲織を眺ながめていた浩こう助すけは、後ろにいた健けん児じを肘ひじで突いてそう言った。

「あれは事故だって言ってるだろう。何度も蒸し返すなよ」

　二人が言っているのは、六月の末頃、健児が絲織のスカートへ首を突っ込んでしまった一件だ。

　夏休みに入り殻間高校では臨海学校が始まっていた。今日はその二日目だ。一年生は全員参加になっているが、二、三年生は自主参加。二、三年生の参加はあまり多いとは言えないが、生徒会役員は通例として全員参加となっている。

　宿泊施設の駐車場を兼ねた広場で、朝の挨拶を終えた絲織は、まばらな三年生の列へと戻る。その時、健児の方へちらりと視線を送った事に気付く者はいなかった。

「よぉ～～し、じゃあ今日の予定だが……」

　絲織に代わって養よう護ご教きよう諭ゆとして同行している楸ひさぎ真ま実さねが前に立つ。

「女子はオープンウォータースイミングと人命救助講習。午後の自由時間は、好きに泳いでいいぞ～～」

　真実のその言葉に女子の間から歓声が上がる。昨日は男子がほぼ同じプログラムだったのだが、臨海学校の施設に到着したのは昼過ぎ。オープンウォータースイミングと人命救助講習は行われたが自由時間はほぼなかった。

　そんな事情もあり男子の間からは不平が漏もれるが、浩助は三年生の列へと目をやったままで言った。

「あ～～、すると纐纈さんも水着か。くそぉ、折せつ角かく、同じ臨海学校に来てるっていうのに、纐纈さんの水着姿が拝おがめないとは……!!」

　浩助は地団駄踏んで悔しがる。そんな浩助に健児は嘆たん息そくしながら言った。

「でも臨海学校は学校指定の水着なんだから、夏休み明けの授業でも見られるじゃないか」

「あ～～、もう相変わらず分かってないな。お前は！」

　憤ふん然ぜんとして浩助は言った。

「学校のプールじゃなくて、大自然の中での水着姿がいいんじゃないか！　纐纈さんだけじゃないぞ。パティさんや蘇す芳おうさんだっているんだ！　それなのに……！　あぁ、それなのに!!　海はああまで広いのに、なぜ男女別の授業なんだよ！」

「Ｂ組男子、うるさい。黙れ！」

　女子に人命救助講習の説明をしていた真実が一喝する。

「そうだ。佐さ藤とうくん。たかが水着であたふたするな。みっともない」

　相変わらず生き真ま面じ目めな柏かしわ木ぎ一いち郎ろうも浩助にそう注意した。

「はいはい。分かりました」

　深々とため息をついて、ようやく浩助は大人しくなった。

　それはそうと……。

　健児は隣に並ぶ女子の列へと目をやる。夏の朝日を浴びて輝く金色の髪。探すまでもなく梅もい花かは目立つ。

　今の梅花は魄はく型がた化かしており、健児から生命電流というべき魄はく力りきの供給を受けなければならない。普段と同じように近くにいれば、健児から梅花へと勝手に魄力が流れ込んでくれる。しかし十数メートル程度、距離が離れるとそうもいかないようなのだ。

　昨日の昼に宿泊施設に来てからというもの、健児はなかなか梅花の近くにいる時間が取れない。昨日は夕食と夜の自由時間にほんの数分間、顔を合わせただけ。今日の朝食の時間には食堂で見かけただけで、話をする事はもちろん、ろくに近づく事もできなかった。

　それで充分な量の魄力が梅花へ供給されたのかは分からない。

　真実や粒たま子こ、そしてパティは、何だったら夜中に健児と梅花を同じ部屋に匿かくまってもいいと話していたが、生あい憎にくとそれはまだ実行されていない。

　真面目の上にくそとつけても足りないくらいの堅かた物ぶつ、柏木一郎が四六時中、目を光らせているからだ。夜中に抜け出す事はもちろん、自由時間でも勝手な行動は慎つつしむようにクラス全員に通達を出している。昨晩もいきなり男子だけで反省会をすると言いだした為、健児は梅花と会う充分な時間が取れなかったのである。

　まずいな、柏木の事は計算に入れてなかった。今さらながら健児はそのうかつさを悔いていた。

　そんな健児の視線に気付いたのか、梅花は振り返ると大丈夫と言うように肯うなずいてみせた。この距離ならば健児からの魄力が梅花へ供給されているはず。健児もほっとして肯き返す。

　しかし問題はこれからほぼ半日を使う女子の水泳の授業。梅花たち女子が海で水泳と人命救助の授業をしている間、健児たち男子は宿泊施設の方で特別講習を受ける事になっているのだ。

　宿泊施設は海に近いとはいえ、海岸まで十数メートルとはいかない。魄力の供給はできないだろう。

　健児と梅花の曾そう祖そ父ふたちが残してくれた資料によると、魄型が魄力の供給をまったく受けないまま行動できるのは六時間から八時間。昼食も別々に摂とる事を考えると、ぎりぎりの時間だ。しかも昨日、健児と梅花は離れている事が多く、充分に魄力が充じゆう嗔てんできているとも言い難い。

　何事もなければいいけど……。

「まぁ、そんなところだ。次に特別講習の話を、村むら上かみ先生。お願いします」

　女子の授業に関する説明を終えると、真実は男子の特別講習を説明する教師にマイクを譲ゆずった。




「うむ、海は良い！　なにしろうるさい規則を言う監視員がいないからな!!」

　被かぶっていた笠かさを上げ、満足げな顔で広がる海うな原ばらを見渡す弾だん指しに、横にいた算さん念ねんが呆れたように言った。

「いえ海水浴場ですから、一応監視員はいるのですが」

　算念の視線の先では、監視台に着いた監視員が、突如、海水浴場に現れた三人の雲うん水すいを驚いたように見つめていた。監視員だけではない。他の海水浴客たちも、怪け訝げんな視線を雲水たちに向けている。

「大自然を人間の都合で縛しばるとは何とも愚おろかしい事よ。御み仏ほとけもそのような事は望んでおらぬだろう」

　そして声を潜めて弾指は算念に尋たずねる。

「蘇芳神社の娘は、あの岬みさきの向こうにある海水浴場で臨海学校に参加しているのは間違いないのだな？」

「はい、確認してきました。確かに宿泊施設で殻間高校の臨海学校が行われております。今日は女子が遠泳と人命救助の講習という事のようです」

「うむ、それで与よ念ねん。市内で見かけたあの不審な二人組は？」

「はい、岬の付け根にある山へ向かったようです。地元の寺で確認したところ、持ち主不明の別荘があるとか」

「ふむ……。なにか関係があるのかないのか……。四し方ほう家けの動向も合わせて注意するに越した事はないが……」

　そう言うと弾指は波打ち際に向かって歩み寄る。

「まぁ一泳ぎしようではないか！　算念、与念!!」

　一気に笠と袈け裟さを脱ぎ捨てたその下に、弾指はすでに海水パンツを着用していた。

「わはははは、覚悟しろ！　太たい平へい洋よう!!」

　そんな事を言いながら弾指は海へ向かってダッシュする。

「あの～～、弾指殿。この海水浴場は内うち房ぼうですから、太平洋には面していないのですが……」

　算念の言葉を無視して弾指は海へと突進していった。それを見て監視員は慌てて叫んだ。

「そこのお坊さん！　ちゃんと準備運動をしてから海に入ってください！」




「玖く鈴りんさん、大丈夫ですか？　玖鈴さん」

　白さ弓ゆみから何度か呼びかけられて梅花は我に返る。

「……え、どうかした。蘇芳さん」

「いえ、何かぼ～～っとしているようだったので」

　心配げな顔で白弓はそう言った。

　午前中のオープンウォータースイミングも無事に終了。海の近くにある食堂で昼食を摂り午後は人命救助の講習。それも終わった後は、待ちに待った自由時間。好きに泳いでも構わない時間帯だ。

　夏という事もありまだ日は高い。真実をはじめとする教師や監視員たちが見守る中で、殻間高校の女子生徒たちは思い思いに海水浴を楽しんでいるところだった。

　そんな中で梅花は、腰まで海に浸つかる辺りで、ぼんやりと立ちつくしていたのだ。

　さっきまでは冴さえや優ゆう香かとおしゃべりをしていたのにどうしたのだろう。梅花の異変に気付いた白弓が声を掛けたのである。

「あれ、あたしぼ～～っとしてた？」

　そう言って梅花は笑う。その笑顔からは特におかしな所は見られない。

「ええ、まぁ……」

　白弓は言葉を濁にごす。今は問題ないように見える梅花だが、白弓の目から見ると今日の梅花は何かおかしかった。このように人と話している時は何でもないのだが、ふと会話が途切れ一人きりになると、視線が定まらず無表情でぼんやりとしている事があるのだ。そう言えば昼食の時にも、手を休め食事をするわけでもなく、ただ宙を眺めていた事があった。その時は白弓が声を掛ける前に、パティが梅花に話しかけていた。そして今回と同様、会話に戻るといつも通りの梅花に戻る。

「やっぱり水には恐怖感があるんですか？」

「……はい？」

　白弓の言葉に梅花は一時、怪訝な顔をする。見み戸と川がわに落ちた時の事を言っていると悟さとった梅花は、笑いながら白弓に向かって答えた。

「あ～～、どうって事ないわよ。ほら、こんなに大丈夫！」

　そう言うと梅花はざぶんと波の合間に身体を沈め泳ぎ始める。

「あの、あまり遠くには行かない方が……」

「うん、分かってる」

　泳ぐのを止やめ、梅花は心配そうな白弓に向かってそう答えた。

　これはまずいかも……。白弓への答えとは裏腹に梅花は少し焦り始めていた。

　確かに昼過ぎから何度か記憶が飛んでいるような感覚はある。その度にパティや冴さえ、あるいは今の白弓のように、みんなから話しかけられ我に返るのだが、その間、何をしていたのか自分でも記憶がないのだ。

　魄力が足りなくなってきた時、魄型は一時的に活動停止するらしい。残されていた資料にも推測でしか記述されていないのは、健児と梅花の曾祖父たちも実際に魄型を作って実験する事ができなかった為。一いつ旦たん、活動停止段階まで至った魄型は、魄力車から直接、魄力の供給を受けなければならない。

　まったく、面倒な身体にしてくれたものね……。

　念の為、浜辺に戻り浮き輪を取ってくると、梅花はそれを頼りに波間に身体を浮かせそう考える。しかしそうしている間にもふっと意識が遠のく。

「玖鈴さん、大丈夫ですか？　玖鈴さん……。……モニカ、モニカ・クリンゲル!?」

　再び名前を呼ばれて梅花は我に返る。どうやら波間に身体を浮かせたままで意識を失っていたようだ。

「パティさ……。きゃ……!?」

　パティを目にするなり、梅花は海の上に浮き輪で身体を浮かせている事を忘れ、反射的に立ち上がろうとしてしまった。結果、バランスを崩して、身体は浮き輪からすっぽり抜け落ち、海の中へ沈み込んでしまう。

　それほど深い所ではない。ちゃんと立てば海面は腰から胸の辺りに来るはずだ。しかし足を滑すべらせた梅花はパニックに陥おちいりかけていたのだ。

　まずい、何とかしないと。命令受付状態になっちゃう。すぐ健児が駆かけつけるというわけにもいかないし、それに……。

「なにをやってるんですか」

　溺おぼれる前にパティが梅花の両手を摑つかんで海面へ引き上げてくれたのだ。

「なにって……。ありがとう。なにかあたし、今日はぼ～～としてるみたいで……」

「魄力が足りなくなってきてるのかも知れません」

　周囲を窺うかがい、近くに誰もいないことを確認してからパティは言った。

「あまり無理はしないように。夕方、宿舎に戻ったら、すぐに魄力車から直接、魄力を供給して貰もらいましょう」

「そうね……」

　健児が側にいてくれればいいのに。それなら別に魄力車なんて、訳のわからない機械の世話になる必要もないのに……。そう思う梅花だが、パティにそんな事を言っても埒らちが明あかない事は分かっていた。

「楸先生に状況を報告して、茂狩健児に準備するよう連絡して貰います。一緒に浜辺に戻りますか？」

「いいわよ」

　完全に任務口調のパティに、少し不機嫌になった梅花は思わずつっけんどんな口調で言い返してしまった。しかしパティは気にする様子もなく、浜辺へ向かいながら付け加えた。

「分かりました。あぁ、それからモニカ。今のあなたは溺れる心配はありません。魄型は呼吸をせずとも魄力を消費する事で生命活動を維持できるはずです。今のように溺れかけたら、呼吸を止め海水を飲み込まないように注意すれば問題ないはずです」

「そんな何度も溺れるほどドジじゃありません！」

「分かってますよ」

　パティは微笑ほほえみそう答えると浜辺に向かっていった。

　そうは答えたものの、やはりこれ以上、一人で海にいるのは危険だ。結局、梅花はパティの後を追い浜辺へ戻ろうとした。

　その浜辺で起きている光景を目にした梅花は、反射的に海に身体を沈めてしまったのである。

「またあの人か……」

　波の間から顔だけ出した梅花が見つめる先には、新聞部部長の刈かり安やす茜あかねの姿があった。三年生の茜だが、取材と称して臨海学校に参加しているのである。

「はぁ～～い、蘇芳さん。もう一枚、いいですか？」

　デジカメを手に茜は白弓にそう迫っているところだった。

「もう、どうして私一人だけなんですか!?」

　白弓はそんな茜から逃げ回っているようだ。

「ちょっと待ちなさい。刈安さん。本人が承諾しないスナップ写真は禁止です！」

　そんな茜を止めに入るのは絲織であった。しかし茜は絲織にもカメラを向ける。

「あ～～、探していたんですよ。生徒会長。纐纈さんも人気ありますからねえ」

「ちょ、ちょっと止めなさい！　止めなさいって言ってるでしょ、刈安さん！」

　遠目にも茜が絲織の水着の胸元へカメラを向けているのが分かる。

「別に校内新聞に載のせるわけじゃありませんよ。あくまで臨海学校に於けるスナップ写真という事で、皆さんに配付すると……」

「その皆さんは、一体どこの皆さんなのかしら？」

　絲織が詰め寄ると茜はさっとカメラを海の方へ向ける。

　見つかった？　梅花は口元まで海に身体を沈めた。しかし茜がカメラを向けたのは、梅花ではなかったようだ。

「おおっ、あなたがパティ・モーントシュタインさんね。夏休み直前に海外から転校してきた期待のニューフェイス！　人気も赤丸急上昇！　蘇芳さんや玖鈴さんもうかうかしてられないわねえ」

「関係ありません。ねえ、パティさん？」

　白弓からそう水を向けられても、パティは何の事か分からぬようで、茜のカメラの前に立ったままだ。

「はははは！　撮とるならば私を撮るがいい!!」

　そんな事を言いながらカメラの前に立ちはだかったのは超ちよう科か学がく的てき先輩こと岸きし田だ粒子であった。それもいつの間にか学校指定の水着から、プライベートの水着へと着替えていた。梅花のいる距離からは白地に何かの模様があるワンピースの水着にしか見えないのだが、粒子が着ているからにはそこにはきちんとした意味があるのだ。

「さぁ！　刈安部長、撮りたまえ！　この私の波は動どう関かん数すう水着を!!」

　そう、粒子の水着にはシュレディンガー方程式他、波動関数に関する方程式がプリントされているのだ。

　しかし茜はそんな粒子を無視してカメラを下ろして周囲を見回す。

「あら、そういえば玖鈴さんはまだ撮ってなかったわね。ええと玖鈴さん。玖鈴さ～～ん！」

　まずい、いま浜に上がるのはかなりまずい感じだ。しばらく海に隠れていよう。

　そう思った梅花が、傍かたわらに浮かべておいた浮き輪に手を伸ばした時だ。返す波に身体を掬すくわれた形になり、またもやバランスを崩してしまったのである。

　しまった……！　あれだけパティさんから注意されていたのに……!!

　そのまま海の中へ倒れ込んでしまった梅花は、完全に気が動転していた。パティから呼吸をしなくても大丈夫と言われていたが、そんな事に注意が及ぶ余裕もない。海水を飲み込んでしまい、完全にパニックに陥ってしまった。

　健児、助けて！　健児、健児!!

　そしてふっと意識が遠のく。命令受付状態になったのだが、梅花に命令を下すはずの健児は側にはいない。全身から力が抜けていった梅花は、そのまま引いていく波と共に流れているだけだった。
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「姐あねさん、待ってくださいってば。姐さ～～ん……！」

　情けない声を上げるダトーを置いてミメットは山道を登っていく。相変わらずダトーは大きなリュックサックを背負い、両手にも荷物を持ったままだ。一方のミメットは手ぶら。それほど険けわしいとは言えないものの、こんもりした雑ぞう木き林ばやしを抜けていく山道には適さない格好のままなのはダトーと同じだった。

「なにもたもたしてるの！　そんな事じゃ、日のあるうちに山さん荘そうに着けないでしょ！」

　ダトーを叱しつ責せきするミメットだが、そう言う本人もかなり息が上がっていた。

「今の時期なら、まだ日暮れまでは余裕がありますよ。一休みしていきましょう」

　そう言うとダトーは、ミメットの返事を待たずに道ばたの石に腰掛ける。

「なに勝手に休んでいるの！　ほら、見えてきたわよ。案外、近かったわね」

　ミメットは小走りに少し山道を駆かけ上がると、そちらを指さした。座ったばかりの石から立ち上がると、ダトーもミメットが指さす方向を見やる。

　確かに雑木林の合間から赤い洋館の屋根が見て取れる。

「なんだ、もう少しじゃないですか。日のあるうちに着けないとか言うもんだから、俺はてっきり……」

「分かったら、さっさと歩く！　山荘に着けばシャワーもベッドもあるんだから」

「ベ、ベ、ベッドですか！　姐さん!!」

　期待というよりは動揺に声を震わせるダトーに向かって、ミメットはキッとなって振り返るとまくし立てた。

「なに妙な勘違いをしているのよ！　山荘はかなり広いんだから、寝室だっていくつかあるはずよ!!　もしも一部屋しかなかったら、あんたはソファ!!　それがなかったら床で寝なさい!!」

「そんなぁ、姐さ～～ん!!」

　憤ふん然ぜんとして大股で歩いていくミメットの後を、ダトーは慌てて追いかけていった。

　そんな二人は、まだ知らなかった。直線距離ではすぐ側に見える山荘だが、そこに至る山道は、途中に小さな谷や崖がけがある為ために曲がりくねり、見た目以上に遠いのであった。




「それで……」

　隙すきあらばカメラの前に立とうとする粒たま子こから逃げ回っていた茜あかねは周囲の一年生に尋たずねた。

「玖く鈴りんさんはどこなのよ？　みんな期待しているんだからね、どこに隠れているの」

「ええと……？」

　冴さえも海岸付近を見回すが梅もい花かの姿はない。

「そろそろ自由時間も終わりよ。海岸に上がっているんじゃないの？」

　絲し織おりはそう言うが、浜辺に並ぶ海の家周囲にも梅花は見当たらない。パティは海の方を見やりながら言った。

「先程、あの辺あたりで泳いでいたはずですが」

　指さす先にも梅花の姿はない。

「ちょっと待て、あれはなんだ？」

　パティが指さした地点から少し沖合の辺り。その波の間に何かカラフルな物体が漂ただよっていた。粒子はどこからともなく双そう眼がん鏡きようを取り出すと、それを覗のぞき込んで声を上げた。

「あれは浮き輪だな」

「どうやら玖鈴さんが持っていた浮き輪のようですね」

　双眼鏡を使わずとも、パティは肉眼でそれと見て取れたようだ。

「誰か、先生か監視員さんに、玖鈴さんの呼び出しを掛けるようにお願いして」

　絲織の指示に同行していた生徒会役員の一人が肯うなずいて駆け出した。













「あれ……、おかしいな。梅花、結構泳ぎは達者なはずなんだけど……」

　強こわ張ばった笑顔で後の言葉を濁にごす冴だが、優ゆう香かは言いにくかった事をあっさりと口にしてしまう。

「溺おぼれたのかなあ。川に落ちた時の後遺症とかあるかもって言ってたしね」

「わ、私、ボートを借りてきます!!」

　空気の読めない優香の発言に、白さ弓ゆみが青くなってボート小屋に駆け出す。パティは粒子と目め配くばせをしてから絲織に言った。

「それでは私は楸ひさぎ先生を捜さがしてきます。すぐその辺にいるはずですから」

　随ずい分ぶんと落ち着いた態度だが、それを不審に思う余裕は誰にもなかった。ただ粒子だけが意味ありげな笑みで見送るだけだ。

「まだ溺れたと決まったわけじゃないわ。監視員の人たちだって見ていたはずだし、溺れるようなら目に付くはずよ」

　自分自身を落ち着かせるようにそう言った絲織は、はたと何か思いついたようにスクール水着の肩かた紐ひもに手をやる。そこには黒い糸が何本か巻き付けてあった。絲織はそれを指で摘つまみ取とると、周囲の生徒たちに向かって尋ねる。

「誰か五円玉や五〇円玉もってないかしら。真ん中に穴の空いた小さな金属板ならなんでもいいんだけど」

「あ、あります。会長！」

　一年生の一人が声を上げて五円玉を絲織に渡した。絲織は慣れた手つきで糸を五円玉の穴に通す。そしてあやとりのように指の間に糸を通すと、五円玉を振り子のように掌てのひらの真上に吊るした。

「ほう、ダウジングの一種か」

　絲織の手元を覗き込んだ粒子がそう言う。

「私は、そういう非科学的な方法は好きではないのだがな」

　そう言う粒子を絲織は横目で睨にらんだだけ。五円玉に視線を戻すと、少し勢いをつけてそれを揺らせた。そして精神を集中するように目ま蓋ぶたを閉じる。

　気のせいなのか、何かの偶然の積み重ねなのか。五円玉は海の方向へ強く揺れているようにも見える。目蓋を開けた絲織はそれを確認して厳しい顔つきになった。

「失うせ人びと探しのお呪まじないだと、やっぱり海の方にいるみたいね。簡単なやり方だから、大おお雑ざつ把ぱな方向しか分からないけど」

「科学的根拠は？」

　すかさず突っ込む粒子に絲織はムキになって答えた。

「ありません！　単なるお呪いなんですから、そういう事は気にしないでください」

「いや、しかしだな……」

　なおも絲織に食い下がろうとする粒子だが、二人の周囲にできた人ひと垣がきの向こうから声が掛けられた。

「まぁこれだけの騒ぎになっても姿を見せないんだから、海岸にはいないと見ていいだろうな」

　生徒たちが退ひいた後ろから姿を現したのは楸真ま実さねであった。すぐ横にはパティもいる。

「話は聞いたよ。蘇芳さんがボートを借りにいったようだから、私とモーントシュタインさんで沖に出て捜してみる。彼女は泳ぎも達者らしいからな」

　普段から寝ぼけている印象しかないパティだが、確かに体育の授業ではかなりの運動能力を見せている。それにしてもこの状況で養よう護ご教きよう諭ゆが生徒の同行を求めるというのもおかしな話だ。

　しかし今のこの状況である。

　絲織が訝いぶかしげな表情を浮かべたものの、他の生徒はその疑問に気付く事はなかった。

「誰か念の為、ＡエーＥイーＤデイーを借りてきてくれ。岸きし田ださん、君の事だ。なにか使えそうなものは持ち歩いているんだろう」

「おお、持ってるぞ！　魚ぎよ群ぐん探たん知ち機きや自じ走そう式しき水中ビデオくらいだが」

　自信たっぷりに粒子はそう言った。

「あの、楸先生……。玖鈴さんはやっぱり」

　ボートを借りる手配をしてきた白弓が真実に声を掛ける。

「ああ、蘇芳さんたちは浜辺で待っていてくれ。念の為、この辺も捜してみてくれ。モーントシュタインさんと岸田さんは、私と一緒に……」

　促うながされた粒子は真実の所に歩み寄る。真実は声を潜ひそめて粒子に言った。

「荒あら城きくんには連絡した。宿舎で魄はく力りき車しやを用意させている」

「……やっぱり魄力不足なのか、玖鈴ちゃんは？」

「まだ分からん。分からんが、その可能性が最も高い。下手に監視員に救出されて、事情を知らない医者の所に運び込まれると面倒だ。こうなった以上、君にもできる限りの協力はして貰もらうぞ。その為に話をしたのだからな」

「ふふふ、言われるまでもない。私もその魄力とやらには興味がある。それに可か愛わいい後輩の為でもあるしな」

　粒子は不敵に笑うが、真実の横ではパティが呆あきれたような顔で見ているだけだ。




「それにしても……、だよなあ」

　特別講習の休み時間。思い出したように浩こう助すけが言った。

「せっかくの臨海学校だっていうのに、学校指定の水着ってのもないよな。せめて自由時間で泳ぐ時には、自分の自由にするべきじゃないのか!?」

「なに語ってるんだよ」

　健児は呆れたように言う。意外な事に前の席にいた柏かしわ木ぎ一いち郎ろうも健児に同調した。

「うむ、そうだ。男子の水着にはそれほどバリエーションがないではないか。それとも何か、君は褌ふんどしで泳ぎたいのか？」

　周囲からは笑い声が漏もれるが、柏木は冗談のつもりで言ったわけではなさそうだ。

「いや、男子の話じゃないって。女子の話……」

　ふうとため息をついて浩助は机に突っ伏す。

「あ～～、纐こう纈けつさんのプライベート水着見てえなあ。去年は新聞部が写真を配付したらしいけど、今年は当の纐纈さんが生徒会長だから無理かなあ」

「まだそんな事を言ってるのか」

　柏木ならずとも健児も呆れる。

「纐纈さんの事だ、きっとセクシーな黒のビキニとかじゃないか？　なぁ健児はどう思う？」

「黒のビキニねえ……」

　水を向けられた健児は言いい淀よどむ。先日、駅前のショッピングモールに買い物に行った時、偶然、梅花が水着を試着しているところに出くわしてしまったのである。その時、梅花が着ていたのが、浩助の言うようなセクシーな黒のビキニだったのだ。

　今でもそれを思い出すと何やら気恥ずかしい。健児は慌てて頭を振り、その時の梅花の姿を脳のう裏りから追い出した。

「さもなきゃほら、ずばっと食い込みの入ったブラジル水着だったりしてな」

「いやぁ……」

　纐纈さんの水着姿か……。思いを巡めぐらせる健児だが、なぜか頭には水玉模様しか浮かばなかった。

「……青の水玉ワンピースとかじゃないの？　それじゃなきゃ花柄の可愛いものとか」

「はぁ……!?」

　健児の答えに浩助は思いっきり不服そうな顔をする。

「あの纐纈さんがそんな子供っぽい水着着るわけないだろう!!　やっぱりこう……」

　その時だ。特別講習に使っている会議室の入り口から、健児たちの担任教師が入ってきた。まだ休み時間は残っているはずだ。みんな怪け訝げんな顔を見合わせる。

　教師は一直線に健児の所へ来ると言った。

「あぁ、荒城くん。楸先生から連絡があったそうだ。会議室の外へ出て、携帯の電源を入れて欲しいという言付けを受けている」

「それって一体……」

「いや、私も詳しい話は聞いてないんだが……。あとこの後の講習は休んで構わないよ」

　そう言うものの担任教師は何か納得のいかない表情だ。しかし健児は何が起きたかすでに察さつしていた。

　梅花だ！　時間的に考えても、魄力が不足してきてもおかしくない。

「分かりました、それじゃ」

　健児は自分のバッグを手に取ると、慌てて廊下に駆け出す。

　臨海学校への携帯持ち込みは禁止されていない。しかし自由時間など許可された時以外の使用は禁止。講習中は電源を切っておく事になっている。無論、誰もがきちんと規則を守っているわけではないが、健児は律りち儀ぎに携帯の電源を切っておいた。

　廊下に出るなりバッグから携帯電話を取り出して電源を入れる。液晶が明るくなると、すぐに留守電メッセージが残されている旨むねが表示された。

　差出人は、楸先生か。健児は自分の推測が正しかったと確信した。即座に留守電をチェックする。

「あ～～、私だ。荒城くん、ちょっと困った事になった。そう言えば大体、想像が付くと思うが、どうやら玖鈴さんが魄力の不足で海に流されたらしい」

　携帯を耳に当てながら健児が宿舎の外、海岸へと向かうのを予想していたように、留守番メッセージの真実は続けて言った。

「いやいや、君はこちらに来なくてもいい。モーントシュタインも岸田さんもいるからな。宿舎の医い務む室しつに、君から預あずかった魄力車や魄力盤が置いてある。そちらの準備をしておいてくれ。何かあったらまた連絡する。携帯の電源は入れたままで頼む」

　そうだ。魄力車と魄力盤はかさばるので真実に預け、医療用器具として宿泊施設に持ち込んでおいて貰ったのだ。

　しかしそれでも健児は一時、逡しゆん巡じゆんする。梅花が危険な目に遭あっているというのに、駆けつけなくてもいいのか？

　一歩、宿舎の出入り口へ踏み出しかけた健児だが、結局は踵きびすを返して医務室へと向かった。

　確かに楸先生の言うとおりだ。いまは魄力車の準備を急がないと。梅花が戻ってきた時に、すぐに魄力の充じゆう嗔てんが必要になる。

　それをやった事があるのは健児一人。そして梅花が必要としているのは、その健児の魄力なのである。




　気管に海水が入り込みむせる。これで何度目だろうか。その度にパティから言われた、溺れそうになっても呼吸を止め、海水を飲み込まないようにすればいいという話を思い出す。しかし意識が戻った時に、反射的に呼吸をしてしまうのは、分かっていてもどうにもならないのだ。

　梅花は慌てて口を閉じた。

　目に海水がしみる。周囲はすっかりほの暗くなっていた。ある限界を超えてしまうと、水の中で呼吸をしなくても何ともないというのは不思議な気持ちだ。

　しかしいつまでもこうしているわけにもいかない。

　海岸に戻らなきゃ……。

　周囲の潮しおの動きで、自分がどんどん流されていくのが分かる。先程、意識を取り戻した時よりも、周囲が暗く見えるのは気のせいではあるまい。

　より深い所、より沖おき合あいに流されているのだ。

　自慢できるほど達者というわけではないが、それなりに泳げる自信はある。梅花は意を決して水を掻かく。

　徐じよ々じよに身体が明るい水みな面もへと近づいていった。しかしその時だ。

　ふっと意識が遠のいていくのを感じる。

　あぁ、まただ……。

　先程も意識を取り戻して水面へ顔を出そうとした時、同じようになったのだ。

　命令受付状態になったのではない。最初の一、二回はパニックになったものの、その後はパティから注意を受けていた事もあり、比較的冷静に対処できていた。

　それなのに意識が遠のくという事は、魄力が不足しているとしか考えられない。

　そこに考えが至ると、梅花は言いしれぬ恐怖を覚える。

　もしもこのまま誰にも見つけて貰えず、沖合へと流されたら……。

　魄はく型がたについてはよく分かっていない事が多い。事実上不死とはいうものの、魄力が底を突いてしまったらどうなるのか、健児もよく分かっていないのだ。

　生きているわけでもなく、死んだわけでもなく、このまま海の底に沈んだままだったら……。

　帰らなきゃ！　なんとしても帰らないと!!

　徐々に遠のこうとしていく意識を懸けん命めいに奮ふるい立て、梅花はもう一度、水面へと顔を出そうとする。それにより一層魄力を消費する事に梅花は気付いていなかったのだ。

　駄目だ……。また……。健児、助けて。何してるのよ……。健児……。

　頭上に見える海面も徐々に色を失い消えていく。その時だ。梅花と海面の間に、何かの影が入ってきた。

　魚……？　それは人の姿をしている。

　じゃあ健児？　ウェットスーツを着たその人間は、健児よりもかなり大柄に見えた。

　誰か助けに来てくれたの？　慌ててすがりつこうとする梅花だが、ウェットスーツの人間は落ち着けと言うように、開いた掌を下へ向かって振ってみせる。

　梅花が肯くと、ウェットスーツの人間も肯き返した。そして改めて梅花の手を握る。

　あれ、なんだろう……。梅花はその手の温かさに覚えがあるような気がした。

　ほっとした事もあるのだろう。梅花は遠のく意識に身を任まかせ、そしてそのまま気を失ってしまった。




「あそこを見てください」

「楸先生！　あそこに誰かいるぞ!!」

　パティと双眼鏡を覗き込んでいた粒子が叫んだのはほぼ同時だった。

　遊泳禁止区域の少し外。そこで胸から上を出したウェットスーツ姿の人間が手を振っているのだ。体格からすると成人男性。そしてその男性は片手に何かを抱かかえている。

　波に揺らめく金色の髪。

「玖鈴さんか？」

「うん、そうだな。気を失ってるらしい」

　双眼鏡を覗き込んだ粒子が答えた。

「それじゃ私が行ってきます」

　羽は織おっていたパーカーを脱ぎ捨てたパティがボートから海へと入る。

「気を付けろよ、それからあの人にはちゃんと御礼を……」

　……ん、待てよ。変だぞ。

　ボートを漕こいでいた真実はその光景を見て訝る。ウェットスーツ姿の男は、パティが泳ぎ寄ってくるのを見て、梅花から手を離してまた海に潜ってしまったのだ。

「地元の漁師さんか？　ただのダイバーにしては変だな」

　粒子も首を傾かしげる。偶然、溺れている梅花を発見したのならば、このボートが近づくまで側にいてもいいはずだ。まるで正体を見られるのを嫌っているようにも思える。

　まさかあの坊ぼう主ずか……？　いや違うな、体格が全く違う。

　手を離された梅花が再び海に沈む前に、パティがその手を取る事ができた。それを確認した粒子が浮き輪を投げ込む。

　魄力を失い意識をなくしている梅花を見て、あのダイバーはすでに死亡していると思ったのだろうか。それだったらなおさら最後まで近くにいるはずだ。

　ダイバーの正体を見み極きわめたい真実だが、今はまず梅花の方が優先だ。

「海岸に私の自動車がある。岸田さん、玖鈴さんを引き上げたら、すぐに宿舎の医務室へ向かう。荒城くんが待機してるはずだ。地元の医者に診みられると面倒だからな」

　ダイバーが消えた海面を見やりながら真実はそう言った。




「梅花ッ!?」

　慌てて駆け寄ろうとする健児を制して真実は言う。

「すぐに魄力の充嗔を。あまり時間はないぞ」

　パティと一緒に真実はバスタオルで包んだ梅花の身体をベッドに下ろす。真実たちは梅花を助けると、すぐに自動車で宿舎に直行。健児が待機していた医務室に運び込んだところだ。

「生徒たちはもちろん、他の先生たちも魄型の話は知らない。知ってるのは学校の上層部だけだからな。救急車を呼んだ方がいいという先生もいる。いつまでも誤ご魔ま化かしきれないからな」

　真実がなんとか理由を付けておいたのだろう。医務室にいるのは事情を知っている人間だけ。つまり健児に梅花、そして真実、パティに粒子の五人だ。

「わ、分かってます」

　健児は梅花に心配げな視線を送り、すぐに魄力車の方へ戻る。

「現在のモニカの状況ですが、脈拍は一分間に一〇回程度。呼吸は稀まれに行う程度です。正確には計っていませんが、体温はやや低めという感じです」

　パティがそう報告した。

　ベッド脇のテーブルにはすでに魄力車が用意してある。健児は端たん子しを手に取り、ベッドに寝かされた梅花の元へと歩み寄った。

　そこで躊ちゆう躇ちよする。

「……なにをやってる？」

「あ、いや。その……」

　端子を手にした健児は梅花、真実、パティ、粒子と視線を巡らせ、そしてまた梅花へと戻す。

「ええと、端子は胸元にも付けなきゃならないので……」

「ああ、気にするな。君以外は女だけだしな。玖鈴ちゃんも健ちゃんに見られるならどうって事はないだろう」

　粒子はそう言うが、それでも健児は逡巡している。その頰ほおが赤くなっているのを見て心境を察したのだろう。パティはため息をつき、粒子は思わず梅花が寝ているベッドの枕元に駆け寄る。

「ええい、いい歳して何を赤くなっている！　そんな事では真しん理り探究の使し徒ととなれないぞ！」

　言うなり粒子は梅花の上半身を抱え上げ、スクール水着の胸元をバッと下ろす。一瞬、白くなだらかであるものの独特のボリューム感を持つ双そう丘きゆうが露あらわになる。

　健児は慌てて目を逸そらしながら言った。

「だ、だ、だから！　そこまで下ろす事はないんですよ！　その、何というか……。胸元で充分……」

「乳ち首くびの所までか？　その上か？」

「いや、その……」

「あまり時間がないと言ってるだろう。何だったら私がやる」

　粒子と健児のやり取りに、呆れたように真実が言った。

「いえ、やります。やりますから……、ええとその、超ちよう科か学がく的てき先輩。心臓のちょっと上くらいまででいいです」

「よし、おっぱいの上半分だな！」

「いや、そんなにおっぱいと強調しなくても……」

「強調するも何も、ただの脂し肪ぼうの塊かたまりをなんでそんなに気にする？」

「それはまぁ……。いや、でもただの脂肪の塊というわけでも……」

「「さっさとやる!!」」

　今度は真実とパティが声を揃そろえてそう言った。




　こめかみに二つ、そして心臓のやや上に三つ目の端子を付けた健児は魄力車を回し始めた。

　魄力を充嗔する時とは反対側に回り始めた魄力盤から、黄金の火花が閃ひらめきまるで妖よう精せいがダンスを踊るように、ケーブルを伝わり梅花の身体へと流れ込む。

「ほほお、これは面白い」

　魄力の充嗔を初めて目にする粒子は露ろ骨こつに興味を示す。少し離れ無言で見守っているがパティも同様だ。

「ラルフ先生たちから話には聞いていたが……。なるほど、確かに火花そのものが生きてるようだ」

　真実も感かん慨がい深ぶかげにそうつぶやいた。

「今後の研究の為に撮影してもいいか？」

　どこに持っていたのか、粒子がビデオカメラを取り出してそう尋ねた。躊躇する健児だが、真実が先に答えてしまった。

「まぁいいだろう。何か分かるかも知れない。しかし玖鈴さんや私たちは映すな。思わぬところから情報が流出する可能性もあるからな」

「うむ、分かってる。みんなの姿は記録しないように注意しよう」

　そう言う粒子はビデオの撮影を始めた。

　魄力盤は銀色から徐々に赤しやく銅どう色いろに変わっていく。以前、梅花を蘇そ生せいさせた時と同じくらいの魄力は流し込んだはずだ。さらに今は側にいる健児からも魄力が流れ込んでいるはず。

　それを考えると魄力はそろそろ充分なはずだ。まだ目を覚まさない梅花に健児が徐々に不安を覚え始めた時だ。

「……う、うぅん。う～～ん……」

　魄型として蘇生させた時と比べると、拍ひよう子し抜ぬけするくらいあっさりと梅花は目を覚ました。

「え、あ……」

　一時、眉まゆをしかめたものの、そこで梅花の顔から表情が消えた。どうやら自分の置かれている状況が理解できず命令受付状態になってしまったようだ。

　健児は慌ててハンドベルクリンゲルを取り出し、鳴らすと梅花に命じた。

「Was werde ich machen?」

　横たわり生せい気きのない目で天井を見上げたままで梅花は機械的にそう言った。

「え～～と……。もう大丈夫だ、魄力は充嗔したから……。いつも通りの生活に戻れる。じゃない、いつも通りの梅花として過ごしてくれ」

「Gern. いつも通りに過ごします」

　どうやら健児の命令はちゃんと受け付けられたようだ。

　一いつ旦たん、閉じた目蓋をすぐに開き、梅花は周囲を見回す。

「あ、あのあたし……。けほ」













　まだ海水の塩分が残っていたのか、少し咳き込んでから梅花は上半身を起こそうとする。

「良かった、梅花！」

「健児、あたし……」

　健児の姿をみとめた梅花の顔がパッと輝く。

　その時だ。梅花はスクール水着の胸元がずり下げられている事に気付いた。こうなるといつも通りの梅花が、駆け寄る健児に取る行動はただ一つ。

「いやぁああ!!」

　反射的に平手打ちが健児の頰へと飛んだのである。




「先程の浜辺での騒ぎですが、どうやら殻から間ま高校の生徒が溺れたようです」

　様子を見てきた算さん念ねんがそう報告する。

「幸いすぐに救助されたそうですが、いささか気になる事が……」

　夕方になり海からあがった弾だん指したちは再び袈け裟さに着替え、海岸近くの喫茶店でかき氷を食べているところであった。

「気になる事とはなんだ？　溺れたのは、蘇す芳おう神社の娘ではなかったのだろう？」

「はい、例の玖鈴梅花という娘です」

「ふむ……」

　その名に弾指は眉をひそめる。

「弾指殿、やはり何か思い当たるところが？」

　勢い込んでそう尋ねる算念、与よ念ねんに、弾指はこめかみに手を当てて答えた。

「いや、かき氷がつ～～んと来た。いやはや、しかしこれがかき氷の醍だい醐ご味みであるよのお。はははは」

　呵か々か大たい笑しようしてから弾指は付け加える。

「先日の式しき神がみの一件もあの娘が関わっていたようだ。それに四し方ほう家け一門、楸家の女も玖鈴梅花という娘からつかず離れず動いてる」

「それに玖鈴の家は、実み山やまの麓ふもとにありますからな」

「うむ」

　与念の言葉に肯くと、弾指は残っていた抹茶小豆のかき氷を一気に掻き込んだ。

「玖鈴、それに隣家の荒城という家も気になる。父上に調査して貰えぬか連絡をしたのだが……。少々、病状が悪化したようだ」

「なんと！　大事がなければ良いのですが……」

　心配する算念、与念に向かって、弾指は笑いながら答えた。

「いや、気にするほどの事ではない。『アイドルアットマーク』の新キャラの一人が、男おとこの娘こだったのでショックを受けただけの事だ。昨夜、電話したら、それもありではないかと言っていたから、もう大丈夫だろう。はははは」

「はぁ……」

『アイドルアットマーク』とやらが、人気のギャルゲーである事を知らない算念、与念はぽかんとして弾指の話を聞いているだけだ。

「さて、女じよ給きゆう殿。熱い茶を一杯もらえぬかな？　おお、そうだ。明日、拙せつ僧そうたちと一緒に泳ぎにいかぬか？　なに、こちらは僧侶だ。これほど、安心できる身しん上じようはあるまい」

　喫茶店の店員がアルバイトの女子高生と見て取った弾指は早速こなをかける。そのままキッチンの方で店員を追いかけていく弾指だが、算念、与念は他人の顔をしてかき氷をしゃくっていた。

　しばしの後、弾指が三人分の熱いお茶を乗せたトレーを手に戻ってきた。弾指が追いかけていたアルバイト店員はレジに立っているところだ。

「振られましたか」

　冗談めかしてそう言う与念に、弾指は厳しい顔をする。

「いま会計を済ませているあの男。我らの話に耳を澄すませて聞き入っていたぞ」

　ちりんというベルの音と共に男が喫茶店の外へ出ると同時に弾指はそう言ったのだ。

「まさか……。しかし断片だけ耳にしても、何の事だか分からないと思いますが……」

　茶をすすりながら弾指は算念、与念に答える。

「ふむ。安い茶だが、まぁいい。……だが話の端はし々はしに聞き知った単語があったとしたらどうだ？　聞き入らずにはおられまい」

「まぁ、それはそうですが……」

　なるほど。弾指は店員をナンパする振りをして、話に聞き入っている男を確認しに行ったのか。算念と与念は感心する。雲うん水すいたちとは二つほどテーブルを挟はさんだ店の入り口付近に男は座っていた。算念、与念の所からは男の顔は見えなかったのだ。

「それで弾指殿、今の男に思い当たる節は？」

「いや知らぬ顔だった。しかしどこかで見たような覚えがあるような気もするのだ。彫ほりの深い日本人離れした顔つきだったが……」

「尾行しましょうか？」

　算念の言葉に弾指は頭を振る。

「いや、あの雰ふん囲い気きはただ者ではない。うかつに尾行しても悟さとられてしまう。向こうが手を出さぬうちは、こちらも動かぬ方が得とく策さくだろう」

　そして茶を飲み終えた弾指は湯飲みを置き、にやりと笑みを浮かべて言った。

「いずれにせよ、これは面白くなってきそうだ」
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「……ふぅ」

　梅もい花かは温かい湯に肩まで浸つかるとほっとしたようなため息を漏もらした。

「大丈夫ですか、玖く鈴りんさん？」

　先に湯に浸かっていた白さ弓ゆみが心配そうな顔で尋たずねる。

「平気平気。溺おぼれていたと言っても、身体の方は大した事ないから。楸ひさぎ先生が言うのは、川に落ちた時の精神的なショックが影響してるだけだって。一応、かかりつけのお医者さんにも連絡取って貰もらったけど、それくらいなら問題ないでしょうって」

　梅花は笑いながら白弓にそう答えた。

　魄はく力りきの充じゆう嗔てんも無事に終了。梅花も意識を取り戻した。合計で十数分間は海の中に沈んでいた事になり、しかもその間ろくに呼吸もしていなかったのであるが、魄はく型がた化かした梅花は魄力により生命活動を維持していたのである。魄力が足りなくなり、一種の休眠状態に陥おちいっていた梅花だが、健児が魄はく力りき盤ばんから魄力を充嗔した事により無事に目覚めたのだ。

　真ま実さねが簡単な診察を行ったところ、身体には異常はないという事だった。見み戸と川がわに落ちた梅花を診みた医師に、真実が連絡を取ったというのも事実ではある。しかしその医師と病院にはすでに手を回しており、形式上、話を通しただけに過ぎない。それにより同行していた教師たちも納得してくれたのである。

　その結果、梅花はすぐにクラスメートへ元気な顔を見せる事ができたのだ。生せい気きのない様子で、真実の自動車に運び込まれるところを見ていたクラスメートたちは、皆心配していたが、夕食の時も旺おう盛せいな食欲を見せた梅花に、とりあえずは一安心したようだ。

　そして夕食後、入浴となったわけである。

「あまり長風呂はしない方がいいかもね」

　さすがの冴さえも梅花の身体を気き遣づかう。

「う～～ん、まぁ大丈夫だと思うけど……。それもそうね。軽く汗を流すくらいにしておくわ」

　自分の身に何も起きていない事、そしてこの程度でどうにかなるはずもないというのは、梅花自身が良く分かっている。しかし心配してくれる冴に話を合わせて、浸かっていた湯船から出ようとする。

　その時だ。冴の視線が梅花の胸元に釘くぎ付づけになった。

「……え、梅花。それ？」

　左胸の、ちょうど心臓の少し上辺あたり。ぽつんと赤くなった部分がある。虫に刺されたという雰ふん囲い気きではない。絆ばん創そう膏こうか何かを貼り付けておいて、勢いよく引きはがした痕あとか、あるいは……。

「ひょっとしてキスマーク!?」

　一時、緊張した冴だがすぐににやりと笑って、湯船から出ようとしていた梅花の脇腹を突く。

「ひゃん♡」

　出し抜けに脇腹を突かれたので、すっ頓とん狂きような声を上げてしまった梅花は、冴の視線を追いかけて、ようやく自分の胸に付いている赤い斑はん点てんに気付いたようだ。

「なにがキスマークよ！　これは……」

　そこで言いい淀よどむ。梅花は自分の胸に付いたその赤い斑点が何であるか分かっている。魄力車の端たん子しの痕だ。髪の毛に隠れて見えないが、こめかみにも同様の痕があるはずだ。魄力、すなわち生命電流がそこから流れ込み、細胞の活動が活発になるのだろうか、端子の痕はしばらく赤みを帯びるのだ。

「キ、キスマークって……。え？　え……？？」

　言い淀む梅花に白弓が真っ赤な顔になり、口元まで湯に沈んでいく。

「だからキスマークじゃないのよ、蘇す芳おうさん!!　これは……」













　また最後まで言わせて貰えなかった。

「キ、キ、キ、キスマークですってぇ!!」

　脱衣場に繋つながる曇くもりガラスのドアが出し抜けに開くや、全ぜん裸らの絲し織おりが手にタオルを一枚持っただけのあられもない姿で飛び込んでくる。

「玖鈴さん！　あなた、まさか……!!」

「は、はい……？」

　梅花だけではない。浴場にいた誰もが絲織が突然、乱入してきた理由が分からず、ぽかんとしている。

「あ、あの絲織さん。前、前……！」

　白弓がそう言っても興奮している絲織の耳には届かないようだ。

　その時だ。湯船から水中眼鏡装備の岸きし田だ粒たま子こが顔を出す。

「落ち着け、生徒会長。それに前くらいは隠したらどうだ？　見ている皆の方が恥ずかしいみたいだぞ」

　粒子にそう言われて絲織はようやく自分の状態に気付いたようだ。パッと頰ほおを赤くして手にしたタオルで前を隠しながら言った。

「お、お風呂だから別に恥ずかしくありません！」

　そういう割には恥ずかしそうである。そんな絲織に向かって粒子はさりげなく助け船を出してやった。

「まぁ生徒会長としては、自分の参加している臨海学校でやましい事があると困るんだろう。なあ纐こう纈けつさん？」

　粒子は絲織が健けん児じに好意を持っている事を知っている。いや、絲織にしてみれば『知られてしまった』のである。しばしの間、憤ふん然ぜんとした様子で粒子を睨にらみ付つけていた絲織だが、結局、その話に乗る事にした。

「そうです。私は生徒会長として、臨海学校での、そのふしだらな行為は……」

　頰が赤いのは湯に当てられたからではあるまい。絲織は梅花から視線を逸そらすようにしてそう言う。

「もう、嫌だなぁ。生徒会長まで」

　そう言って梅花は笑った。

「これは、ほら……。さっき溺れて医務室に運ばれた時に付いたんですよ。きっとＡエーＥイーＤデイーでも使おうとしたんじゃないですか？　まぁ使う必要はなかったんだけど」

「「本当？」」

　冴と絲織が口を揃そろえてそう尋ねた。

「本当、本当。だってほら、心臓の上辺りじゃないの」

　ＡＥＤを押しつけたにしては変だとは思っているようだが、例えそうでないとしても、先程、医い務む室しつに運び込まれた時、何か処置を受けた痕という事は確かに考えられる。

「まぁ、それはそうとしておきましょう」

　平静を装よそおいながらそう言うと、絲織は粒子の方へ視線を巡めぐらせる。

「それで岸田さん、あなたは何をしているのかしら？」

「一年生はクラス別に入浴時間が決まってるが、二、三年は人数が少ないから、クラスに関係なく一年と一緒に入浴して良い決まりだろう」

　水中眼鏡を額ひたいの上に上げた粒子はそう答えた。

「入浴時間の事を言ってるんじゃあありません！　お風呂での潜水は禁止です！」

「いや、実はな。念の為ため、湯船の中を確認していたら、こんなものを見つけてしまったのだ」

　そう言うと粒子は湯の下から何かを出して見せた。

「これ、水中カメラ？」

　梅花の言うとおりだ。古いデジカメに防水パックを取り付け、急きゆう造ぞうの水中カメラに改造したものらしい。

「それにこういうものもあったぞ。こっちは動画も撮とれるペン型カメラを改造したものだな」

　粒子が見せたのは、プラスチックのカプセルに入った指先ほどのレンズと機械。一定の方向を向いて湯の中に沈むよう、カプセルには錘おもりの金属片が貼り付けてあった。

「誰がこんな真似を……」

　さすがの絲織も絶ぜつ句くする。

「これはもう犯罪よねえ」

　冴も呆あきれ果てたようだ。

「はい、こんな事を許せません。いたずらではすみません!!」

「……蘇芳さん、ちょっと恐い」

　白弓の剣けん幕まくは、梅花が引きつった笑みで引くほどの勢いだ。

「まぁ、この程度のものでは、まともな撮影はできないだろう。玩具おもちやみたいなもんだ。お湯の中でなんか肌色っぽいものが映うつってる程度だな、うん」

「それにしても看かん過かできません。仕掛けた人間を特定して、しかるべき処罰を下さないと!!」

「そうです、その通りです。絲織さん!!」

　絲織と白弓は二人で気勢を上げている。

「それで岸田さん、犯人に心当たりはあるんですか？」

「まぁ女湯は底の方で男湯と繋がってるからな。男湯からそっと流し込んだか。先に入っていた誰かが風呂の底に沈めておいたか……」

　粒子が絲織にそう答えている途中だった。脱衣場の方から声が上がる。

「会長！　刈かり安やすさんが逃げました!!」

　それと同時に当の刈安茜あかねの声も響ひびく。

「逃げてない！　急用を思い出しただけよ!!　それにいくら私でも、そこまでやらないわよ～～!!」

　逃走しながらそう弁べん明めいしているようで、最後の方は声が小さくなっていく。

「刈安さん！　あなた!!」

　風呂場に入ってきた時と同様の勢いで、絲織は脱衣場から逃走する茜を追いかけていった。脱衣場にいた生徒がその絲織に叫ぶのが聞こえた。

「会長！　生徒会長、服！　服、着てくださ～～い!!」

「……あ、いけない。私とした事が……」

　絲織のそんな声が曇りガラスのドアの向こうから聞こえてきた。

「……纐纈さんて本当に面白い人だったのね」

　しばしぽかんとしていた梅花だが、ようやく我に返り、傍かたわらの白弓に向かってそう言った。

「ええ、まぁ……」

　やはり落ち着きを取り戻した白弓も、苦笑してそう答えた。

「しかしこれに気付かないとは、意外とお前さんも……」

　そう言いかけた粒子は、何かに気付いたようで、周囲を何度も見回す。そこでようやくパティの姿がない事に気付いた粒子は梅花に向かって尋ねた。

「パティちゃんは？」

「なんか用事があるんだって。シャワー浴びたからお風呂はいいって、どこか行っちゃったみたい」

「ふむ……。まぁいいか」

　そう言うと粒子はまたもやざぶんと湯の中に潜水していった。

　梅花も粒子もパティが姿を消した理由はおおよそ見当が付いている。『教きよう団だん』本部がヨーロッパで見つけた、魄型の資料や魄力車の予備パーツの受け渡しに関しての事だろう。

　梅花が魄型化する切っ掛けとなったあの事故を仕組んだものの正体も摑つかめていない。また健児や真実たちからすると、弾だん指したちも得え体たいが知れない不気味な存在だ。

　裏から手を回して警察や役所の協力は取り付けているものの何が起きるか分からない。そこで敢あえて殻から間ま市から離れた場所で受け渡しをする事になったのだが、健児や梅花たちもまだ詳しい受け渡し手段は聞いていないのだ。

　パティはその打ち合わせの為に出かけたのだろう。

「さて、ちょっと長湯しちゃったかな」

　冴から気き遣づかわれた事を思い出し、梅花はそうつぶやくと湯から上がった。




「ふぅ、ようやく人心地ついたわね。ダトー！　そっちは片付いたの!?」

　山さん荘そうに辿たどり着いたミメットは、とりあえずシャワーを浴びてきたところだった。

「はい、姐あねさん。冷蔵庫にひととおり食材が揃っていたんで、いま何か食べるものを作りますね」

『教団』から山荘の鍵かぎは預あずかっていた。この山荘はとある日本企業が所有する別荘という建たて前まえになっている。無論、その企業は『教団』が所有するダミー会社の一つ。そもそも経営実態は存在しない。滅多に利用される事はなく、稀まれに宿泊者がいても周辺に顔を出す事がないので、地元の人間には不審に思われているのだ。

「なにか飲み物はないの？」

　用意してあったバスローブを羽は織おりダイニングキッチンへ向かう。食材やバスローブも『教団』関連組織が予あらかじめ用意してくれたのである。

「ミネラルウォーター、ガス入り、ガス無し。ミルク、ローファットと成分無調整。それからビールにワイン……」

「ビールでいいわ」

　ミメットがダイニングキッチンに入ると、ちょうどダトーが冷蔵庫から缶ビールを二本出したところだった。

「それじゃ、任務成功の前祝いに乾杯といきましょうか。姐さん！」

「なにを言ってるの。あなたは明日の準備があるんでしょう。アルコールは駄目よ。ビールは私が……」

「そんなぁ、姐さん」

　しょぼくれた顔をするダトーに構わず、その手からミメットが缶ビールを取ろうとした時だ。

「アルコールに関してはあなたも同じです。ミメット鉱ミメタイト」

　次の瞬間、何かがミメットとダトーの間に飛び、缶ビールをはじき飛ばした。

「遠路はるばるご苦労さまでした。ミメット鉱ミメタイト、ダトー石ダトーライト。しかし任務成功を祝うのは二四時間後にしてください」

　しゅっと空気を切る音がする。目には見えないが、細い糸の先に結ばれた分銅のようなものが、缶ビールをはじき飛ばしたようだ。

「『月げつ長ちよう石せきの紅あか』？」

『教団』のエージェントはすべて鉱物に関するコードネームを与えられている。ミメット鉱ミメタイト、ダトー石ダトーライトもそうだ。二人のコードネームを知り、かつこの山荘に出入りできる人間。

　それは明日、彼らが運んできた資料の受け渡しに立ち会う人間。『月長石の紅』ことパティ・モーントシュタインに間違いない。

　ミメットが振り返った先には、殻間高校制服の上に深しん紅くのマントを羽織ったパティの姿があった。お互い初対面ではあるが写真で顔は見知っている。

　缶ビールをはじき飛ばした得え物ものを回収したのだろう。パティは手首を返した勢いで何かを受け止める。

「も、申し訳ありません。山道を登り切ったところで、少し気が緩ゆるんでいたようです」

　ミメットは直立不動の姿勢でそう弁明した。

　コードネームは鉱石由来なのは同じだが、特別な権限、任務を与えられる上級エージェントは、さらに色の名前が付け加えられる。

　すなわち『月長石』の『紅』と呼ばれるパティは上級エージェント。ミメット鉱、ダトー石のコードネームしか持たない二人は一般エージェントなのである。

　そして言うまでもなく、一般エージェントは上級エージェントに頭が上がらない。

「まあいいでしょう。それでは一応、荷物の確認を。よろしいですか？」

「は、はい！　用意しなさい、ダトー！」

「分かりました！」

　やはり直立不動の姿勢で待機していたダトーは、自分が背負ってきたリュックサックとバッグをパティの前に引っ張り出してきた。

　パティがリュックの口を開けると、頑がん丈じようそうな金属製のトランクケースが姿を現す。実のところミメットとダトーも、この中に何が入っているのか詳しい事は知らない。

『教団』から渡された時には、すでに金属ケースに入っていたのだ。ケースにはいくつも封印がされており開ければすぐに分かるようになっている。

　パティはそれぞれの封印を確認してから二人に向き直った。

「確認しました。ここまでの輸送任務、ご苦労様です。あと一日、よろしくお願いします」

　ほっと安あん堵どのため息を漏らしてからミメットは、念の為にパティに確認する。

「それでは受け渡しの手はずは予定通りと言う事で宜よろしいのですね？」

「はい。明日の夕方、こちらの山荘で直接、対象者に渡します。それまでこちらの荷物は誰にも触らせないように重ねてお願いします」

　二人のその会話を横で聞いていたダトーが不思議そうに首を傾かしげる。

「ダトー石ダトーライト。なにか疑問でも？」

「いえ、大した事じゃないんですが……」

　そう切り出したダトーをミメットは叱しつ責せきする。

「大した事じゃないのなら、『月長石の紅』を煩わずらわせるんじゃないの！」

「構いません、ミメット鉱ミメタイト。気になる事があるのならば、確認しておいた方がいいでしょう」

「そ、それもそうですわね。ダトー！　何か疑問があるなら、さっさと報告しなさい!!」

　ミメットの態度に目を白黒させながらもダトーは言った。

「あの～～、ほんと大した事ないんで、気にしないで聞いてください。……この荷物、いまここで『月長石の紅』に預かって貰うわけにはいかないんですか？」

「あなた一体、なにを……」

　言いかけたミメットだが考えを巡らせてやはり首を傾げた。

　なるほど。言われてみれば確かにそうだ。この場で持って帰って貰えば、ミメットとダトーは晴れて任務完了という事になる。あとはビールを飲もうが、即座に帰国しようが勝手なはずだ。

「勘違いしてはいけません。ミメット鉱ミメタイト、ダトー石ダトーライト。この荷物を受け取るのは、あくまで私が監視している対象です。その監視対象、茂も狩がり健児には、私以外の『教団』関係者が渡さないと意味がありません」

「……はぁ」

　肯うなずいてはみたものの、まだダトーはピンと来ないようだ。パティはそんなダトーと、やはり納得のいかない顔のミメットに向かって説明する。

「茂狩健児はまだ『教団』の規模や力を実感できていません。一方で京きよう都との四し方ほう家け関係者も茂狩健児に接触しています。まずは茂狩健児に『教団』の権けん勢せいを意識させる事が必要です。そうすれば今後の成り行きも我々が優位に展開できます」

「なるほど！　それで『金こん剛ごう石せきの白しろ』は、わざわざ私を指名したのですね!!」

　勢い込んでそう言ったミメットだが、パティは少し首を傾げてつぶやいた。

「……まぁ人選に難があるような気がしないでもありません」

「……はい？」

「何でもありません」

　わざとらしく咳せき払ばらいをするとパティは続けた。

「とにかく、『教団』を代表してミメット鉱ミメタイトとダトー石ダトーライトの二人が、茂狩健児にこの荷物を渡してください。ご存じのように茂狩健児は学生なので明日まで時間が取れません。明日の夕方、私がこちらに彼を連れてきます。その手はずで宜しいですね」

「分かりました」

『金剛石の白』に信頼されているという思いを新たにしたミメットは、今まで以上に元気良くそう返答した。




「え、なんだって？」

　浩こう助すけの話は右から左へと通り抜けてしまったようだ。健児は改めて聞き返す。

「だから明日の件だよ。帰りにちょっと寄っていかないかって事。岬みさきの上にある山荘にさ」

「なんだよ、岬の上の山荘って？」

「全然、聞いてなかったのかよ！」

　浩助は向かいの二段ベッドの上から身を乗り出す。そろそろ消灯時間。生徒たちは部屋に戻りベッドに入っていた。

「岬の上に怪しげな山荘があるんだってよ。険けわしい山道の先にあって、地元の人でも誰が使ってるのかよく分からないらしいぜ。先輩に聞いたんだけど、毎年、その敷しき地ちで肝きも試だめしやるんだってさ」

「帰りにか？」

　臨海学校の行きは学校に集合だったが、帰りは現地解散という事になる。ここから自宅までは各自で向かう事になる。ただし帰宅した時点でクラス委員に連絡。クラス委員は担任に誰が帰宅したかを報告。全員の無事帰宅が確認できた時点で臨海学校は無事終了となる。

　建前は自宅に直行せよとなっているが、途中でどこかに寄ってもそんなに遅くならないようならさして問題視はされない。それに臨海学校は制服で参加、水着や着替えなどの荷物もある。遊びに行くとしても面倒なのは事実だ。

　もっとも予め都心のコインロッカーに着替えを預けておき、帰りに制服や水着と入れ替え、そのまま遊びに行く生徒が毎年何人かいるのも事実だ。

「ああ、あんまり遅くならなきゃいいだろう」

　浩助はそう言うが、健児には用事があるのだ。『教団』が発見した魄型の資料や魄力車のパーツの受け渡し。まだ詳しい場所や時間は聞いていない。

「う～～ん、俺用事があるから……」

「ま、まさか！　玖鈴さんとデートか!?」

「そんなわけないだろう!!　買い物があるんだよ。親父に頼まれているんだ」

　健児の両親はアンティークショップを経営している。細こま々ごまとした飾り付けの品や、通販用の梱こん包ぽう材ざいを、健児が買いに行くのは珍しくないから、そう誤ご魔ま化かしてもばれる事はあるまい。

「う～～ん、それは残念だなぁ。お前が来ないと面白くない」

「なんだよ、それは？」

「だってクラスの男子、いや一年男子全体で屈くつ指しのいじられキャラだろ。お前」

　浩助がそう言うと、同じ部屋にいた男子生徒の間から笑いが漏れた。どうやら浩助の指摘どおり、健児はいじられキャラとして定着してしまっているようだ。

　いつも周囲に女の子がいるのは癪しやくに障さわるのだが、健児本人がそれを鼻にかける事もなく、むしろおろおろとしている様さまは、クラスの他の男子にしてみればちょっとした見せ物になってしまっているのだ。

「あ～～、でもよ。佐さ藤とう」

　奥のベッドに寝ていた同じクラスの中なか井いが携帯を見ながら声を掛けてきた。

「明日、夕方から天気が荒れるらしいぜ」

「まじ？」

「ああ、いま天気予報で言っていた。雨かも知れないってさ」

　どうやらワンセグでテレビを見ていたようだ。

「う～～ん、これは夕方からってわけにはいかないか。やるとしても昼過ぎには……」

　浩助がそう言った時だ。やにわに部屋のドアが開け放たれる。

「おい、何を言ってるんだ。消灯時間だ。電気を消したまえ！」

　そう言うのは教師ではない。柏かしわ木ぎ一いち郎ろうだ。

「まだ時間あるじゃないか」

　誰かが不平を言うが、まるでそのタイミングを見計らっていたように、宿舎内のスピーカーから消灯時間を告げるメッセージが流れた。

「ほら消灯時間になっただろう。言うまでもないが、起床時間まで部屋を出るのは禁止だ。分かっているな。それでなくても女湯の仕掛けカメラの犯人が見つからずに先生や生徒会長がぴりぴりしてるんだ。あまり騒ぎを起こすなよ」

　柏木の言うとおり、結局、女湯に仕掛けてあった盗撮用カメラの犯人は見つからなかった。一番、怪しいと思われた刈安茜にはアリバイがあったのだ。

　まぁ単なるいたずらだと思うけどな。カメラを回収する方法も考えてなかったようだし。健児に事の次第を教えてくれた粒子はそう付け加えていた。

「ほら、携帯はしまえ！　それに帰宅途中にどこかに寄るのも禁止だ。家に帰るまでが臨海学校だからな！」

　ありがちすぎてギャグになっている台詞せりふでも、柏木が口にすると一つも笑えない。

　電気を消して柏木が出て行くのを待ち、健児たちはベッドに潜り込んでいた。

　もっともほとんどの高校生にとってはまだ宵よいの口くちと言ってもいい時間帯だ。毛布を被かぶったところで寝られるわけもない。そこかしこで他た愛あいのないおしゃべりが続いている。

　……それにしても。

　健児は思いを巡らせていた。

　気になるな、梅花を助けてくれた人。

　梅花が海に沈んだ時に現れたウェットスーツ姿の男性の事だ。話を聞いた時、健児はもちろん、真実や粒子、パティもその男性の正体を訝いぶかしんだ。

　まず健児たちが乗ったボートが近寄る前に姿を消してしまったという事。普通なら救助が終わるまでそこにいるはずだろう。

　そして水中に沈んでいる梅花を見ても、特に疑問を抱いだく事もなく、そればかりかハンドメッセージで落ち着けと伝えたらしいというのだ。ウェットスーツ姿の男はまるで梅花の身体の事を分かっていたかのようだ。

　真実は『教団』関係者を疑ったが、パティはそれを即座に否定した。あの雲うん水すいたちも除外してよい。彼らは式しき神がみ騒動には巻き込まれたが、梅花が魄型という事はまだ知らないはずだ。

　すると、誰だ？

　見戸川に架かる橋に細さい工くをした犯人なら、梅花を助けるような事はしないはず。いや、魄型化した梅花を観察したいのなら、敢えて助ける可能性もあるか……。

　自分自身の性格もあり、どうしても健児はそういう方向に考えが行ってしまう。

　まだ誰かいるのか……？　俺や梅花を見張っている人間が。

「……やっぱやろうぜ。健児」

　浩助がそう言ってきた。

「何をだよ」

　考えを中断された健児は、不機嫌にそう答えたが、浩助はさして気にしていないようだ。

「だからさ、岬の上の山荘で肝試しだよ。なんでも真っ昼間でも暗いらしいから、肝試しにはなるんじゃないか？」

「用事があるって言っただろう。それにその山荘って、誰かの別荘じゃないのか？　黙って入ると文もん句く言われるぞ」

「大丈夫だって。先輩たちの話じゃ、今の時期はいつも人の気け配はいがないって言うし。それに地元の人たちだって、ろくに使っているところは見た事ないらしいぜ」

「それって……」

　はたとそこに考えが至り健児は口をつぐむ。浩助は健児が考えあぐねていると思ったのか、さらに続けて言った。

「大丈夫だって、天気が悪くなるから昼過ぎには終わるようにするよ。それなら夕方には都心に出られるだろう？」

　健児の買い物先を都心と決めてかかっているのだろう。浩助はそう言ったが、もともと買い物の予定などないのだから、健児にはどうでもいい。

　それよりも健児が気付いたのは、その山荘の持ち主だ。

　まだパティから受け渡しの場所は聞いていない。ここから殻間市へ帰るには、都心を横断する事になるが、何となく健児はその途中で受け渡しが行われるのではないかと思っていた。

　しかしそれなら最初から都心で受け渡しをすればいい。臨海学校が開催されるタイミングに合わせなくてもいいはずだ。

　やっぱり、この近くなのか？　まさか、その山荘って……。

「なぁ、どうする？」

「考えてお……」

　健児がそう答えかけた時だ。またもや部屋のドアがいきなり開け放たれた。

「こら！　もう就寝時間だ！　何を話してる!!」

　そう怒鳴り込んできたのは、これまた柏木一郎だ。

「お前だって、なにほっつき歩いているんだよ！」

　奥のベッドから中井がそう反論するが、柏木は事も無げに言い返した。

「僕が臨海学校のクラス責任者というのは知ってるだろう。規律を守らせる義務があるのだ！　さぁ、無駄話をしてないでさっさと寝ろ!!」

　浩助や中井たちはため息や舌打ちと共に再び毛布を被った。それを確認してからようやく柏木は部屋の外へ出た。

「……まったく、あいつ俺たちの事見張ってるんじゃないのか？」

　暗くなった部屋の中で中井がそうぼやくのが聞こえてきた。

　しかし、本当にそうだとしたらまずいぞ……。

　健児はベッドの中でそう考えていた。

　もうパティの所へ行って事実関係を確認する時間はない。就寝時間に女子の部屋に行って、教師か柏木に見つかろうものなら大変だ。明日の朝一番で確認するしかないだろう。

　もしも山荘が本当に『教団』のもので、そこで受け渡しをするなら、浩助たちを行かせないか場所を変更するか、何かの対策が必要になる。

　まったく、厄やつ介かいな事を考えてくれたな。健児は暗い部屋の中で、浩助の寝ているベッドを睨んだ。




　あれだけの荷物を運んできた疲れもあるのだろう。ダトーはソファで大イビキをかいていた。

「まったく、いい気なものね」

　パティからたしなめられたにも拘かかわらず、ミメットは三本目の缶ビールを開けたところだった。

「こちらは不寝番よ。まったく……」

　先程までベッドで仮眠をとっていたものの、運んできた荷物から目を離すわけにはいかない。そこでミメットとダトーは交代で見張る事にしたのである。

　リビングには大型テレビが置いてあったが地上アナログ波専用で、しかもあまり電波状態も良くない。さらに言うならビデオデッキやＤＶＤ、ＴＶゲーム機もない。

　映りのあまり良くないＴＶでは、サッカーの試合が中継されていたが、ミメットは眠気覚ましに眺めているだけ。他のテレビ局は放送を終えているか、外国人のミメットには訳のわからない深夜番組しか流れていない。

「ふあぁあ～～」

　気の抜けた欠伸あくびをする。夜明け前にはダトーと見張りを交代する予定だが、例の荷物はリビングのど真ん中に鎮ちん座ざしており、そうそう手を出せるはずもない。

　ちょっと寝ちゃおうかしら……。いやいや、『金剛石の白』直じき々じきに指名してくださった任務。そんな事でどうするの！

　缶ビールを飲みながらという時点で、すでにどうかという状況であるが、ミメットはそれなりに自分を叱しつ咤たする。

　その時だ。テーブルの上にあった携帯がメールの着信メロディーを流す。その瞬間、ミメットの表情が厳しくなり酔いも吹き飛んだ。

　この携帯のメールアドレスは『教団』関係者しか知らない。パティとの連絡もこの携帯で行う手はずになっている。

　そもそも携帯端末自体、『教団』関係者専用の物だ。

　携帯を取り、メールを確認してみると、案あんの定じよう、それはパティこと『月長石の紅』からのものだった。

『教団』関係者同士のメールをやり取りする場合、文頭へ数字の羅ら列れつからなる暗号を入れる決まりになっている。それは日時をもとに一定の計算式で割り出されるもので、暗号の発生と照合は、『教団』が携帯にインストールしたアプリケーションでできるようになっている。

　ミメットは念の為、アプリを立ち上げ暗号とメールの発信日時を入力する。どうやら暗号は間違っていない。するとこのメールは確かに『教団』関係者、この場合は『月長石の紅』から発信された事になる。

　ミメットは改めてメールの文面を確認した。

「受け渡し方法の変更……？」

　どうやら何かアクシデントが生しようじたようだ。この山荘に想定していなかった人間が来る可能性があるので、受け渡し方法を変更したいと言ってきたのである。

　詳しい方法はまた朝に連絡する。メールはそう結むすんであった。
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「いやぁ、例の山さん荘そうがパティさんの親おや御ごさんが経営する会社の持ち物だったとはねえ」

　頻しきりに感心しながら浩こう助すけが言う。

「それにしてもお邪魔しちゃっていいんですか？　社員の方が使ってると言ってたけど」

「ふあああ……。あぁ失礼しました。ええと、気にする事はありません」

　先頭を歩くパティは、一つ欠伸あくびをしてから振り返り、浩助に向かって答えた。

「どちらにせよ、私も顔を出す予定でしたし、社員の方も昼過ぎには退出するはずです。まぁあまりおかまいはできませんが、お茶くらいは出せます」

「でも肝きも試だめしするって話じゃなかったの？」

　山道を登りながら首を傾かしげる冴さえに健けん児じは言った。

「パティさんのお父さんの会社が持ってる山荘なんだろう。敷地を勝手に使うわけにもいかないし、中に入れて貰もらうだけでも有り難いと思わなきゃ」

「う～～ん、なんか手段と目的がひっくり返っちゃった感じねえ」

　冴に水を向けられた梅もい花かも苦笑する。

「え、ええ。まぁ……」

　そんな二人を横目で見ながら、健児は少し足を速め、パティの横に付くと小声で言う。

「これでいいんですか？」

　声を潜ひそめて話すのならパティの方が得意だ。唇を動かしている気け配はいすら見せず、健児にだけ聞こえるように言った。

「行きたいというのを止めるのも不自然ですし、また今から受け渡しの場所を変えるのも危険があります。山荘には充分な部屋がありますから、誰もいない所で受け渡しをすればいいだけの事です」

　パティのその答えに健児はため息をついた。

　朝食の時間に健児はパティの所へ赴おもむき、受け渡し場所の確認をしたのである。案あんの定じよう、その場所とは岬みさきの上の山荘。浩助たちが肝試しに行くと言っていた場所である。

　何とか理由を付けて肝試しを断念させるか、あるいは受け渡し場所を変更するかと考えた健児の思おも惑わくとは裏腹に、パティは浩助たちに山荘は自分の父が経営する会社が借りているものだと言ったのだ。

　まだ納得のいかない表情の健児に、パティは重ねて言った。

「怪しまれずに誤ご魔ま化かすにはこれが一番です。戦闘の極意と同じで、相手の懐ふところに飛び込む事が肝かん要ようです」

「肝要ねえ……」

　健児は後ろから付いてくる冴や浩助たちを見ながらそうぼやく。

「まぁ気にするな、荒あら城きくん」

　そう声を掛けるのは殿しんがりを歩いている真ま実さねである。

「教師が同行しているんだ。問題はない」

「私もいるからな！」

　真実の前でぴょんと跳とび上がるのは超ちよう科か学がく的てき先輩こと岸きし田だ粒たま子こだ。

　梅花とこの二人が付いてくるのは当然だ。当事者と事情を知っている人間だからだ。それに加えて浩助や冴、優ゆう香か。そして中なか井いたち他のクラスメート合わせて五、六人もいるのである。彼らに梅花の秘密や、パティの素す性じようが知られたらと、健児にしてみれば気が気ではない。

　それに他にも気になる事がある。

「あの、資料や予備パーツって結構、量ありますよね？　それを俺が持って帰ったら、みんな不思議に思うんじゃないかって……」

「ああ、そうだ。荒城くん」

　やにわにパティが声を上げて言った。今までのような周囲に悟さとられぬような話し方ではない。むしろ意識的に周りの人間に聞かせているようだ。

「荒城くんのお父さんは、確かアンティークショップを経営していましたよね」

「……ええ、まぁ」

　突然、何を言い出すのかと狐につままれたような顔で健児は答えた。

「実は山荘に年代物の食器や本があるんです。父から処分していいと言われてるんですけど、良かったら引き取ってくださいますか？」

「……はい!?」

「もちろん、梱こん包ぽう材ざいやバッグはこちらで用意します。搬はん入にゆうの時に使ったのが残ってるはずですから。どうでしょう？　こちらの我わが儘ままで引き取っていただくのですから、代金は言いい値ねで構いません」

「良かったじゃないの、健児」

　パティが何を言っているのか、その意味を察さつしたのだろう。梅花が後ろからそう言ってきた。

「うむ、もしかしたら掘り出し物があるかも知れないぞ。健ちゃん！　科学関係の資料があったら、是非譲ゆずってくれ!!」

　さっそく粒子も尻しり馬うまに乗る。

「はぁ……。そういう話だったら、引き取らない事もないけど」

　この手の偽ぎ装そう工作に関しては、さすがにパティの方が一枚上手だ。健児も同意するしかない。

「少し雲行きが怪しくなってきたな」

　真実が木々の間から空を見上げて言った。山荘へ繋つながる山道はかなり険けわしく、そして周囲もうっそうとした雑ぞう木き林ばやしに覆おおわれている。確かに肝試しには向いているかも知れない。

　それを差し引いても、空が暗くなってきているのも確かだ。

「先を急いだ方がいいですね。一雨来そうです」

　パティが言った。

「すでに敷地の中に入ってますから、山荘まではもう一息ですよ」

「へえ、すげえなあ。この辺も山荘の敷地なんだ。パティさんのお父さんて実は超金持ち？」

　中井が出し抜けにそう言った。その瞬間だ。健児はパティの顔に一瞬、今まで見た事がない影が差したように思えた。しかしそれも僅わずかな時間の出来事。パティは中井の方へ振り返ると笑みを浮かべて答えた。

「まぁ、お金持ちという程ではありませんが……」

　後の言葉は濁にごす。その笑顔が心からのものではない事は健児も充分に承知している。そしてそれはいつもの事だ。しかしなぜだろうか、健児にはパティのその仮面の笑顔が、いつにも増して空そら々ぞらしいものに思えた。

「あ、あそこです」

　パティが山道の奥を指さしてそう言った時だ。冷たい風と共に雨がパラパラと落ちてきた。

「急ぎましょう」

　小走りに山道を上がっていくと、すぐに赤い屋根の山荘が目に入る。健児の後で浩助や中井が声を上げた事でも分かるように、こんな山の真ん中にあるにしてはかなり立派な造りだ。

　小雨の中、パティはドアに歩み寄り呼び鈴を押す。しかし反応はない。追いついた健児はパティの面が見る間に険けわしくなっていくのに気付いた。

「おかしいですね、誰もいないようです」

　健児以外のクラスメートには平静を装よそおいそう言うが、パティが何かを感じているのは確かだった。後ろにいる人間には見えぬよう、自分の身体で隠しながらドアの鍵かぎを開ける。

　鍵は一種類だけではない。普通の鍵が二本。上下に並んでいる鍵穴に差し込む。それだけでも厳重なのに、ドアの隙すき間まに偽装されたスロットにカードキーを通す。さらにしばらくの間、ドアノブに親指を当てていたのは指し紋もん認証、覗のぞき窓まどを覗いていたのは網もう膜まく認証なのだろう。

「どうしたの？」

　徐じよ々じよに雨あま脚あしが増してきた。冴が痺しびれを切らせて尋ねてきた頃、ようやくドアの向こうでがちゃりと鍵の開く音が聞こえてきた。

「しばらく使ってなかったので、鍵が錆さび付いていたのかも知れませんね。あとで油を差しておかないと」

　パティはそう弁べん明めいしてからドアを開けた。

「ミメットさん、ダトーさん。いませんか？」

　そう声を掛けるが返答はない。

「あれ、会社の人って外国の方？」

　冴が少し気き後おくれしたように言った。

「ええ、まぁ。ダトーさんは日系ですが。お二人とも日本語は堪たん能のうなので問題はありませんよ」

　冴にそう答え、再びドアの向こうへ視線を送ったパティの表情が、さらに厳しくなる。

「茂も狩がり健児」

　任務モードに戻ると、パティは声を潜めて言った。

「山荘に誰か入った形跡はありませんが、待機しているはずのエージェント二人が居ないようです。注意してください」

「注意しろって言われても……」

　健児には構わずパティはクラスメートたちの方へ振り返ると言った。

「どうやら二人とも外に出ているようです。雨もひどくなってきたので、中に入っちゃってください」

「ふう、これでとりあえず雨はしのげるなあ」

「駅に直行していたら降られていたよねえ」

　浩助や優香たちはそう言いながら山荘へ入ってくる。ドアのところでみんなを迎え入れていたパティの所へ来た真実が尋ねる。

「なにかあったのか？」

　一いつ旦たん、中に入った梅花と粒子もパティの元へ戻ってきた。

「待機しているはずのエージェントが居ません」

　そう答えながらパティは携帯を取り出す。

「昨日の打ち合わせでは、夕方までこちらに待機してるはずだったのですが……。こんな事になって少し予定が早まったとはいえ、黙って山荘を空けるはずはありません」

　パティが携帯で連絡をしようとした時だ。先に携帯から着信音が鳴る。発信先表示を見たパティは厳しい表情のままで通話ボタンを押した。

「一体どういう事ですか!?」

　出し抜けにそう言い放つ。中にいるクラスメートたちには聞こえぬよう、声量は抑おさえているが、傍かたわらにいる健児たちにもその憤ふん激げきぶりは充分に伝わってくる。電話の向こうの人間も混乱しているようだ。何事か早口でまくし立てているのが聞いて取れる。

「いえ、そのような指示は出していません。……おかしいですね、私たちの携帯は『教きよう団だん』が調達、改造したものです。部外者が入手できるはずが……。いえ、それはいいでしょう。今はまず回収作業を優先しましょう。私も海岸に向かいます」

　そこで一旦、通話を切るとパティは健児と梅花の方へ向き直る。

「有り難くない話です。どうやら何者かが、受け渡し手段についてニセの情報を、待機していたエージェントに流したようです」

「それじゃ、魄はく力りき車しやのパーツや資料は!?」

　思わず声を上げてしまった健児をパティが手で制止する。山荘の中ではなかなか入ってこない健児やパティを、冴たちが不思議そうな顔で見ていた。

「入りましょう」

　パティはそう促うながしてから続けて言った。

「今朝早く私を名乗る人間からのメールで、昼に荷物をボートに載のせて沖合に流せと連絡があったそうです。想定外の人間が山荘に向かうのが分かったので、念には念を入れて海の上で受け渡しをすると言ってきたとか」

「想定外って……。俺たち、いや浩助たちの事か？」

　健児は怪け訝げんな顔をする。浩助たちが山荘で肝試しをやろうと言っているのは、今朝の時点ではクラスの中のごく一部しか知らなかったはずだ。

「偶然かも知れません。いずれにせよ、魄力車のパーツや資料は、無人のボートに載せて沖合に流してしまったそうです」

「そんな!?」

　健児と梅花が同時に声を上げ、室内にいた冴や浩助たちはますます怪け訝げんな顔をする。そんなクラスメートたちの方へ向き直ってパティは言った。

「会社の人たちが、散歩に出て道に迷ってしまったそうです。いま携帯に連絡がありました。ちょっと迎えに行ってきますね」

「あの、でも……」

　言いかけた冴にパティは付け加える。

「冷蔵庫や食器棚のものは自由に使ってください。どうせ会社のお金ですから。すぐに戻ってきます」

　そしてパティはドアの方へ戻っていった。

「ちょ、ちょっとパティさん！」

　健児は慌ててパティを追いかけて言った。

「俺も行く」

「あたしも！」

　梅花も続けてそう言った。健児はちょっと戸と惑まどったような視線を梅花に向けていたが、やがてパティの方へ向き直ると続ける。

「俺の所へ送ってきたものなんだろう？　だったら俺が行かなきゃ」

「誰がそんな真ま似ねをしたのか分かりません。危険です」

　確かにパティの言うとおりだ。荷物の中に入っているのは魄力車のパーツや魄はく型がたの資料。喉のどから手が出るほど欲しい人間もいるだろう。場合によっては手段を問わずという事にもなりかねない。

　しかし健児は言った。

「それでも行く。梅花を元に戻すには、絶対に必要なものなんだ！」

「それは……」

　一時、迷ったものの、パティは結局、健児の申し出を受け入れる事にしたようだ。

「仕方ありませんね。無理はしない事。そして私の指示には従って貰います。モニカも、それでよろしいですね？」

「分かってるわ」

　梅花も肯うなずいた。しかしパティが梅花も同行させるつもりと知って健児は一時、戸惑いの表情を浮かべる。

「モニカは電気ゾンビ、いえ魄型です。使い方によっては有効な手段になります」

　あくまでシビアな判断を下すパティに梅花は笑う。

「まぁ、そういう事にしておいてもいいわ」

「それでは急ぎましょう。ボートを流したのは、宿舎の側の海岸です。普通に山道を通ると時間がかかりますが、実は抜け道があります。かなり険しくなりますが、すぐに海岸に出られます」

　昨日もパティはその抜け道を通って、宿舎のある海岸と山荘を行き来したのだ。

「私も行った方がいいようだな」

　真実はそう言った。

「念の為、真実と粒子のどちらかがここに残ってください。何かあった時、困ります。それにクラスメートの皆さんに、私たちがいなくなった事も口くち裏うらを合わせておかないといけません」

「岸田さん、あなたが残ってくれ。携帯の電源は常に入れておくようにな」

　即座に判断した真実は有無を言わさぬ口調でそう言った。さすがの粒子もこれでは従わざるを得ない。

「ううむ、仕方ないな。私の力が必要ならすぐに連絡してくれ」

「必要にならないよう、事を済ませるつもりです」

　かねがね粒子が苦手だと公言しているパティはいささか冷たい口調でそう言うと、改めて健児たちの方へ向き直る。

「それでは急ぎましょう」




「姐あねさ～～ん！　一体何が起きたって言うんですか!?　姐さぁあ～～ん!!」

　慌てて山道をとって返し始めたミメットに向かってダトーは叫んだ。

「だから！　昨日のあのメールはフェイクだったのよ！　誰かが私たちを引っかける為ために流したの!!」

「そりゃまたなんで？　っていうか、姐さんの携帯は『教団』から受け取ったものだし、アドレスも『教団』関係者しか知らないんでしょ？　一体誰が……」

「こっちが聞きたいわよ!!」

　ミメットは苛いら立だちに任まかせて声を荒あらげた。

「とにかく今は海岸に戻って、ボートを回収しないと。『月げつ長ちよう石せきの紅あか』も海岸へ向かっているはずよ」

　降り始めた雨でぬかるんできた山道を駆かけ下りながらミメットはそう話した。

「あれ、でもそれならここで『月長石の紅』を待った方がいいんじゃないんですか？」

　ダトーにそう言われてミメットはようやくその事に気付く。そう言えば昨日の晩はパティも長時間、宿舎を離れる事ができなかったはずだ。この山道を上り下りするのでは、かなり時間がかかる。

　すると……。

「山荘から海岸に出る近道があるんじゃないですかねえ」

　何気なくそう口にしたダトーをミメットはキッとなって睨にらみ付つけた。いまパティに連絡して近道を聞くのも何やら罰ばつが悪い。

「急ぐわよ！」

　そう言い放つとミメットは再び山道を下り始めた。




「こっちには何もないです」

　白さ弓ゆみは洗い場を一通り見てからそう絲し織おりに報告した。

「そう、何か残っていればと思ったんだけど……」

　答える絲織は湯を抜いた風呂桶おけの中にいる。昨日の盗撮未み遂すい事件を重要視した絲織は、生徒たちが解散した後も宿舎に残り、風呂場に犯人の正体を示す証拠が残されていないかと調べている最中なのである。

「岸田さんはいたずらだって言ってるけど、それにしてはたちが悪すぎるわ。状況から察して犯人は校内の人間でしょうから、絶対に見つけて処しよ罰ばつしてやらないと！」

　絲織はまだ憤ふん然ぜんとしているようだ。男湯でも生徒会の男子役員が調査を行っている最中である。

「でも何か痕こん跡せきが見つかっただけでは、犯人は分からないんじゃないですか？」

「大丈夫よ、白弓」

　二人だけという事もあって絲織は砕けた口調で白弓に答えた。

「私にはお呪まじないという手段があるんだから。証拠が見つかれば、犯人がどういう人くらいかは特定できるかも知れないわ。それにこれは人のためになる事だもの」

「……はぁ」

　お呪いで犯人を特定できても、それを他の人に信じさせるのは難しいんじゃないかと思う白弓だが、敢あえてそれを口にする事はなかった。




「さすがにこの前の生徒たちに見つかると不審に思われるのではないでしょうか？」

　算さん念ねんが笠かさの下からそう言ってきた。

「うむ。しかしやむを得ない。駅前で待っていたが、蘇す芳おう神社の娘は姿を見せなかったからな」

　そう答えるのは弾だん指しである。肯いて与よ念ねんも言った。

「やはりまだ宿舎に残っているのでしょうか」

「そうとしか思えぬな」

　弾指と算念、与念たちは、白弓が臨海学校の宿舎から帰ってくるのを確認するため、駅前で待機していたのだ。しかし臨海学校を終えた殻から間ま高校の生徒たちの中に、白弓の姿はなかった。そこで弾指たちは宿舎の様子を窺うかがいに来たのである。

「雨がひどくなってきたな。風も強い。ひょっとして天気が回復するまで宿舎で待つつもりかも知れない」

　昨夜の盗撮騒動の事など知らない弾指はそう考えて雨空を見上げていた。そして何気なく海岸の方へ視線を巡めぐらせる。海も相当荒れてきたようだ。これでは到底、海水浴などできない。

　蘇芳神社の娘は海岸には行ってないだろうな。そう考え宿舎へ歩ほを進めようとしたその時だ。弾指の視界の端はしにその姿が飛び込んできた。

「あれは……。確かあの時の男子生徒」

　海岸へ視線を戻すと、そこには健児と梅花。そして真実、パティの姿もあった。四人はこの荒こう天てんの中、海にボートを出そうとしているようだ。貸しボート屋には連絡が行っていたのか、すぐに二に艘そうのボートに分乗して沖へ向かう。健児、梅花、そしてパティの三人が制服姿というのも違和感がある。

「様子が変だ」

　直感的に弾指はそう感じる。

「向こうの様子を見た方がいい。何かあれば蘇芳神社の娘にも影響が及びかねない」

「はい！」

　算念、与念が答えるより早く、弾指は雨う中ちゆうを海岸へ向かって駆けだしていた。




「あそこだ！　あれに間違いない」

　健児は波間に揺れるボートを見つけた。すぐに気が付いたので幸い荷物が入ったトランクを載せたボートは、そんなに沖合まで流されていなかった。

　二手に分かれた方が早く発見できるだろうと思ったのだが思った通りだった。健児が先に目的のボートを見つけたのだ。

「良かったぁ、割とすぐに見つかったじゃない」

　健児の横で梅花が胸をなで下ろす。もう一艘のボートには真実とパティが乗っているのだが、少し離れた方を探していた。

　手を振ってから携帯で見つかった事を真実に連絡する。

「焦るな、荒城くん。私たちが行くまでうかつに近づくなよ。モーントシュタインが言うように、この一件を仕掛けた黒幕が近くにいるかも知れない」

「分かってます」

　そう答えて健児は一旦、携帯を切る。その時だ。梅花が荷物を載せたボートを指さして叫んだ。

「健児、誰かが近づいてくる！」

「近づいてくるって、ここは海の上……」

　そうか！　ダイビングの装備でボートに近づけば分からないはずだ。梅花が指さす先では、まさにスキューバダイビングの装備を付けた人間が、荒れる波なみ間まに顔を出してボートへ泳ぎ寄っていくところだった。

「まずい、止めないと」

　健児はオールを漕こぐが、波が荒い事もあってなかなか思うように近寄れない。もっともそれはスキューバタンク装備の男も同じようだ。荒れる波に揺られるボートになかなか近づけない。

「よし！」

　意を決して健児は立ち上がる。もっともボートが揺れるので、すぐによろめいて座り込んでしまうが、それでもすぐに制服の上着を脱ぐ。

「ちょっと、何するのよ。健児!!」

「ここからなら、この波でも泳いでボートに近づける。あの荷物の中には魄力車の予備パーツと資料が入ってるんだ。得え体たいの知れない人間に渡すわけにはいかない」

「もしかしたらあの人は、あたしを助けてくれた人かも知れないわ。事情を話せば分かってくれるかも……」

「それはない」

　健児は一言の下に否定する。

「あそこからなら梅花の姿は見えてるはずだ。それなのにこちらは気にしてない。同一人物かも知れないけど、こちらに荷物を渡すつもりはないみたいだ」

「だったらなおさら危険じゃないの！　仲間がいるかも知れないわ。パティさんが来るまで待った方がいいわよ」

　パティと真実が乗ったボートは徐々に近づいてきているが、まだ追いつける程ではない。

「時間がない。仲間がいるなら、なおさらだ」

　健児は海に飛び込もうとする。それなりに泳げる健児だが、この荒天に海に飛び込むのは無謀だ。念の為、ボートに備え付けてあった救命胴どう衣いを着けているが、それだけでは何とも心こころ許もとない。

「待ってよ、健児!!」

　梅花は健児の手を取り叫んだ。

「じゃあ、あたしが行く！　あたしに命令して。あたしは魄型だもん。昨日の事で分かってるでしょ。溺おぼれたりはしないの。健児よりも確実よ」

　少し冗談めかして笑みを浮かべてそう言う梅花だが、表情が青ざめているのが健児にも分かる。やはり恐いのだ。それは健児も理解できていた。

「命令して、健児。あたしが行くわ。時間がないんでしょ？」

　健児は脱いだ上着のポケットからハンドベルクリンゲルを取り出す。梅花はそれを見て目ま蓋ぶたを閉じた。健児はハンドベルをちりんと鳴らすと言った。

「しばらくここで待機だ。梅花。すぐに戻ってくるからな」

「Gern. ここで待機します」

　梅花がそう復唱するのを確認して健児は海に飛び込んだ。

　臨海学校一日目で、服を着たまま泳ぐ練習はしていた。だがこの荒天の中でやるとなると勝手が違う。あっという間に海水が口や鼻から流れ込みむせる。水を掻かいても進んでいるのか流されているのか分からない。

　しかし運が良かったのか、波が引く時の勢いで、健児は荷物が載せてあるボートの方へ近づいていった。闇やみ雲くもに水を掻いていた手が、ボートの縁へりにぶつかる。反射的にそれを摑つかみ、健児はボートの上に上半身を乗り出していた。

　やった！　とりあえずこれで魄力車のパーツや資料を、むざむざと謎の相手に渡す事は避けられた。あとはパティが来るまで何とか時間を稼かせげばいい。パティの戦闘力なら、普通の人間相手なら何とかなるはずだ。

　健児がそのままボートに乗り込むと、そこには金属製のトランクケースが三つ、無む造ぞう作さに置かれていた。そしてその先では、スキューバタンクを着けた男も、ボートに乗り込んできたところだった。

　相手は大柄だがスキューバタンクを着けており自由には動けないはず。揺れるボートの上では健児も大立ち回りをするわけにもいかないが、それは相手も同じ条件のはず。

　スキューバ装備の男はボートの上の健児に一時たじろいだようだ。健児はその理由を深く考える事もなく言った。

「あんたが何者かは知らないけど、これを渡すわけにはいかないんだ。さっさと帰ってくれ」

　男は水中眼鏡に手を掛けた。それを下ろそうとしたのだろうが、なぜかその手を途中で止める。そして目の前にあるトランクケースに手を伸ばした。トランクケースは大型の物が一つ、残りの二つは手に提さげるような小型の物。男が手を伸ばしたのは、小型のトランクケースのうち一つだ。

「止やめろ！」

　健児が飛びかかろうとしたが、時すでに遅く、男はトランクケースを手に取り、それを海に投げ込んだ。

　重要な品が入っているのだ。防水処理はされているはずだ。この辺あたりの深度なら海に沈んでも大丈夫と考えて投げ込んだのだろう。健児は救命胴衣を着けているだけ。この海の荒れようならば、潜って追いかけてこられないのは目に見えている。

「何を考えているんだ！　それは絶対に必要なんだ!!　梅花を元通りにするには、絶対に必要なんだ!!」

　小さなトランクの二つ目を手に取った男は、梅花という名前に何か躊ちゆう躇ちよしたようだ。しかし揺れるボートの上を這はうように健児が近寄ってくるのを見ると、それもまた海へと投げ込む。

「止めろと言ってるんだ！」

　残ったのは一番大きな金属製のトランク。相手の男も今回ばかりは簡単に海に投げ込むわけにはいかない。健児もトランクにしがみつき男を必死に妨害する。

　男は健児に直接、暴力を揮ふるうことはしないようだ。頭を振り仕し草ぐさで諦あきらめるよう伝えているが、健児にはそれに気を留とめる余裕などない。

　その時だ。ボートが大きく揺れた。次の瞬間、もみ合っていた健児と男は、トランクごと海に落ちてしまったのだ。




「うちの学校の生徒ですか？」

　絲織は貸しボート屋の店員にそう尋たずねると、沖に向かって目をこらす。

「あれ、パティさんと……。楸先生かしら？」

　絲織と一緒に海岸に来た白弓は、少し沖に浮かぶボートに乗る女性二人の姿を目にしてそう言った。確かに一人は殻間高校の女子制服を着ているように見える。そして鮮やかな赤い色の髪。パティに間違いない。もう一人は体格からして真実だろう。

「あっちにも二艘あるわね。あら、誰か沖の方のボートに乗り込んできたみたいだけど……」

「ええ、一人はスキューバダイビングの人みたいですけど……」

　絲織とそう話していた白弓だが、中腰で立ち上がる姿を見て声を上げた。

「え、もう一人は……。荒城くん!?」

「そんな……、なんで!?」

　絲織も気付いたようだ。同時に声を上げた。

「どうかされましたかな、女学生さん」

　海の家の陰かげで様子を窺っていた弾指と二人の雲うん水すいは、さも今しがた通りかかったように、白弓と絲織に声を掛けてきた。

「この前の雲水の方……」

　あまりにもタイミングよく現れた弾指たちに絲織はうさんくさげな視線を向けた。しかしそんな事を気にする弾指ではない。

「うむ、これは奇遇ですな。実は拙せつ僧そうたちも海水浴に来たものの、この天気でどうするかと思っていたのですが……。さて、何か困った事があれば拙僧が相談に乗りますぞ」

　ボートに乗っているのが健児という事は分かっていても、その理由は弾指には分からない。白弓と絲織に探りを入れたつもりだったが、生あい憎にくとその二人も何が起きているのかよく分かってないようだ。

「実は私たちも何が何だか……。貸しボート屋さんから、うちの学校の生徒が、天気が悪いのにボートで沖に出たという連絡があったので、臨海学校の宿舎から駆けつけてきたんです」

　絲織は動揺を隠せないままそう言った。

「ほほう、臨海学校ですか」

　無論、それは分かっているのだが、素そ知しらぬふりで弾指は感心してみせる。

「弾指殿、なにやら様子が変ですぞ！」

「何か投げ込んでます。やや、落ちた!!」

　算念、与念が声を上げる。

「荒城くん!!」

　白弓が悲鳴のようにその名を叫ぶ。その白弓の反応に、弾指は笠の下で興味深げな視線を送っていった。

「え、いま落ちたの荒城くん？」

　絲織も蒼そう白はくになってそう言った。

「よく分かりませんが、ボートの上にいた二人が、何か荷物と一緒に海に落ちたのは確かです」

「一人は潜水具を着けてましたが、もう一人は救命胴衣らしきものしか身につけてなかったようですが……」

　算念、与念も心配そうだ。

「お坊さん、何とかならないんですか!?」

　白弓はやにわに弾指の方へ向き直る。

「ううむ、拙僧、泳ぎにはいささか自信があるが、この天候では。あの距離だったら、海が荒れてさえいなければ泳いでいけるのだがな」

　さすがの弾指も天気には勝てないようだ。白弓は続いて絲織に向かって尋ねた。

「絲織さん、風や波を収めるお呪いってないんですか!?」

　白弓の勢いにたじろぎながらも絲織は答える。

「古こ文もん書じよでそれらしいお呪いを読んだ事があるけど、さすがにこれだけの天気を左右するには、それなりの時間と仕掛けが必要になってくるわ。第一、試してみた事なんてないし……」

　絲織の答えも風と波の音の中に消え入る。

「そんな……」

　白弓は波打ち際にふらふらと歩み寄っていく。

「あっ!?」

　目をこらしていた与念が声を上げた。

「あちらのボートから……。女生徒が飛び込みましたぞ!!」

「玖く鈴りんさん!?」

　白弓と絲織が同時にその名を叫んだ。




　しばらく待機しろという、『しばらく』が時間切れになったのか。あるいは健児が海に落ちたのを目にして、『すぐに戻ってくる』という命令の一部が無効になったと無意識のうちに判断したのか。

　梅花は意識を取り戻す。

「健児!?」

　身体の自由が戻ると同時に梅花は反射的に海へ飛び込んでいた。自分が溺れない事は分かっているし、昨日の一件で海水を気管に入れないよう注意しなければならないのも分かっている。

　梅花は慎重に海へと潜っていった。そんなに深くはないが、この天候で海の中もかなり濁っていた。如い何かに身体が魄型化しているとはいえ、やはり海水は目にしみる。それを我慢しながら周囲を見てみると、白い布地が揺らめいているのが目に入ってきた。

　健児のワイシャツだ。梅花はそちらへ泳いでいく。そこでは沈んだ大型のトランクにしがみついた健児と、スキューバタンクを背負った男が対たい峙じしていた。

　いや、それにしては何か様子が変だ。どうやら健児の救命胴衣のどこかがトランクに引っかかり動けないようだ。そしてスキューバ姿の男は、むしろ健児を助けようとしている。

　やっぱりこの人はあたしたちの味方？　でもトランクを奪うばおうとしたのは確かだし……。

　相手の出方が分からない。梅花は慎重に健児へ近寄っていく。

　泳いできた梅花に気付いたのだろう。健児は手を振って梅花に逃げるように伝える。しかし梅花は頭を振りながら健児の腕を取る。

　もういい。もういいから、今は海面に上がる方法を考えましょう。

　梅花はそう伝えたいのだが、健児は頭を振るだけ。そしてスキューバ姿の男が助けようとしているのも理解できないのか、手を振って追い払おうとする。

　その時だ。健児が振った手が男の水中眼鏡にぶつかる。あまりに勢いよくぶつかった為か、水中眼鏡がずれてしまった。慌てて直そうとしたところに、再び健児の腕がぶつかる。今度は完全に水中眼鏡が外はずれてしまったようだ。

　男は慌てて顔を隠すが、その下から一瞬覗いた目元に、梅花は何か覚えがあるような気がした。それを確かめる間もなく、男は顔を隠しながら、健児と梅花の側から離れていった。

　顔を見られたくなかったのだろう。しかし今は男の正体に気を揉もんでいる余裕などない。まず健児を何とかしなくては。そう考えた梅花は救命胴衣とトランクのどこが引っ掛かっているのか確認しようとする。

　自分は溺れる事がないのだが、健児はそうもいかない。そろそろ限界のはずだ。そう考えると梅花も気が焦るばかりだ。海が濁っている事もあり、救命胴衣とトランクのどこが引っかかっているのかよく分からない。

　もういい逃げろ。そう言うかのように健児は手を振る。どうやら今の男が仲間を連れて帰ってくるのを危き惧ぐしているようだ。

　そんな健児に向かって梅花は頭を振る。あたしは大丈夫だから……。ずっと一緒にいるって約束したんだから……。

　水の中では声は言葉にならない。それを分かって梅花はそう言っていた。その時だ。健児は苦しげに口を開き、大きな泡を吐はく。

　早くしないと！　早く……!!　懸けん命めいに健児をトランクから引き離そうとする梅花だが、徐々に身体から力が抜けていくのを感じていた。それと同時に意識も遠のいていく。

　なんで……。昨日、ちゃんと魄力は充じゆう嗔てんして貰ったじゃないの。それに目の前に健児がいるのに……。

　遠のく意識の中で梅花はあの事を思い出した。

　魄型は完全に不死ではない。魄力を供給した本人が死ねば魄型も死ぬ。

　そんな……、まさか……。

　健児の肩に手を掛け揺さぶるが反応がない。その梅花の手からも徐々に力が抜けていく。

　こんなところで……。でも……。一緒だから……、健児と一緒だから……。それはまだ、良かった……。……かな。

　遠のく意識の中で梅花はそう考えていた。




　制服を脱ぎ捨てた下は、いつも警戒任務中に着ているあの深しん紅くのボディスーツだった。

「用意がいいな、モーントシュタイン」

　茶ちや化かすようにそう言う真実に向かって、肩ごしに一いち瞥べつをくれるとパティは答えた。

「冗談を言ってる場合ではありません。楸真実。魄型のモニカが海から上がってこないという事は、魄力を供給している茂も狩がり健児になにかあった可能性があります」

「それは分かっている」

　ボートに装備してあった浮き輪とロープを渡しながら真実は言った。

「しかしこの荒れようでは、どこにいるかも分からんぞ。迂う闊かつに飛び込むとお前も危ない」

「心配するんですか、この私を？」

　パティのその口調には感謝どころか、嘲あざけりのニュアンスさえ感じ取れる。

「生徒を三人も目の前で死なせたら私は懲ちよう戒かい免めん職しよく確実だからな」

　冗談とも本気とも付かぬ口調で真実はそう言った。パティはそれに応こたえず海面を眺める。

「流されている可能性があります。もうちょっと近づいてください。あの辺りが濁ってますから、二人がいるのは……」

　その時だ。パティが先に異変に気付いた。

「なに……？　何が起きた!?」

　その視線の先では、見る間に海面から波が消えていくではないか。海ばかりではない。

「見ろ、モーントシュタイン。この真上からだけ雲が消えていく。雲だけじゃない、風も止やんできたぞ」

　真実の言うとおりだ。見上げてみると、確かに頭上に掛かっていたはずの灰色の雲が消えていく。それも空全体から消えていくのではなく、真実とパティが乗ったボートの少し先を中心に消えていくのだ。

　波も同様だが完全に円を描いて消えていくのではない。波が収まった平へい坦たんな海面が、海岸へとまるで道のように繋がっていくのだ。

　その先へ目をやった真実は、殻間高校女子の制服を着た少女が、波打ち際に倒れ込むのを目にした。

「……蘇芳さんか!?」

　一緒にいるのは絲織だろうか。そして三人の雲水。

　またあの坊ぼう主ずたちか……。どうやら連中は茂狩博士やクリューガー博士の遺産より、蘇芳白弓、いや蘇芳神社の娘に興味があるようだな……。

　三人の雲水は考えを巡らせる真実の視線の先で、パッと袈け裟さを脱ぎ捨てるや海へと駆け込んだ。どうやら白弓と絲織に頼まれて健児と梅花を助けに向かうようだ。

　まずいな。真実は内心で舌打ちする。健児はともかく、梅花が水中でぴんぴんしているところを見られるのは困る。連中も梅花が普通の身体ではないと気付くだろう。

「モーントシュタイン！」

　しかし真実がその名を言い終える前に、パティは愛用の強化ガラス製ナイフを口にくわえ、ロープを手に持って海に飛び込んでいた。

「まったく、少しは教師の言う事を聞け……」




「そんな……。荒城くん、玖鈴さん」

　ふらふらと波打ち際に歩いていった白弓は、海水が膝ひざを洗う辺りで、慌てた絲織や弾指に引き留められた。

「白弓、落ち着いて。きっと楸先生が何とかしてくれるわ」

　そう言う絲織も、真実やパティの素性を知らない以上、それは単に願望を口にしているに過ぎない。

「せめてもう少し、波が落ち着いてくれれば……」

　弾指も厳しい顔で歯嚙がみするだけだったが、しばし沈ちん思しした後、意を決したように笠を投げ捨てながら言った。

「うむ、このまま捨ててはおけぬ。ここは御み仏ほとけの加か護ごを信じて助けに行くとしよう」

「そんな、お坊さんにももしもの事があったら……！」

　絲織は止めるが弾指の決意は固いようだ。

「せめて……、誰かこの波と風を止めてくれれば……。誰か、お願い……。誰か……」

　絲織にだき抱えられた白弓は、譫うわ言ごとのようにそうつぶやいていた。













　ん……、何か変だ。その異変に気付いたのは弾指だけのようだった。

　何やら白弓から今までになかった不思議な気配を感じる。

　視覚では感知できないので、そう表現するのはおかしいのかも知れない。しかし弾指には、白弓の身体から何か白い光のようなものが発しているかに思えた。

　蘇芳神社の娘にして実み山やまの花嫁。やはりただ者ではない。

　弾指がそう思った瞬間だ。その不思議な気配が一気に増大するや、今度ははじけ飛ぶように消え去った。今度ばかりは算念、与念はもちろん、絲織も気付いたようだ。もっともその中心にいるのが白弓とまでは分からない。

「え、いま何か……？」

　絲織も当とう惑わくしたように周囲を見回すだけ。その腕の中で白弓は気を失ってしまったようだ。

「おお、弾指殿。見てください！」

「波が収まりましたぞ。それに風も……」

　算念、与念が海を指さして言ったが、それにしては何か様子が変だ。空は少し沖合のある一点を中心にして雲が消えていき、波は絲織の足下から沖へと向かって凪ないだ海面が道路のように続いているのだ。

「うむ、これは御仏のお力に違いない。行くぞ、算念、与念！」

「はい！　お供いたします、弾指殿！」

　算念、与念も弾指に倣ならって袈裟を脱ぎ捨て褌ふんどし一いつ丁ちようになる。その姿に絲織は少し頰ほおを赤らめて視線を逸そらせた。

　いや、これは実山の花嫁の加護かも知れぬな。

　そう考えながら弾指は波を蹴けり立てて海へと入っていった。




「伯お父じさん、春人はるんど伯父さ～～ん。なにか山の様子が変だよ」

　ちょうど同じ時刻、殻間市の外れにある喫茶店クリンゲルでは、ぱらついてきた雨に洗濯物を取り込んでいた愛まな花かが店内へと駆け込んできた。

「どうしたんだい、愛花ちゃん」

　天気も悪いので今日は客も少ない。カウンターでスポーツ新聞を読んでいた春人は顔を上げた。

「なんか今、実山が白くぴかっと光ったの!!」

「雷だろう」

　そう言うと春人はドイツサッカー欄へと視線を戻す。

「違うもん、雷じゃないもん!!　上からぴかっと光ったんじゃなくて、実山全体が光ったんだもの。ほら、今も……！」

　愛花は窓の外を指さすが、春人には特に異変は感じられない。首を傾げる春人の手を取り、愛花は店の外へと連れ出す。

「ほらほら、光ってるでしょ。真っ白にぴかって!!」

　小雨の中、愛花は店の裏にある実山を見上げながらそう言った。しかし何度見ても春人にはその光が見えない。

「ああ、そうだな。伯父さんにもちょっと光って見えるよ」

　そうは見えないにも拘かかわらず、春人は愛花に話を合わせて答えた。

「なんだろう、この光。不思議な感じだよねえ」

　愛花は首を傾げるばかりだが、その横で春人は険しくなりそうな表情を隠すのに精一杯だった。

　利とし春はる、お前の娘にもあの光が見えるらしいぞ。相変わらず俺には何にも見えないけどな……。

　春人は自分の弟であり、愛花の父である利春に心中でそう呼びかけていた。




　一時、意識が戻る。健児の目の前には目蓋を閉じた梅花の顔があった。

　なにしてるんだっけ、俺……。混こん濁だくする意識の中で健児はぼんやりと記憶を辿たどった。

　ああ、そうだ。魄力車のパーツや資料を入れたトランクごと海に落ちて、それで梅花が助けに来たんだっけ……。

　水の中で苦しいはずなのに、不思議とそれは感じない。もう苦しむという限界は突破してしまったのかも知れない。

　御ご免めん、梅花。元の身体に戻してあげられなくて……。健児は目の前の梅花を抱き寄せようとした。しかし誰かがその腕を取ったのだ。

　視界に真っ赤な色が飛び込んでくる。俺か梅花の血か？　いや、違う。この紅は血の赤ではない。

　パティの髪の色だ。パティは健児に意識があるのを確認すると、落ち着かせようと一つ肯く。安心した途端、健児は急激な苦しさに襲われた。パティは素す早ばやく状況を確認して救命胴衣がトランクに引っかかっている事を確認。救命胴衣のベルトをナイフで切り離した。

　健児と梅花をそのまま海面に引き上げようとするが、さすがのパティでも二人を一度にというのは無理だ。その時、別の誰かが健児の腕を摑つかむ。

　いつぞやのあの雲水、弾指だ。パティはその姿に眉まゆをひそめるが、まずは健児の命が大事。パティと弾指は健児をそのまま海面に引き上げた。

「仏教僧！」

　海面に顔を出すなりパティは叫んだ。

「お前は邪魔だ。去れ!!」

「まぁまぁ、人の好意は有り難く受けておくものだ。拙僧もいずれお主ぬしに助けられるかも知れぬ。情けは人の為ならずとも言うではないか」

「私はお前など助けたくはない!!」

「モーントシュタイン！」

　ボートの上から真実が声を掛けてきた。

「坊さんの言うとおりだ。ここは助けて貰え。特にトランクは我々だけで引き上げるのは一苦労だ」

「あれに触らせるというのですか？」

　パティは素性の知れない人間を、魄力車のパーツや資料が入ったトランクに近づけるのを危惧しているようだ。

「こいつらのトップは分かっている。いざとなれば打てる手もある。しかしさっきのスキューバ姿の男は別だ。仲間を連れて戻ってこられると面倒だからな」

「いいでしょう」

　嘆たん息そくするとパティは言った。

「下に金属製のトランクが三つある。引き上げてくれ。それと梅花は私が回収する」

「うむ、承知した」

「そのまま持ち去るような事があれば、命の保証はしない」

　その言葉で弾指はパティがただの高校生ではない事を確信したようだ。にやりと笑ったものの何も言わず、後から追いついてきた算念、与念と共に海に潜った。

「よし、水を吐け。良かったら私が人工呼吸してやろうか？」

「いえ、遠慮しておきます」

　パティから真実に預あずけられた健児は、ボートの舷げん側そくに寄りかかりながら深呼吸をしている。

「冗談で返す余裕があるなら大丈夫だな。荒城くんがその様子なら、玖鈴さんも大丈夫だろう」

　真実がそう言った時だ。パティが梅花と共に浮かび上がってきた。

「気を失っていますが、おそらく魄力の不足です。また魄力のチャージをすれば問題ないでしょう」

「良かった……。あ、それとあのトランク！」

　安心した健児はトランクの事を思い出した。

「大丈夫だ、あの坊さんたちが手伝ってくれる。ああ、最後に沈んでるデカいのは向こうのボートに移してくれ。私が乗り移って漕いでいく。こちらにはもう乗らないからな」

「うむ、ではそれで全部だな。算念、与念。頼むぞ」

　小さなトランク二つを、真実の乗るボートに上げた弾指はそう命じた。そして真実の方へ頭を巡らせる。

「さて、先生。いま海から引き上げた娘、ただの人間ではないようだ。かなりの時間、海に沈んでいたには苦しんだ様子もないし、今の口ぶりでは問題なく生きてるようではないか」

　弾指がそう指摘するのは梅花の事だ。

「私もお前たちには聞きたい事がある。取引だ。互いの知りたい事を教えるというのはどうだ？」

「知りたい事とはなんだ。それにもよるな」

　まだ弾指は海に入っているが、徐々に周囲の波が荒くなり、風も強くなってきた。

「また元に戻ってきたようだが、この天候の変化はお前たちがやった事か？」

「一僧侶に天候を自在にする事などできようはずがない。おそらくは御仏の加護であろう」

　察しは付いているのだがそれは口にしない。真実はそれでも一応、納得してみせた。

「いいだろう。そういう事にしておいてやる。ではお前たちはなぜ私たちの周囲をうろついている。目的はなんだ？」

　しかし弾指はすぐには答えてくれなかった。

「いま拙僧が先に答えたのだ。次は先生が先に答える番ではないのか？」

　そして梅花の方へ視線を送って言った。

「その娘だ。その娘は、やはり……」

　その時である。徐々に強くなっていった風が、ついに突風となって弾指に吹き付けた。風が通り過ぎた後、弾指は頭とう皮ひに直接、波なみ飛沫しぶきがかかったのを感じた。

「お～～い、またカツラが飛ばされたぞ」

　真実が教えてやるまでもない。弾指は風に飛ばされ、波に流されるカツラを追いかけて泳いでいった。

「話はまた後日とさせていただこう。算念、与念、後は頼んだぞ！」

　大型のトランクを引き上げている算念、与念にそう言い残して弾指は泳ぎ去ってしまったのだ。

「仏教も存外に大変ですね……」

　呆あきれたように弾指を見送りながらパティはそう言った。

「仏教の問題じゃないと思うぞ。……さてややこしくなる前に帰るとするか。海岸にいる蘇芳さんたちも心配だ」




　ハッとして上半身を起こす。胸元からタオルがずり落ちるのを感じて梅花は反射的にそれを押さえた。

　え……？　素す肌はだにタオル地の感触がある。タオルを少し上げて覗き込む。

　な、なんであたし……、裸なの!?

「梅花、良かった!!」

　健児がそう言って抱きついてきたが、これまた反射的な行動が出てしまった。抱きついてきた健児の横よこっ面つらを思いっきり叩いてしまったのだ。

「な、なんであたしが裸で、健児がいきなり襲いかかってくるのよ!!」

「落ち着いてください、モニカ。服を脱がせたのは私たちです。濡ぬれていたし邪魔になりますから」

　すぐ横でパティの声がする。どうやら自分はベッドに寝かされていたようだ。横を見上げると、ボディスーツ姿のパティがいた。髪が濡れているところを見ると、この格好のまま海に入っていたようだ。

「あなたは健児を追って海に入っていたのです。そこで健児が瀕ひん死しの状態にあり、彼から供給される魄力が不足して、一時的に生命活動を停止していたのです」

　パティにそう言われてようやく記憶が繋がり始めた。

　そうだ。トランクと一緒に海に落ちた健児を見て反射的に飛び込んで……。それで健児の救命胴衣がトランクに引っ掛かって……。

「健児、大丈夫!?」

　今しがた自分が平手打ちしたにも拘かかわらず健児に向かって梅花はそう尋ねた。

「大丈夫も何もないだろう」

　床に転がった健児は頰を押さえながらそう言った。

「モーントシュタインやあの雲水たちの助けで、君やトランクも無事に回収できたよ。安心していい」

　そう言うのはパティの反対側に座っていた真実だ。横には粒子の姿もある。どうやらここは宿泊所の医い務む室しつらしい。二日続けて同じ部屋に運び込まれた事になる。

「よかったぁ、一時はどうなる事かと」

「あまり後先関係なく行動するからだな、これから気をつけろよ。うん」

　珍しく粒子が先輩らしく注意する。その言葉にパティが首を傾げた。

「そう言えば疑問ですね。健児が海に落ちた時、どうしてモニカは命令受付状態にならなかったのでしょう」

　パティのその言葉に健児や梅花たちは顔を見合わせる。

「予想外の事態ですから、命令受付状態になってもおかしくないはずでは？」

「ええと……、なんでだろう？」

　当の梅花も首を傾げる。

「まあどういう条件で命令受付状態になるのか、まだよく分かってないところがあるがな……」

　そう前置きしてから真実は梅花と健児を見やりながら続けた。

「つまり『いつも通りの玖鈴梅花』なら、あの時も同じ行動をとったという事だろうな」

「お～～、なるほどねえ」

　粒子は頻りに感心した様子だが、健児と梅花はパッと頰を赤らめ互いに視線を逸らせた。そんな二人にパティは一時嘆息したものの、あとは目を伏せて何も言わなかった。

「さて、動けるようならそろそろ退散しよう。山荘に皐さつきさんたちを待たせてある。それに海岸で君たちが海に落ちるところを見ていた蘇芳さんが、ショックを受けたのか体調を崩してしまったらしい。纐こう纈けつさんが付いているが心配だ」

　真実の言葉に肯き、梅花は寝かされていたベッドから立ち上がろうとする。

「あたしはもう大丈夫です。それより蘇芳さんが心配で……」

　タオルの下には一いつ糸しまとっていない事を忘れていた梅花はそのまま立ち上がろうとしてしまった。するりと音もなくタオルがずり落ちかけ、慌ててそれを胸元まで引き上げる。

　そして正面にいた健児と目が合う。

「……見た？」

「……はい？」

　怒ど気きを含んだ梅花の表情に健児は返す言葉もない。

「見たのね？」

「見てない見てない!!」

　慌てて健児は頭を振る。

「じゃあ何を見てないのよ!!」

「だから、その……。梅花の裸とか」

「あたしは何も言ってないじゃないの！　どうしてそこで裸って言葉が出るのよ!!」

「待て、梅花！　それはいくらなんでも言いがかりってもんだ!!」

「言いがかりでも何でも！　そう言うって事はチャンスがあれば見たいと思ってるわけじゃないの。このスケベ!!」

　言うなり梅花はタオルをまとったままベッドから駆け下り、逃げ回る健児を追い回した。

「……まったく、この人たちは」

　呆れたようにそうつぶやくパティだが、その口元には仮面の笑みではない、屈くつ託たくのない笑顔の兆きざしが浮かび始めていた。
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「なるほど、やはり食いついてきましたね」

『金こん剛ごう石せきの白しろ』のその言葉に、円卓に座る『教きよう団だん』幹部の間にざわめきが広がる。

「『金剛石の白』、よもやこの結果を予想されていたのですか？」

　幹部の一人がそう尋たずねるが、『金剛石の白』は直接その問いには答えずに言った。

「現在の暗号コードに変更してから、残ざん骸がいも回収できないまま紛失した『教団』エージェントの携帯端末は三つ。一つは大たい西せい洋ようの深海に沈み、もう一つはアマゾンの密林に飛行機と共に墜落。そしてもう一つは火災で跡あと形かたもなく焼けてしまったという話です」

「ミメット鉱ミメタイトにメールしてきた人間は、間違いなくその三つの携帯端末のうち、最低でも一つを入手していると考えるべきですな」

「念の為ため、最悪の事態を想定して三つすべてを入手したと考えておきましょう。その上で携帯端末を入手した人物は、最低でも『月げつ長ちよう石せきの紅あか』とミメット鉱ミメタイトのアドレスを知っていた事になります」

「『教団』内部にスパイが……？」

　誰もが念ねん頭とうに置きながらも、口に出しかねていた言葉を幹部の一人『アメジストの紫むらさき』が指摘する。

「おそらくは……」

　今度はどよめきが幹部の間に広がった。

「しかしかつての事でしょう。今はいないと思われます。それならばもっと的確な手段を打てるし、また私がミメット鉱ミメタイトを運搬人に選んだ理由も察さつしがつこうというもの」

『金剛石の白』のその言葉に、幹部の間から笑いが漏もれる。確かにほとんど経験のないミメット鉱ミメタイトとダトー石ダトーライトでは任務の遂すい行こうに不安があったのも事実だ。

　スパイが入り込んでいれば、自分を釣つる為の撒まき餌えと勘づいてもおかしくない。しかし実際に動いたという事は、『教団』の暗号コードや携帯端末を所有していても、それほど内部事情には通じていないという事だ。

「紛失した三つの携帯端末を所有していた各エージェントが怪しいですな。分かりました、こちらでも改めて調査してみましょう」

「よろしくお願いいたします。『アメジストの紫』。それからミメット鉱ミメタイトとダトー石ダトーライトに連絡を。大たい儀ぎでありました。感謝しておりますと伝えてください」

　そう言うと『金剛石の白』は座っていた椅い子すから立ち上がる。そのまま会議室から退出しようとしたが、途中で足を止め、やはり立ち上がりかけていた『アメジストの紫』に声を掛ける。

「それで、例の資料は無事に茂も狩がり健けん児じの元へ届きましたか？」

「はい、確かに。しかし本格的な解読はこれからのようです」

「そうでしょうね」

　ローブの下で『金剛石の白』は少し笑みを浮かべた。

「茂狩健児の才能に期待しましょう」




「姐あねさん、待ってくださいってば、姐さ～～ん!!」

　またもや両手に大荷物を抱かかえたダトーがミメットを追いかける。

「何をしてるのよ！　もうすぐ飛行機の時間よ!!　まったく、成田は狭くて仕方ないわね。政権が変わったんだからこの辺から何とかして欲しいものだわ」

　ミメットは苛いら立だちを日本の現政権にぶつける。

「もうすぐって、まだ充分余裕があるじゃないですか。まったく」

　壁の時計を見てダトーはそうぼやく。確かに搭乗時間まではまだ一時間以上ある。

「一刻も早く本部に帰って、上層部に弁べん明めいしないといけないのよ！　結果的に無事に荷物は渡せたものの『月長石の紅』が言っていたとおりにならなかったし、彼女の手を煩わずらわせる事になっちゃったじゃないの!!」

「でも姐さんが焦っても飛行機は飛びませんよ」

「気分の問題よ！」

　そう答えるミメットに、さすがのダトーもうんざりとした顔をする。その時だ。ミメットの携帯がメールの着信音を鳴らす。

　二人の元へ偽メールが送られてきた事もあり、暗号発生コードは切り替えられている。『教団』本部に到着次第、現在の携帯端末は回収され、偽メール発信者を詳しく調査するべく、専門の部署へ回される手はずも整えられている。

　ミメットはおそるおそる携帯の液晶画面を覗のぞき込みそして暗号を照合する。どうやら本物のメールのようだ。その文面を確認した途端、ミメットの顔が輝く。

「いい知らせだったんですか？」

　これで機嫌を直してくれればと思いダトーはそう尋ねた。

「べ、別にどうという事はないわよ！　『金剛石の白』から、ねぎらいの言葉があっただけ!!」

　どうという事はないという割には、ミメットはうれしさを隠せないようだ。

「へえ、良かったじゃないですか。姐さん。これで本部にも堂々と……。姐さん、姐さ～～ん。どっちに行くんですか、搭乗口はこっちですよ!!」

「お土産みやげよお土産。もうちょっと日本土産を買っていこうと思ってね。まだ時間はあるでしょ」

　さっきまでダトーを急せかしていたにも拘かかわらずこれである。よほど『金剛石の白』からの言葉がうれしかったのだろう。鼻歌交じりに土産物売り場の方へ歩いていく。

「姐さん。土産物って、もうさんざん買ってるじゃないですか。これ以上、何を誰に買おうって言うんですか!!」

　ダトーが呆あきれるのも無理はない。ダトーが背負ったリュックと両手のバッグの中は、ミメットが買いあさった土産物で一杯なのだ。それもけばけばしい着物、怪しげな忍者グッズや安っぽい日本人形、金ぴかの招き猫という、典型的な外国人観光客向け土産物ばかりなのだ。

「うふふ、気分がいいから日本酒でも買っていこうかしら。ええと税金はどうなっていたんだっけ」

「姐さ～～ん、待ってください。姐さ～～ん！」

　両手と背中に荷物を抱えダトーはミメットの後を追いかけていった。その近くの椅子に座り、一人の紳しん士しが英字新聞を読んでいた。その紳士は視界の隅でミメットとダトーを追いかけ、土産物売り場に入るのを見て立ち上がる。

　もしもミメットがこの紳士をじっくりと観察する機会があったらさすがに気付くだろう。この男はミメットが殻から間ま国際ホテルの前で話しかけたあの紳士なのだ。

「帰国するなら、もう追い回す理由はないか……」

　紳士はそうつぶやいてその場を去っていった。




「まったく、飽きませんね。一昨日、臨海学校から帰ってきたばかりではありませんか」

　プールサイドに腰掛けるパティはそうぼやく。

「それにいちいち付き合ってるあんたも同類じゃないか」

　パティのぼやきを聞きつけ、プールに入っていた粒たま子こがそう声を掛けてきた。

　今日は殻間市内の市営プールに健児たちと来ているのだ。市営プールはマリンランドと違って大層な設備があるわけでもないが、入場料金が安くいつでも空すいている。

　二人の他、健児や梅もい花か、冴さえ、優ゆう香かに浩こう助すけ。そして同じクラスの生徒も何人か顔を出していた。ほぼこの前、岬みさきの山さん荘そうに顔を出したメンバーだ。肝きも試だめしがおじゃんになってしまったので、プールにでも行こうと浩助がみんなに声を掛けたのである。

　もっとも浩助には隠された目的があった。白さ弓ゆみも誘い、絲し織おりにも来て貰もらう事。

　普段から堅かた物ぶつで通っている生徒会長である。一年生男子ではなかなか声が掛けにくかったのである。しかし浩助のその目もく論ろ見みも泡と消えた。

「あ～～あ、蘇す芳おうさんが来られないなんてなぁ」

　健児と泳いでいた浩助がそう嘆なげいた。

「仕方ないだろう。蘇芳さんは、この前、海で倒れて身体の具合が悪いって言うから……」

「つうか、お前。本当は纐こう纈けつ会長が来られないのを残念がっているんだろう」

　中なか井いがずばりと核心を突いた。

　そもそも白弓が来られないのでは、絲織にも声は掛けて貰えない。こうして浩助の野望は潰ついえたのであった。

「あ～～、見たかったなぁ。纐纈さんのセクシー水着。今年で卒業だからなあ。見られるチャンスはこの夏だけなのに……」

　プールに身体を浮かべながら、浩助は堂々とそう嘆く。

「蘇芳白弓はまだ加減が悪いのですか？」

　パティは粒子にその件を問う。

「あ～～、体調はなんでもないらしいんだけど。大事を取ったという話だな。一応、楸ひさぎ先生も相談には乗ってるらしいけど」

「それだけですか？」

「他に何かあるって言うのかい？」

　プールの中でもメガネを外はずさない粒子は、パティの方を見上げながらそう答えた。

　あの時の急な天候の変化……。海面にできた凪なぎの道は、確かに白弓がいた所から健児たちが沈んでいた辺あたりに続いていた。そして仏教僧たちは異変には関与していないとするならば……。

　あの異変は蘇芳白弓が原因で起きた？　でもなぜ。それは魄はく型がたや魄はく力りきと何か関係あるのか？

　一応『教団』本部には報告してあるが、さして興味がないのか何も言ってこない。

「パティさんは泳がないの？」

　プールの中から梅花がそう声を掛けてきた。そんな梅花の様子にパティは嘆たん息そくするだけで何も答えない。パティの態度が気にくわなかったのか、梅花は唇を尖とがらせる。

「なによ、なにか変？」

「いえ、別に変という訳ではありませんが……」

　パティは少し笑う。

「ちょっとうらやましいなと思いまして」

「……はい？」

　怪け訝げんな顔の梅花に構わず、パティは立ち上がると肩から掛けていたタオルを背後のフェンスに掛ける。

「おお、パティさんのナイスバディ！」

「有り難や、有り難や」

　プールの中では浩助や中井が一心にパティを拝おがんでいるほどだ。それを見た梅花の方が赤くなる。

「もう、スケベなんだから！　男って!!」

「健ちゃんは違うよなあ」

「……え？」

　やにわに粒子から水を向けられて健児は鳩はとが豆鉄砲くらったような顔をする。

「玖く鈴りんちゃんも危ないぞ。なにしろプールの健ちゃんはメガネレスだから、ルックスはイケメンだからな！」

「そ、そんなの関係ありません!!　なにを言ってるんですか、超ちよう科か学がく的てき先輩は!!」

　からかわれていると分かっても、梅花は全力で反応してしまった。

　プールに入ったパティは、午後の柔やわらかな陽射しを浴びながら、ゆっくりと泳ぎ始めた。水をぱちゃぱちゃ掻かきながら、そんなパティに寄ってきた粒子はそっと耳打ちする。

「ひょっとしてお前さんも参戦か？　なかなか競争は激しいぞ」

「なんの事でしょう」

　パティは粒子の言葉を露ろ骨こつに無視して泳ぎ去る。

「ねえねえ、お姉ちゃん、冴ちゃん一緒に写真撮とろうよ。お父さんに写メしてあげるんだ」

　プールサイドに上がった愛まな花かは、水の中にいた梅花たちにそう声を掛けた。

「あ～～、私も写うつりたい～～」

　優香が手を挙げる。浩助もそれに答えた。

「よし、俺も！」

「ぶ～～！」

　愛花は両手でバツを作って浩助を拒絶する。

「女の子だけだもん。あ、パティさんと超科学的先輩さんもね。それからお兄ちゃんも一緒に写ろう。お父さん、お兄ちゃんの顔、しばらく見てないから」

「い、いや俺は……」

　浩助や中井の嫉しつ妬とに満ちあふれた視線に、底知れぬ身の危険を感じた健児は慌てて頭を振った。

「あれ、でも……。玖鈴さんと愛花ちゃんは姉妹でしょ？　ならお父さんは健児の顔は毎日見てるじゃん」

　あまり梅花と愛花の事情に詳しくない中井が首を傾かしげて尋ねた。

「違うよ～～、私はお姉ちゃんの従い姉と妹こだもん」

「え、そうなの？」

　怪訝な顔で中井は健児の方へ視線を送る。

「ああ、ちょっと事情があって、梅花のお父さんが預あずかっているんだ」

「へえ、そりゃ大変だなあ。よし、じゃあお兄さんがシャッターを押してあげよう！　荒あら城きくんも一緒に写りたまえ。両手に花、いや上下左右全方向に花じゃないか！」

　しばし考えを巡めぐらせてから中井はそう言った。そんな中井を肘ひじで突いてから浩助は耳打ちした。

「お、なんだよ。お前、ひょっとしてロリコンか？　愛花ちゃん狙ねらいに切り替えたか」

「先行投資と言ってくれ。あるいは光ひかる源げん氏じ計画だな」

　プールサイドに上がった梅花と愛花を一いち瞥べつしてから中井は続けた。

「一つ年上で従姉妹の玖鈴さんがあんな感じだ。愛花ちゃんも一年経てば美しく成長するだろうさ。そして殻間高校へ入学すれば……。同じ学校の一年女子と二年男子が付き合うのは、なんら問題はないだろう！」

「中井～～！　貴様、そういう策に出たか!!」

　そんな浩助に構わず中井もプールサイドに上がり健児を促うながす。

「さぁ荒城くんもどうぞ、こんな機会、一生に一度あるかないかだぞ」

「いや、でもなあ……」

「一緒に写りたくないなら、別に無理して写る事はないのよ」

　相変わらず煮え切らない健児に、梅花はそっぽを向いてそう言った。

「もうお姉ちゃんたら。あとでお兄ちゃんと二人だけで撮ってあげるから」

　愛花にそう言われてまた梅花は赤くなる。

「別に健児と二人だけで写りたいって言ってるわけじゃないわよ！　ほら、健児!!　いつまでプールに入ってるのよ。さっさと上がりなさい。一緒に写真撮ってあげるんだから!!」

　言う事がコロコロ変わる梅花に健児も目を白黒させながらも、言われるままにプールサイドに上がった。

「ほら、パティちゃんも！」

　粒子がまだプールの中にいるパティに声を掛ける。

「いえ、私は写真はあまり……」

　一時、そう答えかけたものの、パティは少し考えを巡らせてからプールサイドに向かう。

「そうですね。それじゃちょっとだけなら……」

　そして最後に残ったのは健児だ。

「ほら、健児。さっさと来なさいよ！」

「お兄ちゃん、写真撮ろう。お父さんに送るだけだから」

　梅花と愛花にそう促されて、健児は渋々プールサイドに上がる。中井は愛花から渡された携帯を構え、やはりプールから上がってきた浩助がその後から覗き込む。

　健児を中心に左右に梅花と愛花。前に粒子が座り込み、中腰になった健児の肩ごしに冴と優香が顔を出す。パティはちょっと離れたところで、横顔を見せているだけだ。

「……自分から写メ撮ってやると言ったんだが、実際に目にすると軽く殺意が湧わくな」

　中井が何やらダークサイドオーラ全開の表情でそう言うと、すぐさま浩助も同じような嫉妬波動をだだ漏れにして肯うなずく。

「ああ、あの中に蘇芳さんと纐纈さんがいたら、俺は間違いなく明日の朝刊に『殻間市在住の少年Ａ』として載のる自信があるぜ」

　そしてしばし健児とそれを取り巻く女の子たちを見ていた浩助と中井だが、やがて同時に一つ力強く肯き合った。

「でも超科学的先輩は別だな」

「うん超科学的先輩は別だろ」

「聞こえてるぞ～～！」

　超科学的先輩こと岸田粒子は両手を振り上げて言った。

「貴様等が、シンプルかつ機能性にあふれた私の魅力を理解するのはまだ早い！　その頃には人類は核融合を実用化して、軌道エレベーターも営業されてるはずだ！」

　なにやらわけの分からない例えで文もん句くを言う。

「はいはい、それじゃ撮りますよ～～。じゃあみんな笑って。健児、月が出てない夜には背中に気をつけろよ。市内にはまだ街灯がない道もあるんだ」

「なんだよ、それは！」

　健児が反論すると同時に愛花がその腕にしがみつく。

「はい、梅花も寄った寄った！」

　冴が梅花を健児の方へ押しつける。

「あ、あたしは別に……。きゃ!?」

　バランスを崩した梅花が、健児の腕の中に倒れ込んだ瞬間、中井はシャッターを押したのであった。
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超ちよう科か学がく的てき先輩の万能無敵素敵研究室








超科学的先輩「♪シュレディンガー体操第一～～！　大きく腕を振って波は動どうの運動から～～Φフアイ（はい）!!」

健けん児じ　　　　「ちょっと待ってください、何ですか。そのシュレディンガー体操って!?」

超科学的先輩「何ですかとは、何だ!?　君らしくもない質問だな、健ちゃん。科学的合宿と言えば、朝はみんなでシュレディンガー体操、夜はシュレディンガー音おん頭どで盆ぼん踊おどりと決まっているではないか！」

健児　　　　「決まっているではないかって、誰がそんな事を決めたんですか!?」

超科学的先輩「確かコペンハーゲンでニールス・ボーアが言い出したはずだ!!」

健児　　　　「それはコペンハーゲン解かい釈しやくでしょう。そんな力強く噓八百並び立てないでください」

超科学的先輩「ううむ、海に来た時こそ、打ち寄せる波を見て波動関数への理解を深めるいいチャンスだというのに」

梅もい花か　　　　「それにしても今回は海ネタだけあって徹てつ頭とう徹てつ尾び水着祭りだったわねえ」

白さ弓ゆみ　　　　「私はちょっと恥ずかしかったです」

冴さえ　　　　　「ま～～、それでもいいわよ。蘇す芳おうさんは。スタイルいいものね」

白さ矢や　　　　「う～～ん、でもスタイルなら玖く鈴りんさんの方がバランス取れていていいんじゃないの？　姉貴は単に巨乳……」

白弓　　　　「もう、白矢ちゃん！　そんな事言うから恥ずかしいんじゃないの!!」

超科学的先輩「うむ、やはりプロポーションは私のような機能美溢あふれるスタイルに限るというものだな、はははは！」

梅花　　　　「まぁ、超科学的先輩はいわゆる『希少価値だ。ステータスだ』って方向性ですけど」

超科学的先輩「まぁ私の魅力を理解するのは、現在の人類にとってはまだまだ乗り越えなければならないハードルが高すぎるのであろう」

白矢　　　　「どんなハードルだ、そりゃ」

弾だん指し　　　　「わははは、女性陣ばかりではないぞ!!　拙せつ僧そうのセクシーな水着姿になうなヤングも釘くぎ付づけであったであろう!!」

パティ　　　「出ましたね、仏教僧」

健児　　　　「セクシーも何も、海の時は単なる褌ふんどしだったじゃないですか」

白弓　　　　「あれは、見ている方が恥ずかしかったです!!」

パティ　　　「やはりこのようなわけの分からない手合いは海に沈めておくに限ります」

弾指　　　　「これこれ、僧侶を大切にせぬと仏ぶつ罰ばつが下るぞ」

パティ　　　「私は仏教徒ではありませんし、あなたのような生なま臭ぐさ坊主が野の放ばなしになってるのは、仏ぶつ陀だの方でも困ると思います」

超科学的先輩「まあパティちゃんのお仲間も、わけの分からなさ加減ではどっこいどっこいだったけどな」

パティ　　　「まぁ、あの二人は『教きよう団だん』の中でも下したっ端ぱの下っ端ですから」

梅花　　　　「え、でも『下っぱ』て書いてあるお面にほおかむりしてなかったじゃないの」

パティ　　　「『教団』をどこかの材木問屋と一緒にしないでください。というか、そんなネタ誰が分かるんですか!?」

冴　　　　　「あんただ、あんた……」

浩こう助すけ　　　　「それにしても、せっかくの夏休み！　プール、海だというのに、なにか足りないとは思わないか!!　健児！」

健児　　　　「うわ、びっくりした。そこにいたのか、浩助」

浩助　　　　「ああ、いたともさ。この憤ふん懣まんをぶつけずにはいられないからな!!　なぜ纐こう纈けつさんのプライベート水着がないのだ！　きっと、こうズッギュ～～ンでばい～～ん!!　なセクシーな水着だっただろうに……!!」

絲し織おり　　　　「わ、私の水着は見せ物じゃありません!!」

白矢　　　　「期待するだけ無駄だって。姉ちゃんの今年の水着は、ワンピースでフリルの付いた花……」

絲織　　　　「白矢！」

白矢　　　　「はいはい。ちぇ、そうやって隠すから余計に話がややこしくなるのに」

弾指　　　　「しかし嘆なげく事はない！　まだ夏は終わっていないからな!!」

浩助　　　　「そう言えばそうですね。お坊さん！　肝きも試だめしも途中だったし、スイカ割りもしてないし!!」

冴　　　　　「宿題もやりなさいよね」

超科学的先輩「待て、冴ぽ。風呂入ったか！　歯磨みがいたか！　を忘れているぞ!!」

健児　　　　「だからそれドリフだし」

超科学的先輩「それではまとまったところで……。熱ねつ力りき学がく第だい二に法ほう則そく体たい操そう～～!!」

健児　　　　「何ですか、それは！」

超科学的先輩「科学的合宿の締しめは熱力学第二法則体操と決まっているのだ！」










　あとがき




　そんなわけで三巻です。

　二巻の後書きで、残暑が残るうちに出したいなどと書いてしまいましたが、季節は（多分）すっかり秋ですね。まあ地球温暖化の影響があまり出ていなければ良いのですが。

　このシリーズも早くも三巻目という事で、これもひとえに読者の皆さまの応援あっての事と深く感謝しております。

　また二〇〇九年九月よりファミ通文庫オフィシャルＷｅｂマガジン「ＦＢｏｎｌｉｎｅ」の方で、本シリーズの番外短編『フロイラインあらかると！』を期間限定で掲載中です。三巻直前のエピソードが一話、二話となっておりますので、是非こちらもご覧頂けたらと思います。ある程度、分量がたまりましたら、この『フロイラインあらかると！』も文庫化する予定です。




　さて作中のキャラクターたちは、プールに海にと大はしゃぎですが、私の場合は概おおむね仕事で夏がつぶれました。

　ついこの前、某レーベルから出ました某不思議系ヒロイン作品の後書きにも書きましたが、結局、今年の夏のイベントというと「実物大（？）ガンダム」を拝おがみに行ったくらいですかねえ。

　汎はん用よう人型決戦兵器新劇場版も公開終了直前に駆け込みで見に行ったくらいです。

　そんなわけでこれから劇場版『仮面ライダーディケイド』と『サマーウォーズ』を見に行きたいと思ってます。まあ季節はすっかり秋ですが。もっとも『ディケイド』は先にあのＴＶシリーズの最終回を見せられたもので、いささかしょぼーんとなっているのは事実ですが。

　何十年か振りに昭和ライダーを銀幕で拝むのも、まぁ一いつ興きようかという感じでしょうか。

　あ、あと国立科学博物館のシカン文明展も……。間に合うかな。

　本来夏前に終えてなければならない仕事が、まだ残ってる状態でこんな事を言うのもなんですが……。




　その辺の仕事が一段落したら、ちょっと部屋を片付けたいなあ等と思っております。

「俺、この仕事が終わったら部屋を片付けるんだ」とか、書くと凄く死亡フラグっぽいです（笑）。部屋片付けるくらいで死んではたまりませんが。

　今の仕事部屋は色々と個人的に慌ただしかった時期に引っ越してきたもので、机や家具の配置が今ひとつ効率が悪いのですよ。

　ＰＣも小型化しているので、机の上を片付けて効率的に使いたいというのも有りますが、問題は特にＴＶですねえ。今の仕事場に入居した頃には、こんなにＴＶが薄型化するとは思ってもみませんでしたから。

　去年までは大型のブラウン管テレビがダイニングキッチンに鎮ちん座ざしていたのですが、地デジが入るのにあわせて液晶ＴＶに買い換え。それと同時にＨＤＤレコーダーも購入した後、ふと気がついたのですよ。壁掛けＴＶなら机の前に掛けられるじゃないかと。今までＴＶがあったダイニングキッチンにはエアコンがないという事もあり、夏場冬場はＴＶ見たりゲームやったりするのも、なかなかおっくうだったのですよね。

　しかし仕事部屋の机の前に壁掛けＴＶを掛ければ問題なし。ついでにＨＤＤレコーダーやＰＳ３もつなげるし。なんと言っても仕事しながらＴＶを見る事ができる……。というのは、ともかくとして（笑）。

　まあ仕事部屋は賃貸なので勝手に壁に穴を開けるわけにもいかないのですが、いま机があるのと反対側の壁は、ネジや釘が打てるように木の枠わくがある。ここならＴＶ掛けられるなあ。それには机ごとどかさないと……。以上のような結論になり、部屋の模様替えまでやってしまうかという考えになったわけです。それに加えて、実家の方がリフォームするとかで、置きっぱなしになっていた本やビデオ、ゲームの類たぐいを引き取らざるを得ない状況になったという事もあるのですが。

　はてさて無事に部屋の片付けができるかどうか。こうご期待（笑）。




　それではいい感じにページも埋まって参りました。

　最後になりましたが、イラストのひなたもも先生。今回も素晴らしいイラストありがとうございました。

　それでは仕事部屋が無事に片付いている事を祈って（笑）四巻でお会いしましょう。
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